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「──ねえ、周す防おう」

　無意識のうちに外の方へと目をやっていた茜あかねは、かけられた声にはっと身を揺ゆらした。

　新しい絵巻物が手にはいったからと誘さそわれ、ともに見ていたのだったと、慌あわてて巻物へ視線を戻もどそうとして、

「蔵人くろうどの少将どのは、どのようなお方？」

　しかし、ふいにあがった名前に、むかいに座る姉をまじまじと見つめた。

「蔵人の少将さま、ですか？」

「ええ。周防は東とう宮ぐうさまのところでお会いする機会も多かったのよね？」

　なにを急に、とまっすぐ注がれるぬばたまのまなざしに戸と惑まどう。折しも、今日はこないのだろうかと外をうかがっていただけに、まるでこちらの心を見み透すかしたようにだされた名に、どきりとする。

　──ああ、でも近ごろは顔を見る機会も多いし。

　さきごろ起こった麗れい景けい殿でん女によう御ごを狙ねらった事件以降、蔵人の少将こと源みなもとの雅まさ雪ゆきはたびたび、ここ麗景殿を訪おとずれていた。

　騒そう動どうに対する後始末のほかに、麗景殿女御やその父親である内大臣への配はい慮りよもあったのだろう。帝みかどの腹心とも呼べる頭とうの中ちゆう将じようや蔵人の少将が頻ひん繁ぱんに顔をだすことで、こんなにも彼らに心を砕くだいていると、態度で示していたのだ。

　そのかいもあって、一連の騒動に浮うき足立っていた麗景殿も、だいぶおちつきをとり戻していた。姉であり、麗景殿女御である照しよう子こもそれは同様だった。

　姿を見る機会が増えた分、改めてどういう人物なのかふと気になったのかもしれない。

「蔵人の少将さまですか」

　内心の動どう揺ようをごまかすように思案するが、いざ言葉にしようとすると、なかなかこれというのがでてこない。

「そう、ですね……一見冷たく見えますし、わたしも最初はそう思ってました。だけど、心はお優やさしい方です」

　苦心しながら言を紡つむいだ茜は、ああそうだ、と告げながら自分で納なつ得とくする。

　彼は、そういう人だ。そして──

「信しん頼らいに足る方だと思います」

　言い添そえながら知らず淡あわく微笑ほほえんでいた茜に、照子は意表を衝つかれたような顔をしたあと、そう、と目を細めた。

「いい方なのね」

　呟つぶやいたきり、考えこむように黙だまりこむ。

　──……姉さま？

　その、どこかいつもと違ちがう様子に、さわり、と胸が細さざ波なみ立だつ。

　新たなる波乱が、近づいてこようとしていた。
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　ふわり──

　視界の端はしをかすめたほのかな光に、簀すの子こ縁えんを歩いていた茜はふと足を止めた。

「あ、蛍ほたる……」

　この時季にしてはじっとりと湿しつ気けを含ふくんだ、どこか重たく感じられる夜闇やみの中を、一いつ匹ぴきの蛍が漂ただようように飛んでいた。

　ふわり、ふわり、と緑がかった柔やわらかな光がゆっくりと瞬またたくように明めい滅めつするさまは、えも言われぬ幻げん想そう的な眺ながめだ。

「もう、そんな時季なんだ」

　季節の移り変わりを感じながら、宮中にきてはじめて見る淡い輝かがやきを目で追う。

　暗くら闇やみにたゆたう光は儚はかなくも、美しい。──けれど、どこから迷いこんでしまったのか、ひとつ、彷徨さまようように舞まう姿は寂さびしくもあった。

　その姿に、繊せん細さいさの中に激情を秘ひめていた、彼かの人の面おも影かげが重なった。

　帝を深く慕したうあまり、想いに身を焦こがし、ついには凶きよう行こうに及およんでしまった桐きり壺つぼの女御・聖きよ子こが──。

「……『音もせで　思ひに燃ゆる　蛍こそ　鳴く虫よりも　あはれなりけれ』か」

　浮かんだままに口ずさんだ時、ざりっと庭の方から聞こえた音に、茜はびくりと肩かたを揺らがせた。

「──だれ？」

　沓くつが地面を踏ふみしめるそれに、警けい戒かいが滲にじむ。が──

「音もたてず想いの炎ほのおに身を焦がす蛍の方が、鳴く虫たちよりも情深く、あわれ深い──源みなもとの重しげ之ゆきどのの歌だな」

「蔵人の少将さま！」

　闇のむこうから届いた声に、茜の顔つきがぱっと明るくなる。

　静かな足音とともに人ひと影かげが浮かびあがる。冷たくも整った容よう貌ぼうをした宿直とのい姿の青年は、まぎれもなく蔵人の少将・源雅雪だった。

「こんばんは、宿直ですか？」

　昼とは違う装束をまとう雅雪に問えば、ああ、と肯こう定ていが返る。

「いつもありがとうございます」

「礼を言われることじゃない」

　これが仕事だ、とそっけなく続けられた言に、茜の表情が一いつ瞬しゆん曇くもる。しかし、彼女はすぐその顔に笑えみを浮かべた。

「それでも、です。こうして気き遣づかっていただけて、ありがたいことには変わりありませんから」

　──仕事か……そうだよね。

　胸のうちによぎった不服とも痛みともつかない、あえて言うなら面おも白しろくないような気持ちを笑顔の下に押し隠かくす。

「麗景殿さまの様子はいかがか」

「おかげさまで心安くおすごしです」

　仕事の言葉どおり、照子のことを尋たずねられ、当たり障さわりのない答えを返す。茜の複雑な胸中を知ってか知らずか、雅雪は「そうか」と頷うなずくと、わずかに視線を泳がせた。

　彼にしては珍めずらしく悩なやむような素そ振ぶりに、茜は首を傾かしげた。

「少将さま？」

「──なにか、変わったことは？」

「変わったこと？　女御さまに、ですか？」

　こちらに目を戻したかと思うと探さぐるように問われ、戸惑う。

　──なにか？　この方が気にかけるようなこと……あ、そういえば。

　麗景殿で起こった出来事を反はん芻すうしていた茜は、雅雪を見下ろす顔にじわりと熱が集まってくるのを感じた。つい先日、照子に蔵人くろうどの少将について尋ねられたことを思いだしたのだ。

　だからといって、本人を前にしてあんなことが言えるわけがない。

「──おい」

　今が暗くてよかった、と頰ほおの熱を持て余しているところへ、怪け訝げんそうに呼びかけられて、茜は慌あわてて首を横に振ふった。

「あ、いえ！　思いあたることは、特に」

　雅雪はしばらく訝いぶかしげにこちらを見ていたが、やがて「そうか」と再び呟くと、短く息をついた。

　そこに憂うれうような色を見て、気がつくと茜は「あの！」と声をあげていた。

「なにか、ありましたか？」

「いや──こちらの話だ」

　なにもないならそれでいい、ととり澄すました顔つきに戻もどった雅雪に、

「……そう、ですか」

　やむなくひきさがりながら、茜は眉び宇うをよせた。

　さきほどの仕事の一言といい、今のやりとりといい、なんとなく胸の中がもやもやする。

　いや、頭ではわかっているのだ。彼が『麗景殿女御』のことを気にかけるのはあたりまえのことだと。だが──

　──ちょっとはわたしのことも気にかけてくれてたのかな、とか思ってたんだけどな……。

　見かけるたびに声をかけてくれたから、勝手に距きよ離りが近づいたような気がしていた。

　けれど、本来ならこんな風に気軽に言葉を交かわせるような関係ではないのだ。女によう御ご付きの一女によう房ぼうでしかない自分と、帝みかどの覚えもめでたい今をときめく『銀しろがねの少将』は。

　それを改めて突つきつけられたような気がして口から溜ため息いきが零こぼれそうになった時、ふわり、と視界をよぎった光に、茜はひかれるように目をやった。

　──……桐壺女御さまも、こういう想いを抱かかえていらしたのかな。

　物言わぬ蛍に重なった『もう一人の自分』へ思いを馳はせる。

　そこへ、ふっと吐と息いきがおちる音が届いた。

「あ……、えっ」

　うっかり物思いにふけっていたことに気づき、慌てて雅雪へ顔を戻そうとしたところで、ふいに強い力に手をひかれた。急なことに、たたらを踏むようにして簀子に膝ひざをつく。

「ぃ、た……いきなり、なにを」

「莫迦ばかが」

　手をひっぱった犯人──雅雪に文句を言おうとして、遮さえぎられる。

　どこかいらだちが滲んだ声に面おもてをあげた茜は、すぐそこにあった雅雪の顔に思わず顎あごをひいた。座りこんだことで庭に立つ彼と高さの差がなくなり、間近にのぞきこまれる形になっていたのだ。

　二人の間には膝ひざ丈たけほどの高こう欄らんがあるとはいえ、近すぎる距離に、どきりとする。

　そんな茜に、雅雪の形のいい眉まゆがわずかによる。摑つかまれた手に力がこもった。

「……もっと頼たよればいいものを」

「え……？」

　なんのことかと、目を瞬かせる。

「なにをうだうだと考えてるのかは知らんが、おまえのことだ。あれを見て思いだしていたんじゃないのか──桐壺女御さまのことを」

「──っ」

　ゆらゆらと惑まどうように闇に舞う蛍ほたる火びへ視線をやった雅雪に、茜は息を吞のんだ。

「どうして、それを……」

「おまえが詠うたっていたんだろう。──『音もせで　思ひに燃ゆる　蛍こそ』」

　口ずさまれた上の句に、そういえばと思いだす。と同時に、得心した。

　──そうか……蔵人の少将さまもあの蛍を見て、桐壺女御さまのことが浮うかんだんだ。

　同じものを見ている。

　近くにいながら彼の存在を遠く感じていただけに、そのことを嬉うれしく思う心がある。反面、自分たちが追いこんでしまった、あの悲しい人のことを考えると胸がつまった。

　息苦しさに覚えず顔を歪ゆがませた茜に、雅雪が再び息をついた。手を握にぎるのとは反対の手が、すっと伸のびてくる。

「だから、我が慢まんしなくていいと言ってるんだ」

　こわばる表情を解かすように、しなやかな指がゆるりと茜の頰をなでる。

「が、まんって……」

「桐壺女御さまのことは、麗景殿さまの……おまえたちのせいじゃない。しいて言えば──」

　主上おかみのせいだ、と声にこそださなかったが、『気に病やむ必要はない』と触ふれる指先から伝わってくる。

「蔵人の少将さま……」

　どこか様子のおかしい茜を気遣う温ぬくもりに、じわりと胸があたたかくなる。

　それでも拭ぬぐいきれないわだかまりが、気がつくと口から滑すべりおちていた。

「……これも、仕事？」

「そうだ──と言ったら、おまえは素す直なおに頼るのか」

　どうせまた胸の奥に溜ためこんでいるんだろう、と瞳ひとみをのぞきこまれた瞬しゆん間かん、あふれでたものの代わりに、すとんと胸におちてきたものがあった。

　──そっか、頼ればいいって……。

　雅雪は、これが仕事だ、と言った。だから気にせず頼れ──そういうことだったのだ。

「……ほんと、わかりにくい」

　はじめから一人で悩まなくてもいいと言ってくれたらいいのに、と思うと、笑いが零れた。彼の優やさしさはいつでも遠回りで、わかりにくい。

　理解してしまえば、さきほどまでの寂さびしさはなんだったのかと、なおさら笑うしかない。

　急に笑いだした茜に、雅雪が不ふ審しんそうに眉をよせた。

「なんだ？」

「いえ、なんでもありません」

　けれど、それが彼らしいと思うから、茜は誤ご魔ま化かしつつ目を閉じた。

　──はじめは、あんなに嫌いやな人だと思ってたのに。

　いつのまにか、彼の傍そばはこんなにも心許せる場所になっていた。この人になら、弱さを見せても大だい丈じよう夫ぶだと──。

　──かみなりのことで、恥はじも外聞もなくとり乱したことがあるからかな？

　雅雪の温もり優しさの心ここ地ちよさに、添そえられた手へ頰をよせる。と、触れた指がぴくりとかすかに跳はねた。

「……無条件に信しん頼らいをよせられるのも、善し悪あしだな」

　ついでおちた呟つぶやきは、吐息にまぎれてよく聞きとれなかった。

　しかし、さすがにこれは甘えすぎたか、とそろりと身をひこうとした時、

「茜」

　低く呼ぶ声が、唇くちびるをかすめた。

　え、と見開いた双そう眸ぼうを、黒々とした瞳がまっすぐに射い貫ぬく。

「前にも言ったが、ここで無事でいたいなら隙すきを見せるのはよすことだ。特に──」

　鼻先が触れるほどの距離で囁ささやいた雅雪が、言葉を切る。

　吞まれたように動けないでいる茜のうなじへと、頰に触れていた手が回った。ついで、ぐっとひきよせられる。

「！」

「ほかの男の前では、な」

　前のめりになった茜の頭を抱だきこむようにして、耳元へ吹ふきこまれる。耳じ朶だに触れた熱に、痺しびれるような震ふるえが走った。

「──ゃッ」

　反射的に耳をかばうようにして、がばりと上体を起こす。その動きに抗あらがわず、回されていた手がするりと解ほどけた。

「～～～な、にを…っ」

　かあっと顔が熱くなる。触れられたところから熱が広がるように、耳がじんじんと疼うずく。

　そんな茜に雅雪はふっと笑えみを閃ひらめかすと、背を返した。
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「またな」

　それ以上なにを言うでもなく、もときた方向へ歩きだす。

　遠ざかる足音とともに、雅雪のうしろ姿が闇やみに滲にじむ。

　残されたのは顔を真っ赤にして簀すの子こ縁えんにへたりこむ茜と、ゆらゆらと瞬またたきながら漂ただよう一いつ匹ぴきの蛍ほたるだった。
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「茜！」

　呼ばれた名に、茜ははたと足を止めた。

『周防』という女によう房ぼう名で呼ばれる内だい裏りにおいて、その名を口にする人はごく限られている。

　声のした方へとぱっと顔を巡めぐらせた茜は、こちらにむかってくる人ひと影かげに、あ……と目をしばたかせた。

　一いつ瞬しゆんよぎった面おも影かげを振ふり払はらうように頭を振り、近づいてきた人物へと笑みを浮かべた。

「右う兵ひよう衛えの佐すけさま」

「よお」

　わざわざむこうから声をかけてくれたのに、返ってきたのはそっけない一言。

　右兵衛佐──幼おさな馴な染じみである橘たちばなの保やす秋あきの様子に、茜はあいかわらずだと苦く笑しようを零こぼした。

「ひさしぶり。元気だった？」

「別に、変わりねえよ。……そういうおまえこそ、どうなんだよ。その、あれから」

「あれから？」

　微び妙みように顔をそらしつつも、横目でこちらをうかがう保秋に首を傾かしげる。

　だが、焦じれた彼が声をあげるより先に、最後に会った時のことを思いだした。

　例の騒そう動どうのあと、それを耳にした保秋が遠目にこちらの姿を認めるなり駆かけつけてくれたのだ。あれから顔をあわせる機会がなかったわけではないが、こうして言葉を交かわすのはその時以来だった。

「……うん、ありがと。麗景殿の方ももうおちついた」

「んなこた、わかってる。じゃなくて──」

　どこかいらだったように身体からだを揺ゆらした保秋が、語ご尾びを濁にごして言い淀よどむ。

「保秋？」

　どうしたのかと、思わず口にした名に、彼は小さく舌打ちして顔を背そむけた。

「なんでもねえ。それより……さがられたんだってな、桐壺女によう御ごさまは」

　その態度のどこが『なんでもない』のかつめよろうとした茜は、低く続けられた言葉に、さっと表情をこわばらせた。

　束つかの間、動きを止めたあと、ゆるゆると息を吐はきだす。

「……うん。ちょっと前に」

「院の御ご所しよへ移られたんだって？」

　重ねられた問いに、茜は頷うなずきを返した。

　麗景殿女御を狙ねらったあの事件のあとしばらく、聖子は見張りを置いた宮中の一室に幽ゆう閉へいされていた。

　しかし、ことがあきらかになった以上、帝みかどが言っていたようにお咎とがめなしとはいかない。監かん視しされ、身動きがとれないとはいえ、同じ場所にいるというだけで照子は怯おびえたし、内大臣たる父有あり明あきらも黙だまってはいなかった。

　とはいえ、仮にも女御が罪人となったというのは、いささかどころではなく外聞が悪い。

「病気の療りよう養ようのためとお聞きしたが……」

「表向きは、ね」

　だから、保秋が言うように『療養のため』と称しようして、宮中を去り、院の御所へと身み柄がらを移されたのだ。

　騒動の詳しよう細さいは一部の者しか知らないとはいえ、騒さわぎのあと突とつ然ぜんの桐壺女御の退出である。ふたつの出来事を結びつけて考えるのはそう難しいことではない。

　療養と言いつつ、もう彼女が宮中へ戻もどってくることはないだろうことは、すでに暗あん黙もくの了りよう解かいとされていた。

　これでも軽くすんだ方だ。

　理解はしていても口を突ついた溜ため息いきに、ふいに額へ衝しよう撃げきが走った。

「つっ……」

　痛みに額を押さえる。保秋に額を指で弾はじかれたのだ。

　なにをするのかと恨うらめしげに睨にらんだ茜に、呆あきれたようなまなざしが返った。

「辛しん気きくせえ顔すんなよな。おまえがおちこんでどうすんだ」

「保秋……」

　茜と照子の兄である時とき明あきらと親交のある保秋は、おおよその事情を聞き及およんでいるはずだ。その上での、彼なりの励はげましなのだろう。いささかやり方が乱暴ではあるが……。

「……そうだね。暗い顔してたって、いいことなんてないし」

　お祖母ばあさまも言っていたではないか。いつでも笑っていなさい、と。

　こんな時こそ笑顔笑顔、と口角を持ちあげるように頰ほおへと手をやった茜は、ぴたりと動きを止めた。

「そうだ……」

　懸けん案あんはそれだけではなかったのだ。

「おい、どうした？」

「ねえっ、主上おかみのこと、なにか聞いてない!?」

　考えこむような素そ振ぶりのあと、いきなりつめよってきた茜に、保秋が「おわっ」とのけぞる。

「は？　主上？」

「保秋だって殿てん上じよう人びとなんだし、主上のご様子とか耳にはいってきたりするでしょ？」

「おま…っ、『だって』とか、なにげなく失礼だろ」

「それは謝る──それで？」

　むっとした彼に、幼馴染みの気安さで言い募つのる。

　その勢いに気け圧おされたのか、保秋は「ったく」とぼやきながらも、記き憶おくを呼び起こすように目を伏ふせた。

「主上のご様子……？　特にこれって話は……あ」

「なに？」

　顔をあげた保秋に、ぐっと身をのりだす。

「さっきの件に関係するが、桐壺女御さまがご退出になった時は、やはり気落ちされたご様子だったらしい」

「……そっか」

　保秋の応こたえに、やっぱり、という思いとともに、高ぶっていた気持ちがすっと冷える。

「ありがとう」と肩かたをおとして身をひいた茜だったが、それですまないのは保秋の方だった。

「なんだよ？　どうかしたのか」

　帝みかどとの間になにかあったのかと表情を硬かたくした彼に、うん、とも、ううん、ともつかない返事をする。

「……最近ね、お召めしがないみたいなの」

「お召し!?……って、ああ、麗景殿女御さまか」

　ぎょっと目をむいた保秋だったが、すぐに合が点てんしたように息をつく。

「あちらの方さまは、ご寵ちよう愛あいをいただいてるって話だったが……」

　今さらながらに声を潜ひそめ、麗景殿の方を見やる。

　茜はかすかに顎あごをひいた。

「あの騒動の前までは、お召しもお渡わたりもいただいてたんだけど。あれ以来、ぱったり」

「女御さまを気き遣づかっておられるんだろ」

「最初は、そう思ってたんだけどね」

　自分だけでなく照子の周囲も、照子の心身への配はい慮りよからだろうと思っていた。現に、照子を気遣う文ふみが帝からは送られてきていた。

　しかし、麗景殿内がおちつきをとり戻した今になっても、いっこうに呼ばれる様子がない。

　父有明も、照子がなにか不興を買ったのではないかと気を揉もんでいる。

　──というか、わたしが疑われてるんだよね。

　容姿に教養、どれをとっても都一の美び姫きの名にふさわしい姉照子が唯ゆい一いつ苦手とするもの、それが歌だった。

　それを、似ているのは声だけ、姿形は似ても似つかない双ふた子ごの妹である茜が補っているのは、隠かくしとおさなければならない秘密だ。

『美人』の照子と『歌の上手』の茜──二人で一人の『今いま小こ町まち』。

　その『歌』の部分で、帝の不興を買うようなことをしでかしたのではないかと思われているのだ。

「……濡ぬれ衣ぎぬだ、とも言いきれないし」

　心当たりが、ないわけではない。

　騒動のどさくさで、女御と女によう房ぼうという関係である自分たちが、双子の姉妹だと帝にばれてしまったのだ。さらに、照子の歌はすべて茜の作だということにも気づかれてしまった。

　ただあの時は、面おも白しろがりはしても咎めだてはされなかった。現に、麗景殿側の人間の中では、秘密が帝に露ろ呈ていしてしまったことを知るのは茜だけだ。

　それとも、やはり騙だましていたことを憤いきどおっていたのだろうか。

　だとしても、近づくことさえままならない身の上では、たしかめる術すべもない。

　──……あの人と会えたら、聞くこともできるんだけど。

　浮うかんだ、半月近く前に会ったきりの面おも影かげに溜息が零こぼれそうになり、茜はいけない！　と頭かぶりを振ふった。

「──きっと、主上にもご事情があるんだよね」

　またもまといそうになっていた沈しずんだ空気を振り払はらうようにして笑え顔がおを作った茜へ、保秋は物言いたげな顔つきで手を伸のばしかけた。が、すぐにその手を握にぎりこむと、ふいっと視線をそらした。

「てか、話を聞くかぎり、お召しがなくなってまだひと月くらいじゃねえか。んな、気にするほどのことでもないだろ」

「そうだけど。後宮ここにおいては大問題なの」

　保秋の指し摘てきに、いささかむっとする。

　頻ひん繁ぱんだったものが唐とう突とつに止やめば、あれこれ言う者がでてくるのだ。

　実際、寵愛が薄うすれたのではないかと、ひっそりと噂うわさされるようになっていた。さらには気の早い人々の間で、帝は桐壺女によう御ごの代わりに別の妃きさきを迎むかえいれるつもりなのではないか、とまことしやかに囁ささやかれているらしい。

　そうした流言が耳にはいらないよう周囲が気を配っているが、照子はここのところ浮かない表情をしていることが多い。望んで入じゆ内だいしたわけではないとはいえ、やはり気にかかっているのだろう。

「そりゃ、このままってんなら問題だけどな。──まあ、またなにか聞いたら伝えにきてやるよ」

「うん……ありがとう」

　けれども、保秋がこちらの気を軽くするために言ってくれているのがわかるから、茜も礼を言うに止とどめた。わざわざ時間を割さいて会いにきてくれた幼おさな馴な染じみと、喧けん嘩かなどしたくない。

「じゃあな」とむけられた緋あけ色いろの背中へ、

「うん、またね」

　なにげなく返した言葉に、ふと耳の奥に低い声が甦よみがえる。遠ざかっていく保秋のうしろ姿に、別の姿が重なった。

　幼馴染みが去っていくのとは違ちがう寂さびしさが、つきりと胸の奥で疼うずく。

「──『また』って言ったくせに……」

　うそつき、と口の中で呟つぶやいて、くるりとむきを転じた直後だった。

「おや、一体だれとそんな約束を？」

　かかった愉ゆ快かいそうな声こわ音ねに、茜は驚おどろいて顔をあげる。

「頭とうの中ちゆう将じようさま……」

　見れば、頭中将藤ふじ原わらの朱あけ貞さだがゆったりとこちらへ歩いてくるところだった。

「おまけに橘の右う兵ひよう衛えの佐すけどのとも仲浅からぬ様子とは、女房どのもすみにおけないねえ」

「右兵衛佐さまとって、今のを……」

　聞かれていたのかと表情をこわばらせた茜に、朱貞はなんでもないことのように頷うなずく。

「周防どのを捜さがしていたら彼と話をしてるのが見えてね。割りこむのも無ぶ粋すいだから、待っていたのさ。──ああ、盗ぬすみ聞きなんて野や暮ぼな真ま似ねはしていないよ？」

「そう、ですか」

　安心するといい、とにこりと笑った朱貞に、どこまで信用できるかわからないものの、ほっと息をつく。彼に聞かれてまずい内容だったわけではないが、けして人聞きがいいものでもない。

　保秋とのことも、本気で言っているわけではないのだろう。面白がっているだけなのが、笑っている目を見たらわかる。

「右兵衛佐さまは、昔むかし馴な染じみのよしみで気にかけてくださってるだけですから。それより、わたしをお捜しとは──」

　とはいえ、万が一にも保秋に迷めい惑わくがかからないよう釘くぎを刺さしつつ、用向きを尋たずねようとして、茜ははたと周囲へ顔を巡めぐらせた。

「どうかしたのかい？」

　慌あわてた様子に、朱貞が首を傾かしげる。

「人が見ていないかと思って」

　言葉どおりひとしきりあたりを見回したあと、茜は胸をなでおろした。

「よかった……だれもいないみたい」

「……だれかが見ていたらまずいことが？」

　どこか抑おさえたような声が問う。

　しかし、茜は微び妙みような違いに気づくことなく、「あたりまえです」と深く頷いた。

「『今いま業なり平ひら』と名高い頭中将さまと二人でいるところを、ほかの女房に見られでもしたらどうなることか……。世の女性から恨うらまれたくはありませんので」

　それでなくとも、先の一件で今をときめく朱貞と雅雪との距きよ離りが近づいたことで、いらぬ嫉しつ妬とを買っているのだ。これ以上の揉め事の種はない方がいい。

　きっぱりと告げて朱貞を見やれば、彼は口元を袖そでで覆おおっていた。その肩が小刻みに震ふるえている。

「あ……」

　もしかして、今のは『会いたくなかった』と面とむかって告げたことになるのだろうか？

　だとしたら、さすがの彼も気分を害してもおかしくない。

「……あの、申しわけ」

　でてしまった言葉を今さらとり消すこともできず、ここは素す直なおに謝ろうと口を開く。が──

「──くく…っ」

　朱貞の口から漏もれた笑しよう声せいに、え？　と瞬またたく。

「わ、私と会って、頰ほおを赤らめるより先に周囲を気にする女性は、きみくらいのものだよ」

　抑えきれない笑いに声を震わせるさまに、ぽかんとする。

　──えっと……つまり、わたしが普ふ通つうじゃないってこと？

　頭の中で朱貞の言葉を反はん芻すうし、茜はうっすらと眉み間けんに皺しわを刻んだ。言いすぎたかと思っただけに、おかしいと笑われたことがなおさら癪しやくに障さわる。

　しかし、失礼はお互たがいさまだ。地位も立場も違う彼へ食ってかかるわけにもいかない。

「……さようですか」

「ああ、すまないね」

　堅い声であいづちを返した茜の変化に、さすがと言うべきか朱貞はすぐに気づいた。こほん、と笑いをおさめると、艶つやめく笑みを浮かべた。

「周防どのがどうこうというわけじゃないんだ。ただ、新しん鮮せんな反応だったからね、自分もまだまだだと思ったんだよ」

「はあ……」

　──なんだろう……余計莫迦ばかにされてる気がする。

　以前、主上おかみと言葉を交かわした折にも思ったが、やはり彼らのような華はなやかな人々とはそりがあわないらしい。

　ふうっと息をつくことで割りきると、茜は「それで」と話を戻もどした。

「わたくしを捜しておられたとのことですが、なにかご用でしたか？」

　さきほどより他た人にん行ぎよう儀ぎになった態度に、朱貞は笑みを微び苦く笑しように変えつつ、そうだった、と頷いた。

「東とう宮ぐうさまが周防どののことをお呼びでね」

「東宮さまが、ですか？」

　思いもしなかった意外な答えに、呆あつ気けにとられる。

　そんな茜に朱貞が再度顎あごをひいた。

「麗景殿を訪ねたら、使いにでていると言われてね。──あの一件以降、顔をだしていないんだって？」

「あ、はい……麗景殿の方がおちつかなかったものですから」

　もっと言うなら、照子が茜を目の届かない場所へやるのを嫌いやがったのだ。「また、危ない目にあったらどうするの」とのことだったが、彼女自身も不安だったのだろう。

「東宮さまがずいぶんと寂さみしがっておいででね。新しい曲が吹ふけるようになったから、ぜひ聴きいてほしいとの仰おおせなんだ。──このあとの予定は？」

「いえ、特には」

「なら、いこうか」

　促うながし、先に立って歩きだす。いいとも悪いとも言っていないのについてくることを疑わない背は、人を従わせることに慣れた者のそれだった。

　しかし、このあと予定がないのも本当だったし、なにより東宮に呼ばれているのに『いかない』という選せん択たく肢しはない。

　茜は朱貞のあとに続きながら、じっとその背を見つめた。束つかの間逡しゆん巡じゆんしたあと、「あの」と声をかける。

「そのために、わざわざ捜してくださったんですか？　頭中将さまが自ら」

　別の者を使いにやればよかったのではないか、と言外に尋ねれば、朱貞が「ん？」と肩かた越ごしに軽く見返った。

「かわいい女性と会う機会は逃にがさない主義でね」

　歩みは止めないまま、冗じよう談だんとも本気ともつかない返事をよこす。

　さすがは今業平、おっしゃることが違いますね──と思わず口からでそうになった言葉をすんでで吞のみこむ。

　薄うす茶ちや色いろをした髪かみに、ぱっちりした大きな目、加えてこれまた色素の薄うすい瞳ひとみを持つ茜を『かわいい』と称しようすのは、朱貞ぐらいだ。

　──まあ、世の美人を見慣れた頭中将さまにしてみたら、この髪も目も、目新しいのかもしれないし。

　反応に迷った末に「そうですか」と流した茜に、朱貞が笑ったのがわかった。

「信じてないなぁ」

　独り言じみた呟つぶやきなのをこれ幸いと無言を返す。

　信じるも信じないも、判断できるほど彼のことを知らないのだ。雅雪の上司としての彼はまだしも、個人的な部分はほとんど噂うわさをとおしてしか知らない。

「──ところで」

　そういえば二人だけで顔をあわせるのははじめてではないだろうか、と考えていると、前から声がかかった。

「あれから、なにか変わったことは？」

「変わったこと、ですか？」

　あの人にもそんなことを聞かれたな、と頭の片かた隅すみで考えつつ、質問の意図を量るように前をいく背中をうかがう。

　──あ……もしかして、それとなく姉さまの様子を確かく認にんするために、わざわざ使いの役を買ってでられたってこと？

　だったら、と茜は気づかれないよう喉のどを上下させた。

「おかげさまで、麗景殿もおちついて、あれ以来特に変わったことは起こっていません。ただ……女によう御ごさまは時折物思いに沈しずんでおられるようです。季節柄がらでしょうか」

　思いきって、元気がない旨むねを伝えてみる。そちらに心当たりがあるだろう、と遠回しに告げてみるが──。

「ああ、長雨の走りか、ここのところどんよりとした気候が続いているからね」

　近々ご機き嫌げんうかがいに参ります、って伝えてもらえる？

　そう言う朱貞の声の調子はごく自然で、なにかを隠かくしている感じはない。

　これが演技なのか、素すなのか、それこそ親しくない茜にはわからなかった。

　──雅みやびやかな雰ふん囲い気きにばっかり目がいくけど、権けん謀ぼう術数渦うず巻まく宮中でこの若さで頭とうの中ちゆう将じようなんだもの。摂せつ関かん家っていう後ろ盾だてもあってのことだろうけど、わたしごときに読める相手じゃないか。

　早々に彼から帝みかどの意向を探さぐろうとするのを諦あきらめた茜をよそに、朱貞が「そうだ」と言葉を続けた。

「ご機嫌うかがいで思いだした。──最近、雅雪とは会ってる？」

「えっ？」

　ふいにでた名に、心の臓が跳はねる。

　声をかけてきた折の問いかけはそのまま流れたから、内心ほっとしていたが、だれのことか気づかれていたのだろうか。

　再び疼うずいた寂さびしさと速まる鼓こ動どうを感じながら、茜は「いえ……」と緩ゆるく頭かぶりを振ふった。

「先の件の始末をされているころは、たびたび様子を見にきてくださったので顔をあわせる機会もありましたが、ことがおちついたあとはまったく」

　あの夜──ともに蛍ほたるを見たあの時が、雅雪に会った最後だった。

　思えば、あれは桐壺女御が院の御ご所しよへと移られた翌日で、その後ぱたりと訪おとずれが途と絶だえた。彼が麗景殿を訪れていたのは、言葉どおり『仕事』だったのだろう。

　──たしかに、麗景殿にくる理由はなくなったんだろうけど……ちょっとくらい顔を見せにきてくれたっていいのに。

　少々の恨うらみがましさをこめて、雅雪を思う。

　茜の方からは動けないのだ。会うとしたらあちらから出向いてもらうほかは、偶ぐう然ぜんに頼たよるくらいしか術すべがない。

　女性の詠よむ恋こいの歌には、会いにきてくれない男性を想おもい嘆なげくものも多いが、もしかしたらこういう気持ちなのだろうか。

「そうなのかい？　女性にそんな顔をさせるだなんて、男の風上にもおけないな」

　ちらりとこちらを見た朱貞の、まるで心を読んだかのような科白せりふに、え、と顔がこわばった。そんなに不満が表情にでていただろうか？　とすこし焦あせる。

「あれには言っておくよ」

「いえっ、あの、蔵人くろうどの少将さまもお忙いそがしいでしょうから。それに、わたしも人のことは言えませんので」

　でなければ、わざわざ朱貞がこうして呼びにくることもなかったはずだ。

　そう考えると、東宮には寂しい思いをさせてしまったと改めて実感する。

　これからはこまめに梨なし壺つぼへおうかがいしよう、と心に決める。

「それとこれとは話が別だろう」

　色好みとしての自負からか、納なつ得とくしていない風ふ情ぜいの朱貞を、「お気き遣づかいありがとうございます」となだめながら、茜は東宮の待つ梨壺へとむかった。







　朱貞に続いて廂ひさしの間に足を踏ふみいれた直後、

「周防！」

　ぱっと瞳を輝かがやかせた東宮が走りよってきた。さすがに飛びついてはこないものの、小さな身体からだいっぱいに嬉うれしさを表すさまに、もっと早くくればよかったと再度後こう悔かいが胸を刺さす。

「あんまり会いにきてくれないから、僕のことなんて忘れちゃったのかと思った」

「まさか！　そのようなことはありません。ただ、色々とあったものですから」

　申しわけございませんでした、と膝ひざを折った茜に、東宮が眉まゆ尻じりをさげた。

「ううん、僕の方こそわがままを言ってごめんね。でも、新しい曲が吹ふけるようになったから、どうしても周防に聞いてほしくて」

「わがままなど、滅めつ相そうもない。東とう宮ぐうさまのお召めしであれば喜んでまいります」

　早さつ速そく聞かせてほしいと促した茜に、東宮は元気よく頷うなずく。陰かげりのない笑え顔がおに、こちらまで自然と口元が綻ほころぶ。

「頭中将も聞いてくれる？」

「もちろん拝はい聴ちようさせていただきます」

「ようございましたね」と東宮の乳母めのとであるあこから笛を手て渡わたされた東宮は、機嫌よくそれを構えると覚えたてなのだろう調べを奏ではじめた。

　拙つたないながらも一いつ生しよう懸けん命めいな音色に耳を傾かたむけていた茜は、ギッ…と聞こえた床ゆかを踏む音に、簀すの子こ縁えんへと顔をむけた。

　今きん上じよう帝ていの異母弟──しかも生母は身分の低い更こう衣いだ──という不安定な立場の東宮をわざわざ訪ねてくる人物は多くない。以前、伺し候こうしていた際もそうだった。

　だとしたら、生母の高たか倉くらの御み息やす所どころだろうか、とわずかに身構える。高倉御息所・徳とく子こにはいい思い出がない。

　徐じよ々じよに足音が近づいてきて、巻きあげられた御み簾すのむこうからふいと姿を見せた人物に、茜は軽く目を瞠みはった。

　──この方……。

「おや」と相手も意外そうな表情をのぞかせながら、東宮から朱貞、そして茜へとさらりと視線を巡めぐらせた。

　一いつ瞬しゆん交わった目線に、茜は慌あわてて場を空けるようにさがると、頭をさげた。

「──これは、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやさま」

　予想していたわけでもないだろうに、驚おどろいた様子もなく朱貞が面おもてを伏ふせる気配がする。

　そう、今しも梨壺に姿を現したのは、先帝の異母弟であり今上帝の叔父おじである、兵部卿宮だった。

　──なんで、この人がこんなところに？

　芸事と色いろ恋こいを愛めでる風流人、と言えば聞こえがいいが、ようは遊び人の彼がなぜ、と顔つきがこわばる。

　兵部卿宮には、桜おう花かの宴うたげの折、照子の身代わりがばれそうになる危あやうい目にあわされたのだ。すんでで雅雪に助けられたものの、あの時の恐おそれは簡単に忘れられるものではない。

「珍めずらしいところで顔をあわせるものだね」

　むこうにとっても予想外だったらしい鉢はち合あわせに、しかし立ち去る気配もみせず、兵部卿宮が朱貞に声をかける。

「主上おかみが東宮さまを気にかけておられますから、ご不自由なことなどないか、時々こうしておうかがいしているのですよ。兵部卿宮さまもご機嫌うかがいでいらっしゃいますか」

「ああ。東宮は私にとってもかわいい甥おいだからね」

　頭上で交かわされる朱貞と兵部卿宮のやりとりにひやりとするものを感じて、茜は小さく身み震ぶるいした。

　表面上、穏おだやかに会話をしているのだが、

『どうして君がここにいるんだい』

『そちらこそ、なにをしにいらしたんです』

　という、棘とげを含ふくんだもうひとつの声が聞こえてくるような気がしたのだ。

　──……もしかして、あんまり仲がよくないのかな。

　うかがうようにそろりと顔をあげた瞬しゆん間かん、折悪あしくこちらを見た兵部卿宮と正面から目があう。しまった！　と再び伏せるより先に、兵部卿宮の双そう眸ぼうがじわりと細められた。

「きみは……たしか、麗景殿さまのところの」

　だれもなにも言わないうちから茜の正体に気づいた兵部卿宮に、密ひそかに舌を巻く。

　頻ひん繁ぱんに使いにでているため、悪目立ちする容姿もあいまって、春先よりも自分が麗景殿付きの女によう房ぼうだという認にん知ち度どはあがっている。が、初対面の時の朱貞といい、ほとんど会ったこともない女房を見知っているのは色好みにとってはあたりまえのことなのだろうか。

　内心、そんなことを考えつつ、茜は改めて頭をさげた。

「──はい。麗景殿女によう御ごさまにお仕えしております」

「彼女はゆえあって東宮さまのお気にいりなのです」

　麗景殿付きの女房がなぜこんなところに、という空気を察した朱貞が、すかさず言い添そえる。

「ほう……東宮に気にいられるとは、さぞや優ゆう秀しゆうな女房どのなのだろうね」

「いえ、そのようなことは……」

　嫌いやみともお世辞ともとれる兵部卿宮の評に、茜は身を小さくするしかない。

「なにを謙けん遜そんすることがあるものか。なあ、頭とうの中ちゆう将じよう」

「おっしゃるとおりかと」

「頭中将さま！」

　この人までなにを言いだすのだと、ぎょっと身体を起こした時、

「周防！──あれ？」

　笛を吹きおわり、ぱっと顔をあげた東宮が、兵部卿宮の姿に目を留めた。

「叔父おじ上うえ、いついらしてたんですか」

　あれだけ言葉を交わしていたのに、演奏に集中するあまりまったく気づいていなかったらしい。にもかかわらず、ほとんど驚く様子がないのは、兵部卿宮が口先だけでなく梨壺を訪れていることを物語っていた。

「さきほどですよ。上手になりましたね、東宮」

「本当!?　周防は？　どうだった？」

　嬉しそうに笑って、東宮がこちらへと駆かけよってくる。

　途と中ちゆうで邪じや魔まをされたため、あまりよく聞けなかったことを惜おしく思いつつ、茜もまた笑顔を返した。

「ええ、お上手でした。たくさん練習されたんですね」

「うん！　あ、そうだ」

　はたとなにか思いついたらしい東宮が、笛を握にぎるのとは反対の手で座る茜の手をとった。

「小こ丸まるも大きくなってきたんだよ！　こっち」

　今にも走りださんばかりの勢いで手をひかれる。

「あ、お待ちください…っ」

　何とも忙しい東宮に、茜は足がもつれそうになりつつ、なんとか立ちあがってあとに続く。そのうしろから、

「おやおや。東宮はよほどあの女房どのに夢中らしい」

「東宮さまもすみにおけませんね」

　この時ばかりは意見が一いつ致ちしたように、兵部卿宮と頭中将の笑い混じりの声が聞こえてくる。

　東宮の高こう揚ようした気分にひきずられるように、さきほどまで抱かかえていた鬱うつ屈くつもどこかへ、茜はひさしぶりに心からの笑みを浮うかべていた。
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　簀子縁の角を曲がったところで聞こえてきた騒さわぎに、雅雪は進めていた足を止めた。

　しばらく立ち止まっていたかと思うと、無言のままくるりと踵きびすを返す。

「あの……顔をだしていかれないんですか？」

「ここで邪魔するのは無ぶ粋すいだろう」

　軒のき先さきで警備にあたっていた武官から控ひかえめにかけられた声に、振ふり返ることなく言い置いて足早にきた道を戻もどっていく。

　東宮が茜を呼んでいたと又また聞ぎきで耳にして、足を運んでみたのだが……

「……いらぬ心配だったか」

　最近、麗景殿に出向いておらず、茜があれからどうしているか気になっていた。最後に会った晩には、桐壺女御へ思いを馳はせていたのか気落ちしている風だったから、なおさらだ。

　しかし、どうやら余計な世話だったらしい。

　中から聞こえていた明るい声に、自然と立ち去る歩みが速くなる。

　自分がいなくても、彼女は元気そうだった。

　喜ばしいはずのそれに、ざらりと胸を逆なでされたような心ここ地ちを覚える。

　おちこんでいるよりいいはずなのに──その笑え顔がおをもたらしたのが自分でないことが、こんなにも癪しやくに障さわる。

　知りたくもないのに知るはめになった己おのれの心に、雅雪は小さく舌打ちした。

「──あれほど、ほかの男の前で隙すきを見せるなと」

　いらだちまぎれに吐はき捨てる。

　それが八つ当たりだと百も承知の上で抑おさえられない感情の厄やつ介かいさに、雅雪はただきつく拳こぶしを握るしかなかった。
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　しとしとと雨が降りそぼつ午後の時、麗景殿では女房たちが思い思いにくつろいでいた。

　照子はというと、なにをしているのか、ここのところ御み簾すの奥にいることが多く、今も一人こもっている。

　そんな主あるじの邪魔をしないよう、おしゃべりや碁ごに興じたり、楽器を爪つま弾びいたりしてめいめいがすごす中、茜は廂ひさしの間に控えてぼんやりと外を見つめていた。

「……今日も、お召めしはなしかなぁ」

　保秋や朱貞と言葉を交わしてから三日ほどたつが、帝みかどからの音おと沙さ汰たはない。鬱うつ々うつとした天気もあいまって、麗景殿には女たちの溜ため息いきが日に日に降り積もっていくようだった。

「晴れてくれたら、すこしはすっきりするんだけど」

　いつからだろうか。暇ひまがあるとこうして端はし近ぢかに座って外を見る癖くせがついたのは。

　気配にも敏びん感かんになり、最近では来客があるといち早く気づくまでになっていた。

　だからだろう。茜がその視線に気づいたのは。

　──？　見られてる？

　室内をうかがうような気配を、御簾のむこうから感じた気がした。

　雨のせいで薄うす暗ぐらい外の様子をよく見ようと、手の甲こうでそっと御簾を押し開く。途と端たん、さっと人ひと影かげが視界の端をよぎった。

　茜はつと眉まゆをよせると、静かに立ちあがり、御簾の隙すき間まから簀すの子こ縁えんへと滑すべりでた。

「男の人みたいだったけど」

　後宮に仕える女房たちの鮮あざやかな衣い裳しようなら、外の暗さにまぎれるようなことはないはずだ。

　なぜか心が急せいて、茜は足早に人影が消えた方へとむかった。

「たしか、このあたり……ん？」

　足あし下もとで、かさり、と音がする。

　なんだろう、と視線をおとすと、床ゆかにおちていたと思おぼしき紙をうっかり踏ふみつけていた。

「あ……！」

　まわりばかり見ていて気がつかなかった。慌あわてて足をどけ、拾いあげる。おそらくはさきほどの人影がおとしていったのだろう。

「もう、いないよね」

　もう一度あたりを見回してみるが、やはりだれもいない。

　しかたなく、茜は手にした紙へと目をやった。踏みつけてしまったせいだろう、若じやつ干かん皺しわがよってしまっているが、丁てい寧ねいに折られたそれは文ふみのように見えた。

「うちの女によう房ぼうのだれかに渡わたそうとしてたのかな」

　もしそうなら、結果的に追い返すような形になって、悪いことをしてしまった。

　おとしたことに気づいたら、とりに戻ってくるだろうか？

　うーん……としばらく文を見つめていた茜は「ごめんなさい」と呟つぶやくと、恐おそる恐る文を開いた。戻ってくるかもしれないだれかを待つより、中をたしかめておとし主の手がかりを得た方が早いと思ったのだ。

「恋こい文ぶみだったら、ほんと申しわけないなぁ」

　ひとつ息をついて、紙面へと目をやる。次の時、その双そう眸ぼうが大きく見開かれた。

「え……この筆ひつ跡せき……」

　姉さま──？

　声にならない声で呟いて、茜は流りゆう麗れいな文字を凝ぎよう視しした。

　見れば見るほど間ま違ちがいない。見慣れた照子の手だ。

　もしかして、さきほどの人影は内大臣家の関係者だったのだろうか。だとしたら、照子の書いた文を持っているのも頷うなずける。

　しかし、書かれた内容がそれを否定していた。

「……『春はる霞がすみ　よそに惑まどひし　鶯うぐいすも　我れにまさりて　物思はめや』」

　詠よみあげる声が、かすれる。

「これって……恋こいの、歌？」

　くしゃり、と茜は無意識に手にした紙を強く握り締しめていた。

　上手かどうかと言われたら、正直首を横に振るしかない。季節からして的外れだし、これはどうみても万まん葉よう集しゆうに載のせられた歌を真ま似ねて作られたものだ。

『春山の　霧きりに惑へる　鶯も　我れにまさりて　物思はめやも』がそれだ。

　春山にかかった霧で行き先に迷う鶯も、わたし以上に物思いにふけっているのだろうか──と詠うたっているのだが、そこには「いや、わたしがあなたを思う以上に思い悩なやんでいることはないだろう」という意味が含ふくまれている。

　つまり、霧で迷子になってしまった鶯よりも、あなたを思う私の物思いの方がよほど深い、と恋を患わずらう苦しさを詠った作品だった。

　翻ひるがえって照子の歌を見てみると、上の句の表現が若干違ちがうだけ、下の句にいたっては万葉のころの言葉遣づかいを今風に直したのみだ。

『本歌取り』といって、先人が作った歌を元にして新しい歌を詠む手法はよく知られているが、これでは単なる模も倣ほうにしかならない。

「……これを、主上おかみに？」

　ありえない──自分で呟いて、即そく座ざに否定する。

　いくら帝に代作の件がばれてしまったとはいえ、知っているのは茜だけだ。照子が自らの手で歌を贈おくろうと思いたったとしても、周囲の者たちが許すとは思えなかった。帝の寵ちよう愛あいが薄うすれてしまったように見える今の状じよう況きようでは、些さ細さいな危険も冒おかしたくないに違いない。この出来ではなおさらだ。

「それに、『よそに惑ひし』って」

　なにより気にかかるのが、この部分だった。

「春霞に覆おおわれて別のところで迷っている鶯も、あなたへの想おもいに悩んでいるわたしほどではないだろう──ってことなんだろうけど、これじゃまるで……」

　照子が『帝以外のだれか』を想って、詠んだ歌のようだ──。

　浮かんだ可能性に、茜の背をぞくりと冷たいものが滑りおちた。

「まさか！　姉さまにかぎって、そんなこと……」

　とはいえ、これが照子の文であることはまぎれもない事実だ。だとしたら、一体『だれ』に宛あてたものなのか。

　さきほどの人影がおとしていったのだろうことを考えると、その『だれか』であった可能性が高い。

「…………」

　茜は喉のどを上下させると、改めて周囲に視線を走らせた。自分以外の気配がないことをたしかめ、丁寧にたたみ直した文を胸むな元もとへと滑りこませた。







　カタン……とかすかに届いた音に、茜ははっと耳をすませた。

　そっと几き帳ちようの隙間から音のした方へと暗くら闇やみの中目を凝こらせば、薄く開けられた妻戸から一人の女房が外へとでていくところだった。

　茜はこくりと息を吞のむと、足音を忍しのばせてあとを追った。物音をたてないよう細心の注意を払はらって妻戸を開き、外の様子をうかがう。

　ぎ…っと自分のたてる床の軋きしみにまで怯おびえるように、きょろきょろとまわりを見回しながら歩いていく女房の横顔が、遠く焚たかれた篝かがり火びの灯あかりにうっすらと浮うかびあがる。

　照子の乳ち姉きよう妹だいである小こ鶴づるだ。

　──やっぱり。

　確信を深めた茜は、彼女が角を曲がっていくのを待ってから、同じように外へと滑りでた。

　あの文を拾ってから、密ひそかに照子の動きに注意を払っていた。

　女によう御ごともあろう者が、外部の人間に直接文を手て渡わたすなどありえないし、だれにも気づかれずになどまず無理だ。ならば、必ず女房のだれかに文を届けてくれるよう託たくしているはずだった。

　照子の動向を張っていたら、きっとそれらしい動きがあるはず……そう思っていたところ、目に留まったのが小鶴だった。

　──姉さまがいる御み簾すからでてくる時、硬かたい顔つきだったし、やけに懐ふところのあたりを気にしてたから、もしかしてって思ったんだよね。

　だれに渡すにしろ、なまなかな相手には託せない。秘密を守りとおしてくれると、照子が絶対の信しん頼らいが置ける人物となると数はかぎられる。

　加えての小鶴の挙動に、これは……と踏んで今日一日目を離はなさないようにしていたのだ。

　その一方で、茜が感じ続けていたのは、寂さびしさだった。

「……自惚うぬぼれてたのかな」

　他所よそへの使いを頻ひん繁ぱんに任される分、自分の方が身軽に動けるし、人目をひくこともない。にもかかわらず、茜には一言の相談もなかった。

　それどころか、照子が歌を作っていたことさえ知らなかったのだ。

　頼たよられていると思っていた。だからこそ、秘密を持たれたことに思いのほか動どう揺ようしている自分がいた。

「秘密のひとつやふたつ、あったっておかしくないのにね」

　姉には自分がいないとだめなのだと、必要とされているのだと、思いたかったのかもしれない。

　茜はほろ苦い笑いを零こぼしたあと、いけない、と表情をひき締めた。

「今はそんなことより、どういうことかたしかめるのが先決でしょ」

　文の相手は、だれなのか。あれは本当に恋の歌なのか。

　照子にかぎって帝みかどを裏切るような真似をするとは思えないが……長くお召めしがない今だからこそ、気にかかるのも事実だった。

　見失わないよう、かつ気づかれないよう、茜は静かに小鶴のあとを追った。

　角からのぞきこむように彼女の行く手をうかがい、物もの陰かげのむこうへと消えたのをたしかめてこちらも続く。

　──……どこいくんだろう？

　今までの経験を踏ふまえて、脳のう裏りに後宮の配置を思い浮かべた時、

「──……しょうさま」

　小鶴が密やかに呼びかける声が届き、茜はぴたりと動きを止めた。

　きた……と息を潜ひそめ、一層慎しん重ちように彼らの方へと近づいていく。それにあわせるかのように、ざり…ざり…とかすかに地面を踏む音が聞こえてくる。

　じっと耳をそばだてながら、茜は物陰に身をよせるようにして足を止めた。

「女によう房ぼうどの」

「ッ！」

　低い呼びかけに、びくっと肩かたが跳はねる。

　──この声!?

　あがりそうになった声を、口元へ袖そでを押しあてることでこらえて、慌あわてて自分がきた方を見返った。──が、そこに人ひと影かげはない。

　──え？……でも、今、彼の──。

「蔵人くろうどの少将さま」

　浮かんだ考えを肯こう定ていするように聞こえてきた小鶴の声に、茜は大きく目を見開いた。

　どくり、と心臓が嫌いやな音をたてる。

　──ど、して、彼女が、その名を呼ぶの……？

　焦あせる気持ちを煽あおるように、とくとくと鼓こ動どうが速くなっていく。

　雅雪がこのむこうにいて、小鶴が彼に呼びかけるなど、それではまるで──。

「こちらを、御お方かたさまから預かってまいりました」

「……たしかに」

　茜の嫌な予感など無視して、小鶴と雅雪のやりとりが聞こえ、かさり、となにかが手渡される気配がする。

　──ま、さか……。

　唇くちびるが戦慄わななく。袖で押さえていなければ、声を抑おさえているのは難しかっただろう。

　──姉さまの文ふみの相手が……『だれか』が、蔵人の少将だったなんて……！

　懸けん命めいに息を殺しながら、ううん、とあがくように思考を巡めぐらせる。

　もしかしたら、彼も『だれか』の使いなのかもしれない。

　だがその思いも、次に聞こえてきた会話に打ち砕くだかれた。

「ご返事はいついただけますか」

　急せかすように問う小鶴に、しばしの沈ちん黙もくのあと、溜ため息いき混じりの声が応こたえた。

「──もう、おわりにしてはいただけませんか」

「なにをおっしゃるのですっ」

「このようなこと、いつまでも続けるわけにはまいりません。この間も──」

「女御さまのお気持ちはどうなるのです!?」

　つい、というように小鶴が声を荒あらげた。おまけに、さきほどは『御方さま』だったものが、『女御さま』になってしまっている。

　自分でもまずいと思ったのだろう。はっと息を吞む気配のあと、ことさらに低められた声こわ音ねが夜や陰いんを縫ぬって届いた。

「……御方さまのお心を、踏みにじるのですか？」

「しかし──」

　迷うような憂うれうような雅雪の声を聞きながら、茜はそろりと後あと退じさった。

　──戻もどらなきゃ……。

　最後まで聞き届けた方がいいのはわかっていたが、下手をしたらひき返してきた小鶴に気づかれてしまう。先に局つぼねに戻っている必要があった。

　それよりなにより、これ以上聞いていたくなかった。

　照子が、蔵人の少将へ想おもいをよせていることなど──。

　こわばった足を慎重に動かして背を返す。早足でその場を離れたい気持ちをぐっとこらえて、茜はくる時以上に神経を張りつめ、きた道を戻った。

　なんとか彼らに気づかれることなく局へと帰りついた途と端たん、足から力が抜ぬけた。くずおれるように座りこむ。

「蔵人の少将さまが、あの文の贈おくり相手……」

　ならば、あの時に見た人影も雅雪だったのだろう。照子の様子を遠目にうかがっていたのだろうか。

　頭の片かた隅すみに、もしかして……とちらついてはいたのだ。
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　梅に鶯うぐいす、と言われるほど、鶯と梅は縁えんが深い。行き先に迷った鶯を『自分』と重ねあわせるなら、春はる霞がすみに邪じや魔まされてたどりつけない先にあるのは、梅──すなわち『花の少将』ではないかと。

　以前、花の宴うたげで茜が雅雪をそう喩たとえ、それが白梅をさしていたことは、朱貞と当の本人によって麗景殿で取り沙ざ汰たされており、照子も承知のはずだからだ。

　しかし、いざ現実を突つきつけられると、予想以上の衝しよう撃げきだった。

「そういえば、どんな人かって気にかけてたことがあった」

　桐壺女御の件で、彼は足あし繁しげく麗景殿に通っていた。照子が雅雪の姿を見る機会も、人を介かいしてとはいえ交かわした言葉も、以前より多かったのは間ま違ちがいない。

　情じよう緒ちよ不安定な中、気き遣づかいを受ければ、そちらへと心が傾かたむいてもおかしくはない。

「……姉さまがここのところ浮うかない様子だったのって、このせいだったってこと？」

　主上おかみのことじゃなかったの？　と茜はくしゃりと顔を歪ゆがめた。

　いくらこの入じゆ内だいが照子の意思とは関係なかったとはいえ、彼女が帝を裏切るような真ま似ねをするとは……。

「なんで……どうしたら……」

　小さくうずくまるように膝ひざを抱かかえ、顔を伏ふせる。

　いろんなことが信じられなくて──信じたくなくて、胸が苦しい。

　照子に秘密を打ちあけてもらえなかった。そんな照子の様子に気づくことができなかった。

　帝の妃きさきである照子が道ならぬ恋こいをしている。その相手が、雅雪だった──。

「……っ」

　茜はこみあげるものをこらえるように、手に力をこめた。

　さきほどのやりとりから察するに、雅雪には道ならぬ道へ踏みこむ気はない。当然だ。帝に仕え、護まもる立場にある彼が、女御に手をだすような真似をするはずがない。

　──……でも、心の中では？

　もしかして彼も、照子に惹ひかれているのかもしれない。

　いや、心優やさしく、当代一の美び姫きと名高い照子に好意をよせられて、好きにならずにいられるだろうか？

　思った瞬しゆん間かん、茜の心がぎしりと軋きしんだ。

　雅雪は自分を偏へん見けんの目で見ない、数少ない中の一人だ。会えない日々が続けば寂さびしさを覚えるほどには、心許せる人物だった。

　その彼が照子を好きになってしまったら、どうなるのだろう？

　もう、『茜』には会いにきてくれないかもしれない──。

「──うそつき」

　まだ、すべてそうとは決まったわけではない。

　頭で理解していても、胸に迫せまる恐おそれとも悲しみともつかない感情に、蓋ふたをするように茜はきつく瞼まぶたを閉じた。
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　茜の重苦しい胸のうちとは裏腹に、その日、麗景殿には久々に華はなやいだ空気が満ちていた。

　数日ぶりにのぞいた青空も一因なのだろうが、主な理由はさきほど訪ねてきた人物にあった。

「雨に濡ぬれた草木というものもそれはそれで風ふ情ぜいがありますが、やはり咲さき誇ほこる花々の美しさには敵かないませんね」

　ここのところの鬱うつ々うつとした気分が吹ふき払はらわれるようです、と女によう房ぼうたちに愛あい想そを振ふりまくのは朱貞だ。

　先日の、ご機き嫌げんうかがいに、という宣言どおり、「珍めずらしいものが手にはいりましたので」と一人麗景殿を訪おとずれたのである。

　ひさしぶりの頭とうの中ちゆう将じようの登場に、普ふ段だんのおちつきはどこへやら、麗景殿の女房たちはすっかり舞まいあがっていた。あいかわらず、息をするように美び辞じ麗れい句くを並べたてる彼に、笑いさざめきあっている。

　そんな雰ふん囲い気きにつられてか、照子もくつろいだ様子をみせていた。

「？　どうかした？」

　朱貞たちを御み簾す越ごしに見つめる照子をうかがっていると、気づいた切れ長の双そう眸ぼうがこちらをむく。小首を傾かしげるその顔は、隠かくしごとがあることなどすこしも感じさせない。

　そもそも茜をここへとひっぱりこんだのも彼女の方だった。

『今業平と言われているくらいなんですもの。頭中将どのも歌が得意なのでしょう？』

　急に振られたら困るから一いつ緒しよにいてくれと頼たのまれたのだ。そのことに、どうやら必要とされなくなったわけではないらしい、と思わずほっとした自分がいた。

「……いえ」

　照子の問いかけに、なんでもないと首を横に振る。

　ここで『わたしになにか隠してない？』とはさすがに聞けない。

　なんでもないと首を振った茜に、そう？　と瞬またたいた照子が、なにか思いついたようにぱっと瞳ひとみを輝かがやかせた。

「そうだ。周防も食べない？」

　嬉き々きとして椀わんがさしだされる。見るからに冷たそうな削けずった氷が盛られたそれは、朱貞が麗景殿女によう御ごさまにと持ちこんだものだった。

　削り氷ひという、削った氷に甘あま葛づらと呼ばれる植物の汁しるを煮に詰つめたものをかけた、冷たく甘い食べ物だ。

　夏の今、氷を手にいれるのは難しい上、甘葛も滅めつ多たに口にすることができない甘味である。そんなものを献けん上じようしてくるあたり、さすがは摂関家の御おん曹ぞう司しだ。

「それは頭中将さまが女御さまにと持ってこられたものですから」

「わたくしがかまわないって言ってるんだもの」

　遠えん慮りよしたものの、ほら、と溶とけかけた氷をすくった匙さじをさしだしてくる。行ぎよう儀ぎが悪いが、今にも零こぼれてしまいそうなそれに、茜はしかたなく口をつけた。

　途と端たん、ひやりとした冷たさが口の中に広がる。あとを追うようにほのかな甘みが感じられ、無意識のうちに口元が綻ほころぶ。

　茜の様子に微笑ほほえんで、照子は御簾のむこうへと視線を戻もどした。

　──もしかして……わたしの様子がおかしいって気づいてる？

　小鶴のあとをつけたあの晩、まんじりともせず夜を明かした茜だったが、人前にでる時は普段どおりを心がけていた。

　おかしなふるまいをすれば周囲に怪あやしまれる。自分が照子と雅雪の秘密を知っていることはもちろん、二人の関係がほかのだれかにばれるのだけは避さけなければならない。

　だからこそ、人には言えない秘密を抱え、どうしたらいいのかと悩なやみながらも、いつもどおりすごしていた──はずだった。特に、照子の目のあるところでは。

　──でも、姉さまだし……。

　なにか気づいているのかもしれないし、ただ単になんとなく元気がなさそうだと感じただけ、ということもありえる。

　それでも、こういうところが敵わないなと思うのだ。

　本当なら、そんな姉の初めての恋を応おう援えんするべきなのかもしれない。

　しかし、照子が女御である以上許されないし、相手が雅雪だという点が抜ぬけない棘とげのようにひっかかり、到とう底てい協力などできそうもなかった。

　──味方にはなれそうもないってわかってるから、わたしにはなにも言ってくれなかったのかな。

　胸に疼うずいた痛みを零れそうになった溜ため息いきとともに奥へと押しやって、照子の視線を追うように目を外へむける。

「──？」

　茜は、あれ？　と首を傾げた。

　笑えみを浮うかべつつ、洒しや脱だつな物言いで女房たちを盛りあげている朱貞の様子が、どことなく変だった。

　正面、つまりは御簾を挟はさんで照子の方をむいているのだが、視線が若じやつ干かんずれているのだ。

　もともとあちらからはこちら側は見えないが、貴人が座るとしたら中央なのだから、そこに目線を据すえればいいだけの話だ。

　けれど、朱貞の目は御簾の中にいる照子以外のだれかの気配を探さぐっているようだった。

　──……ひょっとして、わたし？

　閃ひらめいたそれに、茜はすっと表情をひき締しめた。







　このあたりでお暇いとまを、と朱貞が席を立ったところで、茜は適当な言い訳をして彼のあとを追った。簀すの子こ縁えんの見える範はん囲いには、すでに朱貞の姿はない。

「もし、考えがあたってるなら、どこかで追いつけるはず」

　どこにもいなければ自分の勘かん違ちがいだったということだ。

　見当をつけ、茜は見み咎とがめられない程度の速さで清せい涼りよう殿でんへむかって歩きだす。そうして角へとさしかかった時、

「ああ、よかった」

　横合いから聞こえてきたそれに足を止めた。

「頭中将さま」

「麗景殿にお邪じや魔ました時、女房たちの中に周防どのの姿がなかったからね。しばらく居座ってみてもだれも戻ってくる気配がなかったから、おそらくは女御さまと一緒なんだろうとは思ったんだ。気づいてもらえてよかった」

「どうかされましたか？」

　女房たちと会話に興じながら、そこまで気を配っていたのかと驚おどろきつつ、用向きを尋たずねる。

　朱貞は茜についてくるよう目顔で示すと、先に立って歩きはじめた。

「主上おかみがお呼びでね」

「……は？」

　ひっそりと告げられた内容に、耳を疑う。意識せず間の抜けた声が零れた。

「……主上が？　わたしを？」

「そう。主上が、きみを」

　律りち儀ぎに返される朱貞のあいづちに、身体からだの奥からふつふつとこみあげてくるものがあった。

「──姉を、じゃなくてですか？」

　自分でも驚くくらい、低い声がでる。

　そこに滲にじむのは、怒いかりだった。

　──あれだけ姉さまを待たせて、挙句のはてに呼ぶのがわたしってどういうこと!?　そんなだから姉さまは…っ

「うん、まあ、怒おこるのはわかるんだけど」

　憤いきどおりにうち震ふるえていた茜は、聞こえてきたあいづちにはっと我に返った。気がつくと数歩先から朱貞がこちらを見つめていた。

　どうやら怒りのあまり、いつのまにか足が止まっていたらしい。

「とりあえず、一緒にきてもらえる？」

　なじるか話を聞くかはそこで決めたらいい。

　静かに言い置くと、朱貞は清涼殿へむかって再び歩きだす。茜は小刻みに震える手をぎゅっと握にぎると、足早にあとを追いかけた。

　その後、終始無言のまま、二人は清涼殿へと足を踏ふみいれた。

　朱貞が控ひかえていた女によう房ぼうに訪おとないを告げると、あらかじめ聞いていたのだろう、頷うなずいて奥へと消える。待つことしばし、ぱちん、と檜ひ扇おうぎの音が響ひびき、続いてするするといくつもの衣きぬ擦ずれが遠ざかっていくのが聞こえた。人ひと払ばらいがされたらしい。

「いこうか」

　完全にそれらの気配が消えたところで朱貞に促うながされ、茜は小さく喉のどを鳴らした。

　怒りに任せてここまできたが、やはり帝みかどが相手となると緊きん張ちようせずにはいられない。

　──それでも、一言言ってやるんだから。

　自分を奮いたたせると、睨にらみつけるようにして朱貞の背に続く。

「ただいま参りました」

「はいれ」

　朱貞がかけた声に、間かん髪はつをいれず応いらえが返る。

　彼が肩かた越ごしによこした一いち瞥べつに頷いて、しずしずと簀子縁を前へと進みでる。御ぎよ座ざの方へむき直ると膝ひざを折り、居住まいを正した。

　いくら腹がたっていても、勢い任せに踏みこむわけにはいかない。

「お呼びとうかがい、参上いたしました」

「それはいい。こちらへ」

　礼れい儀ぎにのっとり頭をさげたところで、面めん倒どうそうに遮さえぎられて近くへと呼ばれる。

　とはいえ、一女房の身の上では躊躇ためらわれ、茜はすがるように朱貞の方を見やった。

　すでに廂ひさしの間にあがっていた朱貞は、やれやれというような表情を浮かべて頷く。言うとおりに、ということなのだろう。

　茜は意を決すると中へと足を踏みいれた。朱貞のうしろに控える形で座り直す。

　ここへくるのは二度目とはいえ、慣れない。いや、何度きても慣れることなどないに違ちがいない。

　そんなことを痛感しつつ、茜は軽く面おもてを伏ふせて声がかかるのを待った。

　じっと視線が注がれるのを感じ、居い心ごこ地ちの悪さを覚えていると、

「──心を交かわすような相手でもできたか？」

　唐とう突とつに思いもかけない言葉が投げかけられる。

　まったく予期していなかったそれに、茜は虚きよを衝つかれた。

　──え？　なにを突とつ然ぜん、というか、心を交わす相手って……。

　わけがわからず反応できないで固まった彼女をよそに、帝は笑みを含ふくんだような声で続けた。

「以前は幼げな印象が強かったものだが……この短い間に、ずいぶんと色気がでてきたではないか」

「!?　いろ…っ」

　絶句した茜が、反射的に面をあげる。途と端たん、帝と朱貞、二対の目が自分に注がれていることに気づき、かぁっと顔に熱が集まってくるのがわかった。

　言われたことのない言葉に耳まで赤くして、声もないままにぱくぱくと口を動かす茜に、帝がくくっと喉を鳴らした。

「初心うぶなのはあいかわらずか」

　一体、だれが変えたのやら。

　独りごちるようにして双そう眸ぼうを眇すがめた帝に、なおさら血がのぼる。

「～～～っ」

　そんなことを言うために呼んだのか、と怒ど鳴なりつけるわけにもいかず、からかわれた恥はずかしさやら居たたまれなさやら悔くやしさが渦うずを巻く。

　どうしたらいいのか激しく狼ろう狽ばいする茜を救ったのは、朱貞だった。

「主上。彼女が魅み力りよく的なのは同感ですが、そんな話をするために呼んだのではないでしょうに」

　朱貞からだされた助け船──かどうかは微び妙みようなものの、矛ほこ先さきがそれたことにこれ幸いとあいづちをうつ。

　心当たりもないのに、これ以上詮せん索さくされておもちゃにされてはたまらない。

「あぁ、そうだったな。──茜」

　しかし、ひとつ息を吐はいた帝がおもむろに口にした自分の名に、今度は別の意味で固まることになった。

　その名を呼ばれるとは思ってもいなかったのだ。というより、覚えているとは思わなかったというのが正しい。

「麗景殿の様子はどうだ？」

　だが、こちらの驚きをよそに続けられた言葉に、茜の肩かたがぴくりと揺ゆれた。『麗景殿』の響きに、すっと熱が静まる。

「……おそれながら、それはどちらのことでございましょう」

『殿でん舎しや全体』のことを指しているのか、『麗景殿女によう御ご』のことを指しているのか、どっちだと問う。我ながら冷ややかな物言いになった自覚はあった。

　知りたいのなら自分ではなく照子を呼べばいいのだ、という思いが抑おさえきれなかったのだ。

　今までのやりとりで薄うすれかけていた怒りを再燃させた茜を、しかし帝は咎めるでもなく、ああ、と言われて気づいたように言を足した。

「女御──おまえの姉はどうしている」

「……つつがなくおすごしでいらっしゃいます」

「そうか」と帝が頷きかけたところで、茜は無礼を承知で「ただ」と強い語調で続けた。

「最近はどことなく浮うかないご様子。ここのところ、日が雲間に隠かくれてしまっているせいでございましょうか」

「────」

　帝と茜の間に沈ちん黙もくがおちる。

　それを破ったのは、なりゆきを見つめていた朱貞の含み笑いだった。

「ふふ……だそうですよ、主上」

「……朱貞」

　そっと主従の様子をうかがうと、楽しくてたまらないといった風ふ情ぜいの朱貞に対して、帝は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情だ。

「これくらいの皮肉ですむなら、かわいいものです。彼女はひどく腹をたてていましたからね」

　口元に笑えみを含んだままちらっとこちらを見た朱貞に、茜は慌あわてて視線をおとす。

　皮肉──間ま違ちがいなく、茜が口にしたのはそれだった。

　普ふ通つうに聞くなら茜は、雨天続きで気が滅め入いっているようだ、と言ったにすぎない。

　けれど、『日』が指すものが天あま照てらす大おお神みかみの子孫、すなわち『帝』だと気づけば意味が変わる。日が雲間に隠れる、つまりは、帝が姿をみせない、ということだ。

　茜は、帝からのお召めしがないせいで浮かない様子だ、と面とむかって告げたのである。

「私は女性を蔑ないがしろにする男の味方をするつもりはありませんので」

　朱貞はそれを承知の上で、茜を咎とがめるどころか平然とそううそぶいた。

　ますます渋じゆう面めんを作った帝が、「わかっている」と嘆たん息そくした。

「だから、こうして呼んだのだろう」

　読めない話に茜が戸と惑まどううちに、「茜」と再度名を呼ばれる。どこか促すような響きを感じてゆるゆると顔をあげると、帝とまっすぐに目があった。

「ここのところの不義理、麗景殿には悪いことをしていると思っている。あれにはなんの瑕か疵しもないことだ」

　むろん、おまえにもな。

　なにげなく言い添そえられたそれは、ばれてしまった茜と照子の秘密に対して思うところはないという意味だろう。

「……だったら、どうして」

　口走りかけ、茜ははっと口を噤つぐむ。

「出すぎた真ま似ねを……申しわけありません」

　さすがに今のはまずい、と思ったものの、気にするなというように手を振ふられた。

「いい。言いたくなるのも当然だ」

　ということは、理由を話してくれる気があるのだろうか、とじっと帝みかどの顔をうかがう。

「──顔に穴が空きそうだな」

　帝は無礼を怒おこるでもなく、むしろその熱意に苦く笑しようすると、すっと表情を改めた。

「麗景殿を召さなかったのは──聖子のことがあるからだ」

「桐壺女御さまの……？」

　ふいにあがった聖子の名に困こん惑わくする。

　──それは、騒そう動どうの後始末に忙いそがしかったとか、そういうこと？　でも、だったらもうおちついたんじゃ……。

「別に後始末がどうこうという話ではない」

　だが、茜の考えを見み抜ぬいたように、疑問を口にする前に否定される。

「だれが悪いわけでも、なんの問題があるわけでもない。しいて言うなら、ここの問題だ」

　帝が手にした扇おうぎで、とんとんと胸のあたりを叩たたいた。一いつ瞬しゆん、身体からだの具合でも悪いのかと思いかけ、それなら朱貞がこうもおちついているわけがないと思い直す。

　だとしたらどういうことだろう、と内心首を傾かしげる。と、横合いから呆あきれたような声があがった。

「回りくどいですねえ。すっぱりおっしゃればいいでしょうに」

「おいっ」

　遅ち々ちとして進まない会話に口を挟はさんだ朱貞は、慌てたような帝を無視してこちらへ顔をむけた。

「主上おかみはね、桐壺女御さまのことを悔くいておられるんだ」

「悔いてって……お気持ちに気づかなかったことをですか？」

「そう。姉とも親しんでおられたあの方の想おもいも、追いつめられていた心も、察することができなかった、とね」

　朱貞の言葉を聞きながら改めて帝を見つめると、どことなく渋しぶい顔つきだったが、否定する素そ振ぶりは見受けられない。

　こちらの視線に気づいた帝が、顔の半分を覆おおうように檜ひ扇おうぎを広げると、ふいと目を背そむけた。

「あんなことが起こったあとで、のうのうと違ちがう妃きさきを召せるか」

「それって……」

　聖子に対する罪悪感から、照子を召すのを控ひかえていた。──そういうことだろうか。

「意外とかわいいところがおありだと思わないかい？」

「朱貞」

　くすくすと忍しのび笑う従弟いとこを、帝がじろりと睨にらみ据すえる。

「だからといって、女性に憂うれい顔をさせていい理由にはなりませんよ。主上が一言説明されればすんだ話です」

　しかし、朱貞はあいもかわらずけろりとしていた。どうやら、この二人は自分が思っている以上に気安い仲らしい。

　──けど……そっか、そうだったんだ。

　あの事件の直後、自分に「妃にでもなるか」と言ってくるくらいだから、聖子のこともその程度にしか思っていないと誤解していた。

　けれど、聖子が宮中に勾こう留りゆうされている間はもとより、退出してからも照子を召すのを控えるくらいには、大切に思っていたということだろう。

　照子への寵ちよう愛あいが薄れたというわけではなかったのだ。

　──このことを姉さまに伝えれば、すこしは憂いも晴れ、て……。

　思いかけ、脳のう裏りをよぎった雅雪の面おも影かげに、茜の顔がこわばる。

　そうだった。帝にまつわる悩なやみは解決しても、より深刻な問題が残っていたのだ。

「…………、茜？」

　耳に届いた訝いぶかしげな呼びかけに、はっと我に返る。帝と朱貞が揃そろってこちらを見つめていた。いつのまにか考えこんでいて、話を聞き逃のがしていたらしい。

　まずい、と茜は慌てて頭をさげた。

「申しわけございません！　安心したらすこし気が抜ぬけてしまいました」

「いや……今回のことで内大臣の方の様子はどうかと思ってな」

　そんな茜の様子に帝は軽く眉まゆをあげたあと、さきほどの問いと思おぼしき内容を繰くり返した。

　帝とはいえ、力のある貴族は無視できない存在だ。今回のことが内大臣側にどう受け止められているのか気にかかるのも頷うなずけた。

「様子、ですか？　父……内大臣さまは、なにか主上の不興を買ってしまったのではないかと、気を揉もんでおられるようです。根も葉もない噂うわさもあるようですし……」

　答えながら、おかしな素振りをみせるわけにはいかないと己おのれを戒いましめる。照子と雅雪のことを帝に悟さとられるわけにはいかないのだ。

「あぁ、そういえばなにやら探さぐりをいれられたな。──麗景殿はどうだ」

「姉さま、ですか？」

　振られたそれに、声が上うわ擦ずりそうになるのをかろうじてこらえる。

「それはさきほど聞いただろう」

「あ、宮きゆう殿でんの方ですか。──やはり、こちらもおちつかない様子です。色々言ってこられる方も、みえますから……」

　苦心してなんとか言い繕つくろう。なにせ、当の照子自身が一番不ふ穏おんな動きをしているのだ。

「……登とう華か殿でんか」

　しかし、歯切れの悪い彼女になにを思ったのか、帝が眉び宇うに険を浮かべて嘆息した。

　茜は特には答えず、無言を返した。

　──あながち噓うそでもないし、ね。

　登華殿こと高倉御息所・徳子はさすがに騒動直後はおとなしかったものの、帝の寵愛が薄うすれたとみなすや、またしてもちょっかいをかけてくるようになっていた。そちらも早いところ退出してはどうか、などと面とむかって言ってくる始末だ。

「わかった。気に留めておこう」

　その一言に、まだしばらくはこの状態が続くらしいことを悟る。けれど、事情を知ってしまったからには、朱貞が言っていたようになじるわけにもいかない。

　代わりに頭をさげながら、一方で、茜は帝が照子から距きよ離りを置いている間になんとかしなくては……という焦しよう燥そうに駆かられていた。

　照子が不義を働いているかもしれないと知られたら、帝の足はますます遠ざかってしまうかもしれない。どころか、一大不ふ祥しよう事じとして宮中を追いだされてもおかしくなかった。

　そうなってはいくら照子に甘い父とはいえ、ただではすまないだろう。最悪、家名が傷つけられたと怒って尼あま寺でらにでも放ほうりこみかねない。

　──だけど、どうしたら……。

　茜は退席を許されて清涼殿を辞しながら、どうしたら密ひそかに、かつ穏おん便びんにすますことができるのかを思案した。

　照子にあの文ふみを見せて直接問い質ただそうか、と考えるものの、同じ麗景殿の人間であっても彼女に二心があるなど知られるわけにはいかない。とはいえ、よほどの事情がないかぎり、姉妹といえど二人きりで話す機会はないのが実情だった。

　いや、二人きりで話せたとして、照子が自分の言葉に耳を傾かたむけてくれるだろうか。相談もしてくれないくらいだ。煙けむたがられてしまう可能性もある。

　──ううん……そもそも、わたしは冷静に姉さまとその話ができるの？

　文の相手が雅雪だと動どう揺ようしている自分が、本当に照子のためを思っていると言えるのだろうか。私情がはいっていないか、と言われたら──。

「──で、きみはなにを隠かくしているんだい？」

「！」

　自らの中に浮うかびあがった疑念に知らず足を止めていた茜は、突とつ然ぜん背後から聞こえてきた声に弾はじかれたように振り返った。

「頭とうの、中ちゆう将じようさま……どうして」

　帝のもとに残ったのではなかったのかと驚おどろきを浮かべる間にも、朱貞はゆっくりと距離をつめてきた。

「迎むかえにいったんだ、送るのも当然だろう？──というのは、主上に対する建前で。さっき、どうにも様子がおかしかったからね。主上は違う方向へ勘かん違ちがいされたみたいだけど」

「……」

　本当に、ただの女好きに見えて、こういうところが油断のならない人だと思う。

「それで？」

　口元は笑っているが、目は探るような光を帯びている。しかも、なにかあると確信している以上、言い逃れは難しいだろう。

　もしかしたら、以前照子について探りをいれてきた時点で、彼はなんらかの情報を摑つかんでいたのかもしれない。

　いや、なにより──一人で抱かかえているには、この秘密荷は勝ちすぎた。

　それでも言葉にするには覚かく悟ごがいる。なかなか重い口が開かない茜を、ん？　と朱貞が穏おだやかに促うながすようにのぞきこんできた。

「あの……以前お会いした時に、なにか変わったことは、とお尋たずねになりましたよね？」

「あったんだね？」

　茜はこくりと頷いた。

「実はあの数日後……一通の文を、拾ったんです」

　一度口を開いてしまえば、あとは止まらなかった。

　文にだれの手で、どんなことが書かれていたのかを皮切りに、導いた推測から照子の乳ち姉きよう妹だいのあとをつけたこと、相手が雅雪だったこと、そこでどんなやりとりがされていたのかまで、一通りのことをとつとつとうちあけていく。

　茜がすべてを話しおわった時、朱貞は痛むようにこめかみを押さえていた。

「まったく……」

「……申しわけありません」

　珍めずらしく苦む様子の彼に身を竦すくめる。

　しかし、朱貞は「ああ、違ちがう違う」と手を振ふるとからりと笑った。

「周防どのを責めているわけではないよ。そんなこと、軽々しく口にできるものではないからね。ましてや主上おかみともなればなおさらだ」

　にしてもそんなことが……と顎あごをなでて考えこんだ朱貞を、茜は不安げに見つめた。

「あの……このことは、ほかの方には」

「うん？　もちろん告げたりはしないさ。主上のお耳にいれるようなことでもない」

　彼から帝みかどへ話が伝わったら、と心配だっただけに、茜はほっと胸をなでおろした。

「これからどうするのが一番いいのか……。直接問い質してみようかな、とも考えたんですけど」

「下手をすると、女によう御ごさまとの仲に亀き裂れつがはいることになりかねないけど、いいのかい？　最悪、きみが宮中を去ることになるかもしれない」

　気き遣づかわしげに聞いてくる朱貞に驚く。それはまさしく、さきほど考えていたことだった。

　こんな風に人の機き微びに聡さとい彼だから、当然自分が『あやかし姫ひめ』と呼ばれていることも、内大臣家でどんな扱あつかいを受けていたかも察しているのだろう。だからこそ、そんなことをして大だい丈じよう夫ぶなのかと心配してくれているのだ。

　この人がもてるのは姿形だけでなく、こういうところだろうと思いながら、茜は淡あわく微笑ほほえんだ。

「……むこうが後宮を辞すことになるよりは」

　そうだ。どのみち必要とされないのなら、自分がここにいる理由はなくなるのだ。ならば、怒いかりを買うことになったとしても、姉のことを思うなら問い質すべきなのかもしれない。

「周防どの……」

　一いつ瞬しゆん形の整った眉をよせた朱貞が、しばし黙もつ考こうしたあと「いや」と首を振った。

「話を聞くかぎり、今のところは文のやりとりのみで、二人に直接の面識はないんだろう。だったら、もうすこし様子をみよう。文をなくしたことには気づいているはずだから、むこうもしばらくは慎しん重ちように行動をするだろう」

　たしかにそうと決まったわけでもないのに下手に騒さわぎだてをすれば、かえって女御さまの名を傷つけかねない。

　よこされた提案に、ほかにこれといった案も浮かばず、躊躇ためらいがちに顎をひく。自分より男女のことに通じた朱貞が言うのなら、そうなのだろう。

　朱貞はなだめるようにぽんぽんと茜の肩かたを叩たたいた。

「雅雪の方には私から探さぐりをいれておく。この二人の間にあるのがなんであろうと、別の人間に知られるのは避さけなければならないからね。──だから、そんな憂うれい顔はよしてほしいな」

　腰こしをかがめるようにして再び顔をのぞきこまれ、茜は目をしばたかせた。

「……そんなに、暗い顔してますか？」

「そうだね。『秘密を持ってます』って書いてある」

「気をつけます」

「うん、女の子は笑え顔がおが一番だよ」

　にっこり笑った朱貞に、茜もつられるように微笑む。

　──笑顔、か……そういえば、この間保秋にも似たようなこと言われたっけ。それに──あの人にも。

『笑っていろ。その方が、おまえらしい』

　耳の奥に声が甦よみがえる。ここのところ色んなことが重なって、そんなこともすっかり忘れてしまっていた。

　よし、と軽く頰ほおを叩いて気分を新たにしていた茜は、顔をあげた朱貞があらぬ方を見つめ、ふっと口元を歪ゆがめたことには気づかなかった。

「ほら、さすがにそろそろ戻もどった方がいい。また、なにかあったら遠えん慮りよせず言ってくれればいいから」

　促され、そうだった、と今さらながらに焦あせる。黙だまってでてきたわけではないが、思いもかけず長い時間になってしまった。

「あの、ありがとうございましたっ、失礼します」

　そうして慌あわてて返されたその背を、離はなれた場所から一いつ対ついのまなざしがじっと見つめていた。
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　ふう、と茜は外へ滑すべりでたところで、息をついた。

「晴れてくれるのは嬉うれしいけど、こうも急に暑くなられるとね……」

　日も暮れたというのに、昼間の熱気を孕はらんだ空気は冷める気配もない。おまけにそよりとも風が吹ふかず、この時季特有のじっとりと湿しつ気けを含ふくんだ重たい夜気は、肌はだにまとわりついてくるようだ。

　抜ぬけだしてきた室内は室内で、高こう揚ようした気分が満ちみち、蒸むし暑さとあいまって息苦しいほどだった。

「まあ、鬱うつ々うつとしてるより全然ましだけど」

　思いだされた出来事に、ふっと笑みが零こぼれる。

　昨日のやりとりでさすがに思うところがあったのか、今日、照子に宛あててひさしぶりに帝から文ふみが届けられた──否いな、茜が帝から呼びだされ、届けさせられたのだ。




「これを、麗景殿女御さまに、ですか」

　茜は急に呼びつけられたかと思うと渡わたされた、漆うるしに美しい蒔まき絵えの施ほどこされた文ふ箱ばこの中身を見下ろした。

　無ぶ沙さ汰たを詫わびるのだろう文に、どこかからとりよせたのか赤い花が添そえられていた。野山の花には詳くわしいと自負していたが、見たことのない花に首を傾かしげる。

「これは──？」

「薔そう薇びだ」

「これが、古こ今きん和わ歌か集しゆうにも詠よまれてる……」

　茜は黒い漆に赤い花びらの対比も鮮あざやかなそれを見つめた。

　薔薇は唐から渡わたりの花だ。その華はなやかな女性的な美しさは古今和歌集の中でも、めだたないが詠まれている。

「やはりな」

　独り言めいた呟つぶやきを拾った帝が、満足げに頷うなずいた。

「それを知らぬでは、とりよせたかいがないのでな。おまえに託たくせば間ま違ちがいない」

　どうやら、万が一照子が歌を知らなかった時のことを考えて、自分が呼ばれたらしい。こういった贈おくり物に説明がつくのは無ぶ粋すいだが、それだけ彼女を気遣っているということなのだろう。

　託された信用に面おも映はゆさを感じて、茜はさりげなく話をそらした。

「野の茨いばらは見たことがありますが、薔薇ははじめて拝見しました。麗景殿女御さまにふさわしい美しさですね」

「おまえはその野茨だな」

　からかうようによこされた一言に、軽く眉まゆがよった。

「……それは、たくましいという意味でしょうか」

　野茨はこの国の野山に自生する、薔薇の一種だ。この赤い花と同じ種とは思えないような、白く小さな花が咲さく。

　帝がくつりと喉のどを鳴らした。

「それもあるが……見た目は可か憐れんだが、つられてうかつに手をだすと痛い目を見る」




「……」

　つい余計なことまで思いだして、茜は記き憶おくの中同様に眉を顰ひそめた。

　可憐など嫌いやみとしか思えない上、いつも刺とげ々とげしい態度をとっているような言い方をされる覚えはない。

　そんなやりとりがありつつ持ち帰った文と薔薇に、麗景殿の空気が色めきたったのは言うまでもない。

「女によう御ごさまのことをこの花のようだと称しよう賛さんされておいでなのですね、主上おかみは。まあ、なんて素す敵てきなんでしょう！」

　遠回しに贈り物の意図を説明すれば、女によう房ぼうのうちの一人が高く声をあげた。続いた女房達のはしゃぎぶりは、澱よどんでいた陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きはどこへいったのかと思うほどだった。寵ちよう愛あいが薄うすれたのでは、と気を揉もんでいただけに当の本人よりもまわりが盛りあがったほどだ。

「とはいえ、姉さまも嬉しそうだったし。──そのあとのことがちょっと気になったといえば気になったけど」

「すぐにお返事をさしあげましょう」という乳母めのとに、「そうね」と言いながらもどこか浮うかない顔つきだったのが、茜にはひっかかっていた。

「周防、お願いできる？」と言ってきた時には普ふ段だんどおり微笑んでいたが……あの束つかの間に見せた表情はなんだったのだろう。

　どこに照子の本当の気持ちがあるのか、ますますわからなくなってくる。

「……主上には自分で作ってみようとする素そ振ぶりはないしなぁ」

　とりあえずは、帝みかどの寵愛が薄れたわけではない、と照子が察しただけでもよしとするべきだろう。

　帝のことを厭いとっているわけではないのはあの反応からわかる。あの文が寂さびしさからの心の迷いなら、朱貞が言うように下手に触ふれない方がいい。だれかに知られていたとわかったら、逆に追いつめてしまうことになりかねない。

　このまま元の鞘さやにおさまるのなら、それが一番いいのだ。

「──一番、いいんだよね？」

　ちらりと今でてきた妻戸を見つめたあと、茜は自分の局つぼねの方へと足をむけた。

　重苦しいような夜気の中、殿舎にそって角を曲がった時、ふと自分以外の足音に気づいた。キシ、キシと忍しのびやかに清涼殿の側から近づいてくるそれに、もしかして帝からの使いだろうか、となにげなく振ふりむく。

「──！」

　直後、茜は硬こう直ちよくした。

　薄うす闇やみのむこう、浮かびあがった人ひと影かげの輪りん郭かくを見ただけで、顔も判然としないのにだれだかわかってしまった。

「……蔵人くろうどの、少将さま」

　瞬まばたきも忘れて凝ぎよう然ぜんと立ちつくす間にも、人影はまっすぐ茜のところへとむかってきた。

「ひさしいな」

　言葉どおり、ひさしぶりに耳にした声に、胸が震ふるえる。無意識のうちに彼の方へと足を踏ふみだしかけ──我に返った。

　慌ててあたりを見回す。

　幸いなことに、周囲に人目はなく、だれかが母も屋やからでてくる様子もなかった。

　──彼がこんなところにいるのを、だれかに見られたら……。

　さきほどとは違ちがった意味で、ぞっと震えが走る。

　今はまだ照子と雅雪のことは噂うわさになっていないが、火のないところにも煙けむりをたてるのが、宮中という場所でもある。用心するに越こしたことはない。

「──少将さま、こちらへ」

　表情をこわばらせて雅雪の腕うでをとると、茜は足早に歩きだす。

「おい……」

　雅雪が怪け訝げんそうに声をかけてくるが、場所を移すのが先だとばかりに彼を使用されていない殿舎へとひっぱっていった。

　やがて完全に人ひと気けのないところまできて、ようやく肩かたから力を抜いた茜は、はたと摑つかんだままの片かた袖そでに気づいた。

「っ、申しわけありません！」

　ぱっと手を離すと、飛び退すさるようにして雅雪との距きよ離りを空ける。

　急いでいたとはいえ、なにを自分は…っ、と狼ろう狽ばいしていた茜は、そんな彼女の仕草に雅雪が小さく眉をあげたことに気づかなかった。

　──勢いでここまでひっぱってきちゃったけど……どうして、あんなところにいたんだろ。

　もしかして、照子の様子を見にきたのだろうか──？

　浮かんだ考えに痛んだものを見ないふりして、茜は距離を置いたまま雅雪へとむき直った。

　もしそうなら、たとえそれが仕事だったとしても、今は会わせられない。せっかく、帝と照子の関係が改善にむかいそうなのだ。ここで余計な横やりをいれるわけにはいかなかった。

「──それで、どのようなご用件でしょうか」

　自然、顔だけでなく声まで硬かたいものになる。

　よそよそしい茜の態度に、今度こそ雅雪の眉が跳はねあがった。

「……用件がなければ、くるな、と？」

「そ、そういうわけではありませんが、もう遅おそい時分ですし」

　思った以上に不ふ機き嫌げんそうな声こわ音ねに、内心たじろぐ。そこまで自分の言動が気に障さわったのだろうかとうろたえていると、やにわに空気が動く気配がした。

　気づいたそれにはっと雅雪へと焦しよう点てんを戻もどせば、まっすぐこちらへ伸のびてくる手があった。

「──ッ」

　彼のまとう怒ど気きに押されるように足が退ひける。驚おどろきとあいまって、ほとんど反射的に逃にげをうった茜に、ぴたりと雅雪の動きが止まった。

　──あ……。

　とっさのこととはいえ、避さけてしまったことに気まずさを覚える。

　今のは違うのだ、と焦あせって口を開こうとした茜の目前に、くすり、と乾かわいた響ひびきを帯びた笑いがおちた。

「なるほど。くるのが俺では不満というわけか、周防どの」

「！」

　ひゅっと喉が嫌な音をたてた。

　ひたとこちらを見下ろす瞳ひとみは、暗さの中でもわかるくらい冷たい光を帯びていた。あたかも、春のころに時が戻ってしまったかのようなまなざしに、ぞくりとする。

　──それに、名前……。

　最後に会った時までは『茜』と呼んでくれていたはずなのに、今、彼は『周防』と呼んだ。

　そのことに、つきりと胸が痛む。さきほどは見て見ぬふりをした痛みが、誤ご魔ま化かしようのない強さで疼うずいた。

　些さ細さいなことかもしれないが、まるで彼の心から閉めだされてしまったような、どうしようもない寂しさがあった。

　あの時まで自分がいた場所に、今はだれがいるのだろうか──たった一言から、そんならちもない考えまでが湧わいてくる。

「不満なんだろうな。なにせ、こんな場所までひっぱってくるくらいだ。よほど、一いつ緒しよにいるところを見られたくない相手がいるらしい」

　黙だまったままのこちらをどう思ったのか、冷ややかな声が続ける。

　有う無むを言わさず決めつけられ、茜はむっと眉まゆ根ねをよせた。

「これは、別にそういうことでは……」

「ならば、どういうことだ？」

「そ、れは……」

　麗景殿にいるのを見られたくなかったのだ、とは口にできず、言い淀よどむ。

　視線を泳がせる茜に、雅雪がこれみよがしに溜ため息いきを吐はきだした。

「──昨日も、人目を忍ぶようにして会っていたようだしな」

「昨日？」

「頭とうの中ちゆう将じようさまと会っていただろう」

　なんのことだと眉み間けんの皺しわを深め、あっと思いだす。

「あれ、見てたの!?」

「あの方は気づいていたようだがな」

　一いつ瞬しゆん、あのやりとりを聞かれたのかとひやりとする。

　しかし、雅雪の返事にすぐに胸をなでおろした。朱貞が気づいていて止めなかったということは、聞こえる範はん囲いにはいなかったということだ。

　そんな茜の様子に、雅雪が表情を一層冷たく凍こおらせた。

「知らぬ間に、あの方とずいぶん親密になったらしい」

「親密って……昨日のあれは、別に会おうと思ってああしてたわけじゃ……」

　知らぬ間に、と言うが今までこなかったのはほかならぬ自分ではないか。親密といえば、照子とあんな文ふみを交かわす自分たちの方がよっぽど親密ではないか。

　そう続けたい言葉を無む理り矢や理り吞のみこんで、茜は唇くちびるを嚙かんだ。

　──なんで、わたしがごちゃごちゃ言われなきゃならないの。もとはといえば、原因は全部そっちにあるんじゃない！

　こんな形でも本当は会えて嬉うれしかった。けれど、彼の冷たい双そう眸ぼうが、表情が、離はなれてしまった心を映しているようで、みるみる気持ちが萎しぼんでいく。

　おまけに理り不ふ尽じんに責められては、やりきれない。

　そのやりきれなさが徐じよ々じよに憤いきどおりへと変わっていくのを感じながら、

「──でも、そうですね」

　気がつくと、茜は睨にらむように雅雪を見つめていた。

「あの方は頼たよりになりますから──どなたかと違って」

「なに？」

「だからって、なにを言われる筋合いもないわ。わたしがなにをしようと、あなたには関係ないじゃない！」

「──関係ない、だと？」

　膨ふくれあがる思いのままに言い放った直後、低く唸うなるような声が返り、茜はびくりと肩を揺ゆらした。

　憤りに染まっていた胸のうちに、怯おびえが走る。それでも逃げてたまるかと、ぐっとお腹なかに力をこめた。

　雅雪は目を細めてそんな茜を見下ろしていたが、

「なるほど」

　おもむろに皮肉げに口元を歪ゆがめたかと思うと、すっと表情を消した。そのまま無言で踵きびすを返す。

「──ぁ」

　むけられた背中に、上うわ擦ずった声が零こぼれる。

　反射的に動きかけた指を、しかし茜はきゅっと握にぎりこんだ。

「……そつき」

　冷たく拒きよ絶ぜつするうしろ姿に、喉のど元もとへ熱いものがこみあげてくる。

「な、にが、『またな』よ……」

　腹立ちとも悲しみともつかない、最後に会った時からこちら、押しこめてきた積もり積もったさまざまな感情が、止めようもなくあふれだしていく。

「結局仕事じゃなきゃ、わたしのことなんてどうだっていいんでしょ!?　そもそも自分だって──」

　こそこそと姉と文を交わしているではないか──勢いあまって口走りかけ、茜ははっと唇を閉とざした。

　だめだ、とかろうじて残っていた理性が待ったをかける。

　これを言ってしまったら、自分と雅雪との問題ではすまなくなる。照子との、ひいては帝みかどとの関係にまで波は及きゆうしてしまう。

　けれど、今口を開いたら、きっと今度こそ止まらなくなる。

「──っ」

　行き場を失った情動に、もはやどうしようもなく、茜が雅雪とは反対方向へ駆かけだそうとした時だった。

「──ぃっ、た」

　突とつ然ぜん左ひだり腕うでをきつく摑つかまれ、痛みに顔を顰しかめる。

　見れば、いつのまにこちらにむき直ったのか、雅雪が眉間に険を刻んでこちらを見み据すえていた。のぞきこんでくる瞳の熱のなさに、ぞくりと震ふるえが走る。

　嫌きらわれてしまったかもしれない。──よぎった思いに、冷水を浴びせかけられたように感情が冷えた。

「放、して…っ」

　これ以上、彼のまなざしに晒さらされるのが怖こわくて、腕を振ふり払はらって逃にげようとする。

「『自分だって』？　俺がどうしたというんだ」

　けれど、拘こう束そくが緩ゆるむどころか、鋭するどく問いつめてくる雅雪にますます気が動転してしまう。

「や…っ」

　なんとか彼の手から逃のがれようともがいた時、

「──おい、その手を放せよ」

　抑おさえた、しかし鋭い声が夜気を震わせた。

　弾はじかれたように顔をあげた茜は、次の瞬しゆん間かん大きく目を見開いた。

「右う兵ひよう衛えの佐すけさま!?」

「橘の、か」

　茜と雅雪の声が被かぶる。

　雅雪のうしろから彼の肩かたを摑むようにして立っていたのは、保秋だった。

「聞こえなかったのか？」

　嫌いやがってるのが見えねえのかよ、ときつい目元を吊つりあげ雅雪を睨みつける。すでに敬意など払う気がないのはあきらかだった。

「──どうしてここが？」

　ふっと息を吐いた雅雪が、茜の腕から手を放しながら保秋へとむき直る。

「宿直とのいでもないあんたが後宮の方へむかうのが見えたから、追ってきただけだ。──前にもこいつに手て荒あらな真ま似ねをしてたからな」

　彼が言っているのは、桐壺女によう御ごの騒そう動どう後、帝に呼ばれて清涼殿へあがった時のことだろう。保秋と言葉を交わしていたところへ雅雪が割りこみ、有無を言わさず茜をひっぱっていったことがあった。

「右兵衛佐としては見過ごせない、というわけか」

「幼馴染みとして、こいつの心配をしてなにが悪い」

　横目に睨んで、保秋は雅雪の脇わきをすり抜ぬけた。

「いくぞ」

　ぐいっと茜の手を握ると、麗景殿の方へむかって歩きだす。

「あ……」

　ひかれた手に、一いつ瞬しゆん躊躇ためらった。

　このまま──なにかがすれ違ちがってしまったまま立ち去ってしまって、本当にいいのだろうか。

　しかし、さっきの今で冷静に雅雪の話を聞ける自信はなかった。

　茜はぐっと顎あごをひくと、保秋の手に従って足を動かし、逃げるようにして彼の横をとおり抜ける。横顔に刺ささるような視線を感じたが、顔をあげることはできなかった。

　互たがいに無言のまますれ違い、その場をあとにする。

　遠ざかっていく雅雪の気配に、ふつりと緊きん張ちようの糸が切れるのを感じた。胸にあふれる感情が再び迫せりあがってきて、じわじわと涙なみだが視界を滲にじませていく。

　それでも泣くまいと鼻を鳴らした茜に、急に保秋が立ち止まった。どうしたのかと顔をあげた直後、片側の視野が陰かげる。

「!?」

　思わず身をひこうとして、ぐいっと擦こするように目元を拭ぬぐわれる。その感かん触しよくに、保秋が親指で涙を拭ふいたのだと気づく。

「──泣くな」

　動どう揺ようを押し隠かくしたようなぶっきらぼうな一言に、しばし啞あ然ぜんとしたあと、茜はくすっと笑いを零こぼしていた。

　変わらない。

　幼いころ、自分が泣きだすと彼は慌あわてふためいて、こうして涙を拭ってくれたものだった。力加減がわからないのか、痛いほど擦られて余計泣かされたこともあったと、すこしひりひりする目元に思いだす。

　そんな茜の様子にほっとしたように肩から力を抜いた保秋が、ぽつりと呟つぶやいた。

「……悪かったな」

「え？」

「途と中ちゆうで見失って、捜さがしてたら遅おそくなった」

　もっと早く止めにはいれなかったことを謝っているのだと気づき、茜は頭かぶりを振った。

「そんなこと！……あの方とは、その、ちょっと考えにいき違いがあっただけだから」

　保秋が気に病やむようなことはないのだと、笑ってみせる。

　それでも微び妙みように視線のあわない幼おさな馴な染じみの袖そでを、茜は軽くひいた。

「心配してくれて、ありがとう」

「……幼馴染みだからな」

「お礼くらい、素す直なおにうけとってよ」

　いつもそうなんだから、と彼らしいと思いながらも苦く笑しようする。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶだから」

「──茜？」

　言いながらそっと握った袖を離はなせば、保秋が訝いぶかしげな顔になる。

　茜は笑え顔がおを返した。

「きっと、宿直のところを抜けだしてきてくれたんでしょ？　ここからは自分だけで帰れるから、保秋も戻もどって」
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　ありがとね、ともう一度礼を言って、保秋を追い越こすようにして歩きだす。──と、ぱしっ、とひき留めるように手首をとられた。

「保秋？」

「オレじゃ、だめか」

　どうかしたのかと首を巡めぐらせると、思いもよらぬ真しん剣けんなまなざしがこちらを見つめていた。

　茜はなにごとかと双そう眸ぼうを瞬またたかせた。

「どんなもん抱かかえてるかは知らねえけど、オレならなにがあったっておまえの味方だ。だったら──オレでいいだろ」

「保秋……」

　この幼馴染みは、気づいていたのだ。照子の妹だというほかに、人にはあかせない秘密を抱えていることに。気づいていながら、気にかけていながら、あえて問うことはせず、見守ってくれていたのだろう。

　どちらかといえば直情径行の彼だから、なにも気づいていないのだとばかり思っていた。

　いつもならそっけなく目をそらしてしまう保秋が、まっすぐに視線を注いでくる。

　それに茜はふわりと微笑ほほえんだ。

「ありがとう……そんな風に思ってくれてるなんて、知らなかった」

「！　じゃあ──」

「でも、今だって十分頼たよりにさせてもらってる。保秋がいてくれたから、宮中ここにくる決心がついたんだもの」

「……おい、茜」

　茜の笑顔にはっと見開かれた保秋の双眸が、言葉が続くにつれて曇くもっていき、ついにはがっくりしたように手首を摑つかむ手から力が抜ける。

　そんな幼馴染みの様子に、茜は慌てて言い添そえた。

「だから、保秋だからだめとかそういうことじゃなくて！」

　彼がほかに言いふらすなど思ってもいない。けれど、照子と雅雪のことはもちろん、歌の代作のこともうちあけることはできなかった。

　うちあければ、自分の心は軽くなっても、彼に余計な重荷を背負わせてしまうことになる。味方でいてくれるとわかっているからこそ、巻きこむことはできなかった。

「だけど、もし、保秋の力が必要なことがあったら……相談させてもらってもいい？」

　それは都合がよすぎるだろうかと眉まゆ尻じりをさげた茜に、しばしの沈ちん黙もくが返る。やがて、はーっという重い溜ため息いきとともに、

「……鈍にぶいにもほどがあるだろ」

　ぼそりと苦い呟きがおちた。

「保秋……？」

「……んなこと、聞くようなことかよ。あたりまえだろーが」

　不安げに名を呼ぶのに、ふいっとそっぽをむきながらも今度は聞こえる返事がある。

　そのいつもどおりの幼馴染みの姿に、茜は思わずというように破顔した。

「ありがとう！」

「いいからもういけよ。いくら内だい裏りの中だからって、日がおちてから一人でうろうろすんな。火遊びを好む連中だっているんだ」

「うん……じゃあ」

　追い払はらうように手を振ふる保秋に頷うなずくと、今度こそ麗景殿へとむかう。

　途中、曲がり角で目をやれば、見守ってくれているのだろう、変わらずそこに彼の姿があった。

　持つべきものは友、ならぬ幼馴染みだと保秋の心こころ遣づかいを嬉うれしく思いつつ、茜は今夜あった出来事を振り払うように麗景殿へと足を急がせた。
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「そういえば、結局あの人はどうしてあそこにいたんだろ……」

　用をすませて麗景殿に戻る道すがら、ふと甦よみがえった昨晩の出来事に茜は表情を曇らせた。朝の支し度たくの慌ただしさにまぎれていたが、一度思いだしてしまうと彼のことばかりが気にかかった。

「……ひさしぶりだったのに、な」

　ちくりと胸を後こう悔かいが刺さす。

　あのあとは気持ちがぐちゃぐちゃでなにも考えられなかったが、一夜明けた今振り返ると、雅雪の様子はどこかおかしかった。最初はそうでもなかったから、やはり自分が気に障さわるようなことをしてしまったのだろうか。

　もっと冷静に対処できていれば、と今さらながらに思う。照子の文ふみのことや、こちらを拒きよ絶ぜつするような冷ややかなまなざしに心を乱されて、売り言葉に買い言葉であんなことになってしまった。

　詫わびの文でも書こうか、とちらりと頭をよぎる。

「でも、もとはといえば、言いがかりをつけてきたのはむこうだし」

　悔くいとは別に、胸にわだかまるもやもやは晴れない。

　これでは詫びをだして、改めて会う機会をとりつけたところで、同じことを繰くり返すだけだ。いや、そもそも雅雪は応じてくれないかもしれない──よぎった考えに、すっと身体からだの芯しんが冷える。

　茜は小さく身を震ふるわせた。

「……こんな時、どうしたらいいのかわかんないや」

　もともと姉や保秋以外、人間関係などないに等しかっただけに、右往左往するしかない。

　ふう、と息をついた時、ふとうしろから聞こえてくる足音に気づく。思わず、ばっと振り返った茜は、しかしすぐに大きく肩かたをおとした。

　──違ちがった……。

　ちょうど雅雪のことを考えていたから、昨晩と似た状じよう況きようについ反応してしまったが、こちらへと歩いてくるのは別の公達きんだちだった。

　──いけない、ぼうっとしてないでどかなきゃ。

　このままでは行く手を塞ふさぐ形になってしまう。

　茜はさっと端はしへ身をよせ、膝ひざを折ると面おもてを伏ふせた。そのまま公達がいきすぎるのを待つ。

　だが、人ひと影かげは茜の前までくると、とおりすぎるどころか、ぴたりと足を止めた。

　──え？

　さきほどの態度はやはり無礼だっただろうか、と焦あせっていると、はらりと檜ひ扇おうぎを広げる音がする。

「──きみは、麗景殿さまのところの女によう房ぼうだったね。この間、東とう宮ぐうのところで顔をあわせた」

　身構えた茜の上に、雅みやびやかな声が降ってくる。

　その声に目の前の相手がだれだか悟さとる。ぱっと見た時は気づかなかったが、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやに間ま違ちがいなかった。

「麗景殿さまは息災かい」

「……はい、おかげさまで健すこやかにおすごしです」

「そう。近ごろは心ない流言も耳にするのでね」

「お気き遣づかいをいただきまして……」

　通り一いつ遍ぺんの答えを返しながら、こんな会話をするためにわざわざ足を止めたのだろうかと訝いぶかる。ほかの人物なら面めん倒どうは面倒でもなにも思わないのだろうが、宴うたげの時のことがあるだけについ警けい戒かいしてしまう。

　一体なにを考えているのだろう──と伏せた顔を顰しかめた茜へ、「そうそう、噂うわさといえば」とぱちりと扇を閉じる音がおちてくる。

「これはまだ、だれも知らないことだけれどね」

　兵部卿宮が声を潜ひそめ、なにげない素そ振ぶりで上体を屈かがめた。彼女の方へと身をよせると、低く囁ささやきをおとす。

「麗景殿さまの秘密を、知っているよ」

「ッ！」

　反射的に顔をあげそうになったのをぐっとこらえる。

　こちらの内心を見み透すかしたように含ふくみ笑いを残し、人影はゆったりした歩みで立ち去っていく。

「──ふたつなき、ものと思いしを……」

　意味深に口ずさまれたそれに、凍こおりついたように伏せたままの面の下で瞠どう目もくする。

　やがて、人の気配が完全に消え去ったあと、茜はのろのろと上体を起こした。その顔からは血の気がひき、青をとおりこして白くさえあった。

「今の、て……」

　あれはどういう意味なのだろうか。

　どうして、わたしにそれを……と怪あやしんだところで、茜ははっと彼が去った方へと顔を巡めぐらせた。

「秘密って、もしかして──!?」

　照子との関係が……歌を作っているのは実は自分だということが、ばれてしまったとでもいうのだろうか？

「だから、わたしに？……」

　まさか、と思う。けれど、帝みかどたちは気づいたのだ。絶対にないとは言いきれない。

「それに……ふたつなき、ものと思いしをって」

　紀きの貫つら之ゆきの有名な歌の冒ぼう頭とう部分だが、わざとすべて言わずここで区切ったのだとしたら──『ふたつはないと思っていたのに』だなんて、まるで自分たちが双ふた子ごであることを示し唆さしているようではないか。
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　ぶるり、とさきほどの比ではない震えが走る。

　──……なにが、目的なの？

　わざわざ人目を盗ぬすんで「秘密を知っている」などと言ってきたのは、なぜなのか。

　そもそも、彼が摑つかんでいる秘密とは、一体なんなのか。

　降って湧わいた新たな懸け念ねんに、茜はしばらくの間、その場を動けないでいた。
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　物もの陰かげに身を潜めながら、茜はあたりをうかがった。

　目的の人物はまだこない。

　さきほどから静まる様子がない心の臓の音を感じながら、気持ちをおちつかせるように深く息を吸いこんだ。

　彼がここをとおるのは、おそらく間違いない。あとはいかに自分がうまくやるか……。

　早くきてほしいような、このままこないでほしいような、感情の狭はざ間まで揺ゆれ動きながら、茜はひたすらにその時を待つしかなかった。




「兵部卿宮さまが、どんな方か？」

　例の意味深な囁きを受けたあと、図はかったように帝からの報しらせを携たずさえて麗景殿へとやってきた朱貞を、茜はこれ幸いと摑まえた。

　そうして、兵部卿宮の人となりを尋たずねてみたのだ。彼の目的がなんなのかわからなかったが、まずはどういう人物か知らなくてははじまらない。

　照子と雅雪のことも解決していない今、厄やつ介かいこの上なかったが、得体の知れない人物が握にぎっているかもしれない『秘密』を捨て置くこともできなかった。

「はい。たしか、先の帝──上皇さまの異母弟で、主上おかみの叔父おじ上うえでいらっしゃるんですよね。芸事に秀ひいでた雅な方だとうかがっていますが……」

「色いろ恋こいにも、が抜ぬけてないかい？」

　さすがに口にするのははばかられたそれを、朱貞が指し摘てきしてくる。沈ちん黙もくで肯こう定ていを返した茜に、彼は笑いながら「そうだなぁ」と宙を見つめた。

「風流人であられることは間違いない。歌に、楽、舞まい、どれもお見事だ。その代わり、政まつりごとにはほとんど関心を示されない。──こんなところかな。あいにく、私はあの方によく思われていないから、親しくはないんだ」

「そうなんですか？」

　──ああ、でも、そういえば東とう宮ぐうさまのところでも仲がよくないのかなって思ったっけ。

　政に興味がないのなら、摂関家の御おん曹ぞう司しだろうが出しゆつ世せ頭がしらだろうが、気にしなさそうなものだが、と首を傾かしげていると、朱貞が苦く笑しようした。

「恋こい敵がたきだと思われているんだ。なにせ、この男ぶりだからね」

「そう、なんですか……」

　自分が他人から、特に女性からどう見られているかよく理解している今業平の言に、若じやつ干かん身をひく。

「おや、ひどいな」

　そんな茜に朱貞は笑いを深めたあと、すっと表情をひき締しめた。

「なぜ、あの方のことを聞きたがるのか知らないけれど……気をつけた方がいい」

「気をつける？」

「私は恋こいは駆かけ引きも含めて楽しむ質たちだからね、その気のない女性をどうこうとは思わないけれど、あの方は違ちがう。むしろ、火遊びがお好きなんだ」

「──と、いうと」

　人間関係に疎うとい茜が、男心に詳くわしいはずがない。どういうことかと戸と惑まどう様子からそれを察したのだろう。朱貞はずばりと告げてきた。

「なびかない女性にはむしろ燃えるということさ。あとは、人のものとかね。なよやかな風ふう貌ぼうとは裏腹に、少々強ごう引いんにでもものにしてしまおうとなさる。多少のことは許されるお立場だから、なおさらだ」

　彼の口から語られた兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやの恋れん愛あい観に、茜は顔を顰めた。

　いくら見目がよくても、そんな男性に好感を抱いだけそうもない。

　とはいえ、どこか遠い話として聞いていると、「ほら」と朱貞が目ざとく気がつく。

「自分には関係ないと思ってる？」

「……実際、そのとおりですから」

　事実、懸け想そう文ぶみひとつもらったことはない。内だい裏りでも自分に言いよってくるのは、麗景殿女によう御ご目当ての者ばかりだ。

　──主上にもそんなようなこと言われたけど……あれは色事っていうより、珍ちん獣じゆう扱あつかいだったしね。

「──あいつはなにをやってるんだか」

　ぼそりと溜ため息いき混じりにおとされたそれに、「あいつ？」と瞬またたく。

　しかし、朱貞はなにごともなかったように受け流して、話を続けた。

「正直なところ、あの方は私が『今業平』などと呼ばれていることを、面おも白しろく思われていない。歌も男としての価値も、自分の方が優すぐれていると自負されておられるからね。そこへきて観かん桜おうの宴うたげの件で、どうも雅雪も目をつけられたらしい」

　あれに諫いさめられる場面があっただろう？　との言に、たしかに思いあたる節があった。

　酔よった兵部卿宮が麗景殿女御のいる御み簾すを捲まくりあげようとして、雅雪が止めた時のことだ。

「でも、あれは……」

　悪いのはむこうだ、とあからさまには口にできない思いに、「そうなんだけどね」と朱貞が頷うなずく。

「恥はじをかかされた、と思われてしまったみたいでね」

　困ったものだとその顔が物語る。

「だから、周防どのも気をつけた方がいい」

「わたしが、ですか？」

　ぐるりと回って戻もどってきた忠告に、虚きよを衝つかれる。

「きみが私や雅雪と関かかわりがあることは、知る者は知っていることだ。この間の梨壺でのこともある」




『兵部卿宮さまにいらない目をつけられることも、あるかもしれない』

　そう言っていた朱貞の真しん剣けんなまなざしが思いだされる。

　いらない目をつけられ、調べ回った挙句、なにかのきっかけで自分たちの秘密に気づいてしまったのだろうか？

「……だめだ。わからないや」

　あれこれ考えてみても、結局はすべて憶おく測そくにすぎない。

　そもそも『秘密』がどんなものか──いや、あの言葉自体がはったりかもしれないのだ。たしかめる術すべは、張本人に聞く以外はない。

　だから、朱貞に兵部卿宮の参さん内だいの予定を教えてもらい、人知れず接せつ触しよくできそうな頃ころ合あいを見計らったのだ。

『なにをしようとしてるのかはわからないけど、危ない真ま似ねをすればまた麗景殿さまが悲しまれるよ』

　朱貞は忠告をよこしたが、だからこそ自分がやるのだ。照子のために、自分はここにいるのだから──。

　──わたしが、護まもらなきゃ……。

　照子が自分に居場所を与あたえてくれた。あの天てん衣い無む縫ほうさに救われてきた。今度はそれを自分が護る番だ。

　ちらりとよぎった雅雪の面おも影かげと胸の痛みに蓋ふたをして、自らへ言い聞かせるように決意を新たにする。

「──おや」

　その時、聞こえてきた声に茜ははたと現実にたち返る。

　いつのまにか視線の先には、部下だろうか、数人の殿てん上じよう人びとと連れだって歩いてくる兵部卿宮の姿があった。

　──しまった…っ

　思考に沈しずんでいて気づくのが遅おくれたことも失敗なら、集団でいることも予想外だった。あの時は一人だったから、てっきりそうだと思いこんでいた。

「あ、の……」

　慌あわてて頭をさげたあと、どうするべきかと迷う。

　けれど、茜がなにをするまでもなく、『わかっている』とでもいうようにゆったりと首しゆ肯こうした兵部卿宮が、周囲に目顔で合図した。

　よくあることなのか、ほかの男たちは特に疑問をさし挟はさむこともなく、彼を残して先へといってしまう。

　ここにいたって、茜は兵部卿宮がこうなることを見み越こしていたのだと悟さとった。ああすれば、自分がなにもしなくてもこちらから接触してくるだろうと。

　茜は小さく喉のどを鳴らした。

　自分の行動が相手の手のうちだったとしたら、彼はすでにこの先を用意しているということだ。

「──兵部卿宮さま。失礼ながら、先日の件についてお尋ねしたきことが」

　意を決して口を開いた途と端たん、パチッと扇おうぎの音が響ひびいた。

「そうだね……一席設けていただきたい」

　続いた有う無むを言わさぬ要求に、茜は密ひそやかに眉まゆをよせた。

　──一席設ける？　この人のために宴でも開けってこと？

　言こと葉ば遣づかいからすると、麗景殿女御の主しゆ催さいで、ということだろう。

「むろん、ささやかなものでいいのだよ──あの方と私さえいれば」

「……それは、二人で、ということですか」

「さて──」

　声をこわばらせた茜に、兵部卿宮は扇で口元を押さえ、答えを濁にごした。ようは──そういうことだ。

「申しわけございませんが、それは」

　常識的に考えて、女御と帝みかどや身内以外の男性を二人で会わせるわけにはいかない。可能かどうかなど二の次だ。

　無理な要求だと言外に伝えると、「おや」と声が笑いを含ふくんだのがわかった。

「そう。いいのだよ、私は別に」

　独りごちるように「ふたつなき……」と続けざまに呟つぶやく。

　茜は無言で唇くちびるを嚙かみ締めた。

『そう。いいのだよ、私は別に。麗景殿さまの秘密がどうなっても』

　間ま違ちがいなく、今のはそういう意味に聞こえた。

　秘密を秘密のままにしておいてほしかったら吞のむしかない、ということだ。

　──せめて、その秘密がなんなのかだけでも、わかれば……。

　だが、兵部卿宮にこの場でそれを言うつもりがないのは嫌いやでも伝わってくる。

　秘密を握にぎっていることを匂におわせて面会をとりつけ、会えば会ったで秘密を盾たてにさらなる要求を突つきつけてくるつもりだろう。

　──ううん、二人きりで会ってたなんて外に漏もれたら、醜しゆう聞ぶんになることはわかりきってる。別の秘密を抱かかえることになるだけじゃない。

　一度受けいれてしまったら、抜ぬけだせない泥どろ沼ぬまにはまることになる。

　だったら捨て置けばいいと思うものの、歌の代作の件といい、照子と雅雪のことといい、思いあたる節がありすぎた。

　思考がぐるぐると同じところを行き来する。

　そんな茜を見下ろしていた兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやが、パチン、と再び扇を鳴らした。

　はっと意識がひき戻される。

「日取りが決まり次し第だい、使いをよこしてもらいたい。勤めがあるのでね、このあたりで失礼するよ」

「あ……」

　こちらの返事を待つこともなく、兵部卿宮が目の前をいきすぎていく。

　あとに残された茜は、その背をただ見送るしかなかった。

「……姉さまを、兵部卿宮と会わせる」

　会ってなにがしたいのかわからないが、到とう底ていできない相談だ。

　それに、時折照子が見せる浮うかない表情を思いだすにつけ、これ以上余計なことでわずらわせたくはなかった。

　だとしたら……。

「……」

　茜は硬かたい顔つきで兵部卿宮が去っていった方をむくと、今は見えなくなった背中を睨にらみ据すえるようにしながらきつく胸むな元もとを握りこんだ。
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　ゆら……とひとつきり灯ともされた灯明が、一ひと際きわ大きく揺ゆらぐ。

　すっと御み簾すが持ちあげられ、

「こちらです」

　密やかな声に促うながされるようにして、人ひと影かげが忍しのびやかな衣きぬ擦ずれとともに滑すべりこんできた。

　ぱさり、と御簾が閉とざされる寸前、「女によう御ごさまは」と男の声がかかる。

　灯明がぼんやりと照らしだす、御簾や几き帳ちようで仕切られた室内には、円座わろうだとその前に酒や肴さかなといったささやかな酒しゆ宴えんの用意があるだけでほかに人の気配がない。

「まもなくおいでになります。こちらでお待ちください」

　心ばかりですが酒しゆ肴こうを用意いたしましたので、と言い置いて、御簾の外の気配が遠ざかっていく。

　男はその気配を見送るとゆったりと円座に座し、一人杯さかずきを傾かたむけはじめた。

　やがて、奥まった御簾のむこうに人の気配がした。さわさわと衣をひきずる音がして、途と切ぎれる。

　男は匂いやかに微笑ほほえむと、かたん、と杯を盤ばんの上へと戻もどした。




　かたん、と静かな室内にやけに大きく響くのを感じながら、茜はこわばった表情を御簾越ごしに男──兵部卿宮へむけた。

　仄ほの暗ぐらさ中、ゆらゆらとした火ほ影かげに浮かびあがる彼の微笑みは、茜の目にはどことなく不気味に映る。

　なにを考えているのかわからない──得体が知れない。

　──こんな人、姉さまに会わせられない。

　やはりこうして正解だった、と気を張りつめながらも、心の片かた隅すみで安あん堵どする。

　今日ここにいることは、二人──茜と目の前にいる兵部卿宮以外はだれも知らない。当事者であるはずの麗景殿女御こと照子ですら、あずかり知らぬことだった。

　たとえ、照子に兵部卿宮の言葉を伝えたところで、本人はともかく周囲が首を縦に振ふるはずがない。しかし、条件を吞まないとなにを言いふらされるかわからない。

　だったら照子にはなにも言わないまま、自分が片をつけることにしたのである。

　そうして茜は、直じき廬ろと呼ばれる、父内大臣が宿直とのいや休息するための場所として内だい裏りに賜たまわった部屋へ兵部卿宮を呼びだした。まさか、照子のいる麗景殿へ呼びだすわけにはいかない。今晩、父や兄が宿直でないのは確かく認にん済みだ。

　二人で、と指定してきたのはむこうだったからか、兵部卿宮も特に怪あやしんだ様子もなく了りよう承しようした。

　ここまで兵部卿宮を案内してきたのも、当然茜だった。彼を手引きしたその足で部屋を回りこみ、さも麗景殿女御のような素そ振ぶりでこちら側にはいったのだ。

　用意から、照子の身代わりまで、すべて自作自演というわけだ。

　あとは自分がうまく彼から情報をひきだすだけだ、と汗あせの滲にじむ手で扇を握る。

　兵部卿宮に気づかれないよう、茜は大きく息を吐はき、呼吸を整えた。ぱらり──とわざと聞こえるよう音をたて、顔半分を覆おおうようにして扇を広げる。

　案の定、音を拾ったらしい兵部卿宮がぴくりと反応した。

「──酒肴には、満足いただけまして」

　扇で声を遮さえぎるようにしながら、いつもよりゆっくりと言葉を紡つむぐ。

　自分と照子の声は似ているが、さきほどまで彼は『周防』と会話をしていたのだ。照子じゃないと気づかれないだろうかと、内心ひやひやする。

「さて……たしかに、御酒みきはよいものをいただきましたが」

　しかし、『麗景殿女御』だと疑っていないらしい兵部卿宮の口から発せられたそれに、別の意味でひやりとする。

　御酒は、ということは、満足はしていないということだ。

「まあ、なにか足りないものでも？」

「……」

　あえて素知らぬふりで問えば、兵部卿宮は『わかっているだろう』と言わんばかりに笑えみを深めた。

　意味深な態度に、茜は見られていないのをいいことに思いきり眉まゆを顰ひそめた。

　──あくまでこっちで察しろってこと？

　駆かけ引きめいたやりとりに、焦しよう燥そうといらだちが募つのってくる。そんなことができるくらいなら、今ごろもっといろんなことがうまくいっている、と八つ当たり混じりに思う。

　こうしていても埒らちがあかない、と茜は意を固めると、直ちよく截せつ切りこむことにした。

「──なにやら、わたくしの秘密を知っておられるとか」

「……ええ」

「そう……おかしなことね」

　これには相手も意外だったのか、薄うす暗ぐらい中でも表情が動いたのがわかった。

　茜は声が震ふるえませんようにと願いながら、ごく自然な素振りで先を続けた。

「わたくしには心あたりがないの」

　なんのことかしら、と不思議そうに零こぼす。

　束つかの間、静せい寂じやくが降りた。

　くすり──。

　耳が痛くなるようなそれを割ったのは、ひとつの笑しよう声せいだった。

　知らず身をのりだすようにして兵部卿宮の様子を見ていた茜は、ひゅっと息を吞のんだ。彼の口元にはさきほどまでとは違ちがう、どこか嘲あざけるような笑いが浮かんでいる。

「これは、異なことをおっしゃる」

「え……？」

「ここにいらっしゃる以上、ご自分でわかっておいででしょう」

　本当に心あたりがないのなら無視したらすんだ話だ──そう言外に指し摘てきされ、茜の肩かたからふっと力が抜けた。

　──やっぱり、だめか……。

　うまくいけばなにを握っているのか聞きだせると思ったが、かわされてしまった。

　しかし次の時、

「──それとも」

　思いもかけず続けられた言葉に、茜は視線をあげた。

「私にそれだけの魅み力りよくがあるということでしょうか」

「……」

　一いつ瞬しゆん呆ほうけたあと、は？　と口を突つきかけた声を、慌あわてて押さえる。

　これは軽口かなにかなのだろうかと兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやをまじまじと御簾越しに見つめるが、形作られた笑みには男としての自負が垣かい間ま見みえた。

　──頭とうの中ちゆう将じようさまが言ってみえたのって、こういうこと？

　これならその場にいるだけで女性たちの視線を集める朱貞を、目の敵かたきにするのも無理はない。

　こんなに自分に自信があるなんてある意味うらやましい、と現実逃とう避ひ気味に考えていると、

「麗景殿さま？」

　兵部卿宮が怪け訝げんそうに声をかけてくる。そこに若じやつ干かんのいらだちが混じっているのは、反応がないことに矜きよう持じを刺し激げきされたせいだろうか。

「──それにお答えできるほど、存じているわけではないものですから」

　さすがに呆あつ気けにとられてました、と莫迦ばか正直には言えず、言葉に迷っている風を装う。が、それが間ま違ちがいだったと気づかされたのは、直後のことだった。

「ああ、それもそうでしたね。でしたら──」

　得心したように頷うなずいたあと、ゆらりと兵部卿宮の姿が揺ゆらいだ。どうしたのかと訝いぶかしむ間もなく、御み簾すのむこうの影かげが大きくなる。彼が立ちあがったのだ。

「兵部卿宮さま……？」

　不ふ穏おんな空気に、茜は身構えるように軽く身をひく。

「ぜひ、私のことを知っていただきたい。今こ宵よいこそ、このような御簾越しにではなく」

「──！」

　言うが早いかこちらへと足を踏ふみだした兵部卿宮に、声が喉のどに張りついた。ひと息に距きよ離りを縮めようとはせず、ゆらゆらと徐じよ々じよに迫せまってくる人ひと影かげに、かえって恐おそろしさが膨ふくれあがる。

　火影を遮るようにして浮うかびあがった輪りん郭かくが、すっと御簾の端はしへと伸のびた。

「ッ、兵部卿宮！」

　このままではまずい！　ととっさに制止するよう叫さけぶ。

「わたくしは主上おかみの妃きさきなのですよ」

　御簾へとかけられた手が止まる。

　時までも止まったような感覚の中、どくどくと耳元で鳴る鼓こ動どうの音だけがうるさいほどだった。

「──よろしいのですか？」

　艶つやを滲ませた声こわ音ねが、あたかも耳のすぐ傍そばで囁ささやくかのように聞こえる。

「知られては困るのでしょう？」

　ええ、困ったことになるでしょうねえ。

　こちらが答えないのを見み越こしたように、自分の問いに自らあいづちをうつ。

「私も麗景殿さまを困らせたいわけではありません。ただ一夜、泡沫うたかたの夢を見たいと願う、憐あわれな男の一人なのですよ」

　言葉どおり憐れを誘さそうような声が、ねっとりと耳の奥に張りつく。

　茜はぞわりと身体からだを震わせた。

　──どうしよう……!?

　自分の甘さを痛感する。

　ここまできたら兵部卿宮がなにを求めているのか、疎うとい茜にでもわかる。

　握にぎっている秘密を黙だまっている代わりに、一夜の泡沫の夢──麗景殿女御との一夜の関係を望んでいるのだ。

　おそらく、あちらは最初からそのつもりだったのだろう。しかし、よもや帝みかどの妃に手をだそうとする人間がいるなどとは思ってもみなかったのだ。

　答えがないことに焦じれたのか、了承ととったのか、一度は止まった手がゆっくりと御簾を持ちあげた。

　茜は反射的に顔を背そむけ、袖そでで覆い隠かくすように腕うでをあげた。こうなったら同じことだと、立ちあがって逃にげようとする。

　しかし、重い装束ではすばやく動けない上、気配を察した兵部卿宮がばさっと一気に御簾を捲まくりあげた。

　さっと薄うす明あかりが差しこみ、再び暗さに包まれる。

「そう怯おびえられては、傷つきますね」

　言いながら追いつめるように近づいてくる兵部卿宮は、頼たよりない灯明の灯あかりと暗さで、まだこちらが麗景殿女によう御ごではないと気づいていないらしい。あの一いつ瞬しゆんでは、あきらかに黒とは違う髪かみの色もそうとはわからなかったのだろう。

　ただ茜の方も、そんなことにかまっている余よ裕ゆうはなかった。

　身を翻ひるがえし、背後にあった襖ふすま障子に手をかけようとする。が、寸前でその手を背後から大きな手に摑つかまれた。

「──ッ」

「さあ、そろそろお顔を見せてください」

　摑まれた手を、うしろへとひかれる。

　茜は身を固くしてそれに抗あらがおうとしたが、なよやかでも男は男だ。所しよ詮せん、力で敵かなうはずがない。

　身体を返すように、無む理り矢や理りむかいあわせにさせられる。なおも避さけるように、精せい一いつ杯ぱい顔を背けた時、

「ん？　この髪……」

　兵部卿宮が訝いぶかるように呟つぶやいた。

　ここへきて、髪の色が話に聞く麗景殿女御とは違うことを見てとったらしい。一ひと房ふさ、いきなりひっぱるように摑まれて、茜は苦鳴を押し殺した。

「……どういうことだ」

　さきほどまでの甘い艶を孕はらんだ声が、瞬またたく間に硬くなる。と同時に、投げ捨てるように髪を離はなした手に、今度は顎あごを摑まれた。

　ぐいっと遠えん慮りよの欠片かけらもない力で、正面をむかせられる。間近にのぞきこんできた兵部卿宮の目が大きく見開かれるのがわかった。

「きみ、は……！」

　彼は慌てたように周囲を見回した。だが、どこにも女御の気配がないと悟さとると、整った顔立ちを憤ふん怒ぬに染めあげた。

「騙だましていたのか!?」

「……」

　ここでなにを言ってもさらに逆上するだけだと、頭では理解している。相手の気がすむのを、黙もくして待つのが最善だと。

　けれど、気がつくと茜は兵部卿宮をきっと睨にらみ返していた。

「騙した？……人聞きの悪い」

「──なに？」

　まさかむこうもそんな反応が返ってくるとは思わなかったのか、気け圧おされたように力が緩ゆるむ。

　それを幸いとばかりに、茜は顎を摑む手を打ち払はらった。

「先に脅おどすような真ま似ねをしてきたのは、どちらなんです」

　目をそらしたらおわりだと、逃げそうになるのを、ぐっとこらえる。

「人の弱みにつけこむような方に、騙しただなんだと言われる筋合いはありません」

「なん、だと……」

　女性にこんな態度をとられたことがないのだろう。兵部卿宮が信じがたいものでも見るような顔つきになる。

　その隙すきに、茜は後ろ手で襖障子を探さぐった。指先に取っ手がひっかかり、手た繰ぐるようにしてこじ開ける。かすかに開いた隙すき間まに指を滑すべりこませ、呼吸を計る。

　──一気にここを開け放ちながら、身体を返す……。

　頭の中でとるべき行動を確かく認にんして、いざ、と手に力をこめようとした時だった。

　ふふ……と低い笑いが静寂しじまにおちた。

「!?──きゃ…っ」

　背後に意識を集中していた茜が、びくっとした直後、襖障子に押しつけるようにして肩かたを摑まれる。

「礼れい儀ぎのなっていない女によう房ぼうだね」

　再びのぞきこんできたまなざしには、怒いかりとも情じよう欲よくともつかない妖あやしい炎ほのおが揺らめいていた。

　ぞわりと全身の肌はだが総毛立つ。

「東とう宮ぐうにあれほど気にいられるくらいだ。女御の信も厚いと思っていたが──見込み違ちがいだったか。おまけに、どうやら私が躾しつけ直してあげなければならないようだ」

「ッ、やっ、放し──」

　覆おおい被かぶさるように立ち塞ふさがる身体を、両手で力ちから一いつ杯ぱい押し返しながら、逃げるように顔をうつむける。

　茜の抵てい抗こうに兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやは舌打ちしながら、肩を押さえるのとは反対の手をうなじの方へと滑らせた。その湿しめった温ぬるい感かん触しよくに、震ふるえが走る。

　力が抜ぬけたその一瞬、男の手が鷲わし摑づかむように髪をひっぱった。

「う…っ」

　痛みに呻うめく。

　けれど、気き遣づかいなど欠片もない手がさらに力をこめてきて、うつむいていた顔が仰あおのいた。

「なに、私は優やさしい男だからね。おとなしくしているのであれば、手て荒あらな真似などしはしない。どんな女性であろうと、ね」

　逆光になり、真っ黒に塗ぬりつぶされたような顔が迫せまってくる。その中で口元だけが弧こを描えがくように歪ゆがんでいるのがわかった。

「い、ゃッ！」

　苦しい体勢に、悲鳴が喉のどにからまる。痛むのもかまわず、兵部卿宮の手を逃のがれようと身をよじる。

　だが、茜の必死の抵抗も虚むなしく、頰ほおに生暖かい息がかかり──

「うわッッ」

　突とつ如じよ兵部卿宮が叫さけび声をあげたかと思うと、うしろへとのけぞった。そのまま盛大に床ゆかへと転がる。

「!?　つっ……」

　彼にひきずられる形で、上体がのめる。とっさにこらえることもできず、続けざまに倒たおれそうになった時、傾かしいだ身体を抱だき留めた腕うでがあった。

　さっきの今だけに、びくっと押し返そうとした茜は、はたと動きを止めた。

　──え……この腕……。

　嫌いやじゃない。

　むしろ、その腕の感触にひどく安心する自分がいた。

　ばっと勢いよく顔をあげた先に、揺ゆらぐ影かげを映す雅雪の横顔があった。茜を腕に抱かかえこむようにしながら、顔だけを床へ倒れこんだ兵部卿宮にむけ、険しい目つきで見み据すえている。

「蔵人くろうどの……！」

　どうしてこんなところに彼が……と茜は目を瞠みはった。

　よく見れば、彼の肩が大きく上下している。さらに、勢いよくなにかがとおり抜けたように御み簾すが揺れていた。

「もしかして──」

「……き、さま…っ」

　騒さわぎを聞いて駆かけつけてくれたのだろうか、と尋たずねかけたところで、唸うなりにも呻きにも似た恨うらみ声があがった。

　はっと雅雪の視線を追うように目をさげると、兵部卿宮が床に手をつき、上体を起こしたところだった。

「これはどういう、つも、り……」

　普ふ段だんの優ゆう雅がさをかなぐり捨てた恫どう喝かつめいた追つい及きゆうが、徐じよ々じよに細り、途と切ぎれる。

　邪じや魔まをするなと睨みつけていた双そう眸ぼうが、薄うす闇やみに浮うかぶ雅雪の姿に訝しげに細められ、

「蔵人の、少将？」

　ようやく正体に気づいたように、彼の姿を凝ぎよう視しした。

　やがて、ゆっくりと視線が動いて雅雪とその腕にいる茜を見比べたあと、兵部卿宮はひどく苦々しげな色を浮かべた。

「なるほど……そういうことだったというわけだ」

「そういうこと？　どういう意味です」

　一人納なつ得とくしたように口元を歪めた彼に、険しい表情を崩くずさぬまま雅雪が問う。

　兵部卿宮は白々しいとばかりに目線をはずすと、大たい儀ぎそうに立ちあがった。ぱんぱんとこれみよがしに衣ころもを払う。

「──私を謀はかったことを、きっと後こう悔かいするはめになるだろうね」

「！　違ちがっ」

　こちらに背を返しざま投げられた鋭するどい一いち瞥べつに、茜は弾はじかれたように声をあげた。

　彼が自分と雅雪が共きよう謀ぼうしていたと誤解したことに気づいたのだ。

　しかし、兵部卿宮はもはや振ふり返ることなく、荒あらい手つきで御簾をくぐり抜けた。こんな場所にいるのも不ふ愉ゆ快かいだと言わんばかりに、足早に去っていく。

「待って──」

　不ふ穏おんな捨て台詞ぜりふに青ざめた茜があとを追おうとする。けれど、その動きは雅雪の腕によって阻はばまれた。

「放して、このままじゃ！」

　もうひとつの御簾もとおり抜け、完全に見えなくなったうしろ姿に、焦あせる。だが、

「おちつけ」

　ぴしゃりと耳を打った制止に、我に返ったように動きを止めた。

「追ってなにが変わる」

「でも、」

「ならば、あのまま助けにはいらない方がよかったか」

　それでもなお諦あきらめきれない茜に、冷ややかな声が問う。

　あのまま、という言葉に、さきほどの感触をまざまざと思いだす。ぞくりと身を震わせた茜は、大きく肩をおとした。

　そうだ。雅雪のことがなかったとしても、麗景殿女によう御ごが偽にせ者ものだったとばれた時点で兵部卿宮は黙だまってはいなかっただろう。

　なにより、雅雪はここまで駆けつけてくれた上に、身分も立場も投げうって自分を助けてくれたのだ。

「……いえ。助けてくださって、ありがとうございました」

「そもそも、なぜ一人でこんな──」

　さらに言い募つのろうとしていた雅雪は、悄しよう然ぜんとした茜の様子に言葉を切った。どこかきまり悪げに顔をそらすと、ふっと息をつく。

　思わず茜が肩を揺らがせれば、大きな掌てのひらがなだめるように叩たたいた。

「──いや、まにあってよかった」

　続けてぼそりと呟つぶやくように告げられたそれに、呆あきれられたわけではなかったのだと、ほっと意識が緩ゆるむ。

　同時に今になって湧わきあがってきた震えに、茜は縮こまるようにしてぎゅっと身を固くした。

　──全部、自分で決めたことじゃない…っ

　どうにか震えを止めようとしていると、肩におかれていた手がふいっと離はなれていく。

　今度こそ呆れられてしまったのだろうか、とあげようとした頭をいきなりうしろから押さえつけられる。そのまま雅雪の肩へと額を押しつけるようにして、茜は頭を抱えこまれていた。

　──え……？

　なにがどうなったのかと今までとは違う意味で固まっていると、押さえつけていた手がゆっくりと髪かみを滑すべっていくのがわかった。

　言葉はない。

　けれど、何度も何度も繰くり返されるその手つきに、茜の身体からだからもゆっくりと力が抜けていく。

　ぎこちない掌からは脅おびえる自分への気遣いと優しさが伝わってきて、口元が自然と綻ほころんでいた。
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「……ごめんなさい。もう、大だい丈じよう夫ぶです」

　やがて、茜は大きく息を吐はきだすと肩かたから面おもてをあげた。

　雅雪は探さぐるように彼女を見下ろしていたが、再びふいっと視線をはずした。

「……一人で無む茶ちやをするからだ」

「それ、は……」

　頼たよる、という発想自体がなかったのだから、しかたがない。まさか関係ない朱貞や保秋を巻きこむわけにもいかないだろう。

　──巻きこむっていえば……。

「蔵人の少将さまは、どうしてここに……？」

　改めて雅雪の格好に目をやると、いつかの時に見たのと同じ宿直とのい姿だ。見回りをしていて、たまたま騒ぎに気づいて駆けつけてくれたのだろうか。

　問われた雅雪は、一いつ瞬しゆん苦いものでも吞のみこんだようにぎゅっと眉み間けんをよせた。だがすぐに、吐きだした息とともに皺しわを解いた。

「──頭とうの中ちゆう将じようさまに忠告された」

「頭中将さまに？」

「ああ。兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやさまがなにかよからぬことを考えているようだとな」

　ゆえに彼の行動に注意を払はらっていたらしい。今日も宿直のはずが姿が見えず、捜さがしていたところで小さく悲鳴らしきものが聞こえ、駆けつけたのだと説明される。

「そう、だったんですか。頭中将さまが……」

　朱貞に兵部卿宮について尋ねはしたが、詳くわしい事情はなにも話していなかった。それでもなにかあると察して、雅雪にも留意するよう呼びかけていてくれたのだろう。

　さすがは頭中将だ。同じ色男でも、兵部卿宮とは天と地ほどの差がある。

　内心で頷うなずきつつ、朱貞の心こころ遣づかいをありがたく思っていた茜だったが、ふとよぎったものに表情をこわばらせた。

　──そういえば……この前、言いあいになったのって、頭中将さまが関係してたんじゃなかったっけ？

　せっかく以前のような雰ふん囲い気きに戻もどりつつあったのに、またあの冷ややかなまなざしをしていたら……と思うと怖こわい。かといって、たしかめずにいるのも、怖い。

　葛かつ藤とうに揺れながら、茜は恐おそる恐る雅雪をうかがった。

　だが、予想に反してそこに冷たい色はなかった。代わりにあったのは、同じようにうかがうような、こちらの胸のうちを推おし量るようなまなざしだった。

「蔵人くろうどの少将さま？」

「──悪かった」

　唐とう突とつにおちてきた謝罪に面めん食くらう。

「えと……なにが、ですか？」

「この前の晩のことだ」

「あ──」

　図はからずも同じことを考えていた雅雪に驚おどろく。

　いや、彼のことだ。『頭中将』の名に反応した自分に気づいたのかもしれない。

「すこし厄やつ介かい事が続いていてな」

　あれは八つ当たりだった、と今日何度目かの溜ため息いきをついた彼からは、まだその憂い厄介事が続いているのが見てとれる。

　茜は急いで頭かぶりを振った。

「う、ううん！　わたしも、つい、当てつけみたいなこと言っちゃって、ごめんなさい──その、近ごろ全然会えなかったから」

　最後、零こぼれるように漏もれた本音に、目をしばたかせた雅雪が、ふっと口元を緩めた。

「なんだ？　寂さびしかったのか」

「うん」

　からかいのつもりだったのか、間かん髪はつをいれず頷いた茜に、今度は彼の方が虚きよを衝つかれたような顔になる。

　そのまま押し黙ってしまった雅雪をそっと見つめる。

　会いたいと思っていたのは、自分だけだったのだろうか？

　浮うかんだ思いに、浮ふ上じようしかけていた気持ちが沈しずんでいく。

　──『厄介事』ってたぶん、姉さまとのことだよね。本当にそう思ってるなら、相談してくれたらすこしは役にたてるかもしれないのに……。

　どうしよう、と逡しゆん巡じゆんする。

　このままなにも気づいていないふりをするのが賢けん明めいなのだろう。けれど、聞くなら今しかない。

　茜は小さく喉のどを上下させると、「あの」と声を絞しぼりだした。

「厄介事って……もしかして、うちの女御さまのことで、なにかありましたか？」

　途と端たん、雅雪の眉まゆがぴくりと動いた。が、さすがと言おうかそれ以上表情は動かない。

「──いや。なぜだ」

　平らかな声に、言葉につまる。深夜にこっそり照子の乳ち姉きよう妹だいのあとをつけ、あなたとやりとりしていたのを見た、とは言えない。

「……いえ、なんとなく。麗景殿に頭中将さまはいらっしゃいますが、蔵人の少将さまはおいでにならないので」

「そうか。──おまえの気にするようなことは、なにもない」

　否定を返しながら、雅雪は茜の肩から手を離した。遠ざかっていく温ぬくもりに、あ……と無意識に伸のばしかけた手を袖そでの中でぎゅっと握にぎりこむ。

「そう、ですか……」

　これ以上、踏ふみこむことはもうできなかった。なにかあることを知っているからこそ、今のが拒きよ絶ぜつだとわかる。

　茜には言えない──言いたくないのだ。

　──どうして……。

　そんなに自分は頼りに、信用できないのだろうか。

　それとも、本当は彼も照子のことを──。

　ずくり、と胸の深いところに痛みが走り、息がつまる。じくじくと止やまない疼とう痛つうを押し隠かくすように、茜は無む理り矢や理り笑えみを浮かべた。

　どんな理由であれ、強ごう引いんに暴あばきたてる権利は自分にはない。そんなのは照子のためでも、雅雪のためでもない。ただの自己満足だ。

「なら、いいんです」

「……」

　雅雪は物言いたげな様子で茜を見下ろしていたものの、すぐに視線をひき剝はがすようにして御み簾すの方へと顔を巡めぐらせた。

「それよりも兵部卿宮さまのことだ。──あの方との間になにがあった？」

「なに、って……」

「なにもない、とは言わせない」

　言い淀よどんだ茜に、戻された視線がすっと鋭するどくなる。

「あれは必ずなにか仕し掛かけてくる。そうなってから慌あわてたのでは、遅おそい」

　指し摘てきする雅雪の目が、さっさと話せ、と告げていた。

「ですが、それでは蔵人の少将さまの──」

「迷めい惑わくになる、と思っているなら、無用な心配だ。あちらはすでにそのつもりだろうからな」

　言いかけた言葉を攫さらわれ、そうだった、と嘆たん息そくする。

　もう巻きこんでしまっているのだ。ことが、照子──麗景殿女によう御ごに関かかわる以上、話をして兵部卿宮を警けい戒かいしてもらった方がいい。

　──兵部卿宮が言う『秘密』がわたしや歌に関することなら、彼も知ってることだし。

　今は二人のことは脇わきにおいて、さし迫せまった事態を優先させるべきだろう。

　茜は自分を納なつ得とくさせるように頷くと、改めて雅雪を見上げた。

「何日か前に、兵部卿宮さまからすれ違ちがいざまに言われたんです。──麗景殿さまの秘密を知っている、と」

「秘密？」

　雅雪がつと眉を顰ひそめる。なんのことだと問う気配を察して、静かに首を横に振ふった。

「なんのことかは、わからないんです。探さぐりをいれてもはぐらかされてしまって。ただ、その時にあの方が口ずさんでいたことが気になって……」

「ただのはったりだとは思えない、ということか」

「はい。『ふたつなき、ものと思いしを』──なんて、意味深じゃないですか？」

　実際に口にしてみせたそれに、雅雪もまたなにを言わんとしているのか、気づいたようだった。

「──それで？」

　しかし、余計な意見はさし挟はさまず、先を促うながされる。

　やっぱり言わないとだめか……と気まずさを覚えながら、茜は重い口を開いた。

「その……秘密を盾たてに、麗景殿女御と二人で会いたいって要求があったんです。だから……」

「……女御さまのふりをして対面した挙句、御簾のうちにのりこんでこられて身代わりがばれた、というわけか」

　茜、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みや、双そう方ほうの行動を的確に読んだ雅雪が、まるで見ていたように言葉を継ついだ。

　ぐうの音もでないそれに、茜は身体からだを縮こまらせた。

　まったく、と吐と息いき混じりに呟つぶやいて思案顔になった雅雪を、そろりとうかがう。呆あきれたような憤いきどおったような色はありつつも、厭いとう様子が見えないことに、我知らずほっと息をついた。

「──話を聞くかぎり、兵部卿宮の狙ねらいは麗景殿さまだということになる」

「はい。まさか、主上おかみのお妃きさきに手をだそうとする人が」

　いるなんて、と言いかけて、慌てて口を噤つぐむ。

　だが、その帝みかどの妃と密ひそかに文ふみのやりとりをしている張本人は、顔色ひとつ変えず考えこんでいる。

　茜の言わんとしたことに気づいていないのか、気にしていないのか、そういうふりをしているのかは、わからなかった。

　見えない心に、考えないようにしていた痛みがぶり返してくるようで、茜はさりげなく雅雪から視線をはずした。

「──兵部卿宮さまは、今夜のこと、『麗景殿女御』に恥はじをかかされたと思ってるんでしょうか」

「おそらく、な。だとすれば、あの後こう悔かいさせてやるという言葉……噂うわさを流す程度のことではすむまい。直接仕掛けてくるはずだ」

「それって……人前で、秘密を暴ばく露ろするつもりだってことですか？」

　予言めいた物ぶつ騒そうな科白せりふに、思わずはずした目を戻もどす。

　まさか、とかすかに震ふるえる声に、しかし雅雪は非情にあいづちを返した。

「あちらにとって好都合なことに、もうすぐ菖蒲あやめ根ね合あわせが開かれる。狙ってくるとしたらそこだろう」

「菖蒲根合？」

　聞き慣れない言葉に首を捻ひねった茜に、雅雪は意外そうな表情をした。

「聞いていないのか？」

　知らないものは知らないので、素す直なおに頷うなずく。

　──名前からして、物もの合あわせの一種なんだろうけど……。

　物合とは、ある物について人々を集めて左右にわけ、互たがいに比べあわせて優ゆう劣れつを争う遊びのことだ。『物』には色々あり、花や草、鳥や虫、はたまた香こうや楽と幅はば広ひろい。歌の出来を競きそいあう歌合も、物合のひとつだった。

「菖蒲ということは、端たん午ごの節せつ句く、ですか？」

　菖蒲は葉が剣つるぎの形をしており香こう気きが強いことから、邪じや気きを払はらうものとして、五月五日の端午の節句の折に邪気払いに用いられる植物だ。

　ならば節句の行事なのだろう、とあたりをつけると、肯こう定ていが返ってきた。

「ああ。春からこちら色々あったからな。主上の提案で、邪気払いと気晴らしを兼かねて開かい催さいされることになっている。麗景殿にも頭とうの中ちゆう将じようさまが報しらせを持っていかれたはずだが」

「そういえば……」

　先日朱貞がきていたのはそういう理由だったのかと合が点てんする。道理で、ここのところ麗景殿に浮うわついた空気が漂ただよっていたわけだ。

「気晴らしという趣しゆ旨しもあって、若手の公達きんだちや後宮の女性たちのみの略式のお遊びだが、主しゆ催さいということで主上はもちろん、女御さま方も臨席されることになっている」

　雅雪の説明にようよう事態が飲みこめた茜は、顔を青ざめさせた。

「どんな秘密を握ってるのか知らないけど、そんなところで口にされたら……」

「麗景殿さまの不ふ名めい誉よは免まぬがれないだろうな」

　とはいえ兵部卿宮も、内大臣を敵に回してまで徹てつ底てい的てきに陥おとしいれるような真ま似ねはしないだろう。

　そう雅雪は続けたが、到とう底てい安心などできない。

「どちらにしろ、こうなったらあの方の動きを警戒しつつ、出方を待つしかない」

「そう、ですね」

　茜は硬かたい面おも持もちで顎あごをひいた。

　不安だが、兵部卿宮がなにを握っているのかもわからないのだから、それしかない。これ以上下手に突つつけば、さきほどの宮の言ではないが、よほどやましいことがあるのだと勘かん繰ぐられるだけだ。

　──護まもるって決めた以上、姉さまに気づかれずにどうにかしたかったけど……。

　こうなったらしかたがないと腹をくくる。あとは、いかに麗景殿女御の名に傷がつかないよう、穏おん便びんに処理をするか、だ。

「当日は俺も参加することになっている。どこまで力になれるかわからないが、できるかぎりのことはすると約束する」

　不安を見み透すかしたように、ぽんと頭へ置かれた手に、嬉うれしいような寂さびしいような複雑な気持ちが渦うずを巻く。

　──それは、わたしのため？　それとも、姉さまのため……？

　喉のど元もとまででかかった言葉を吞のみこんで、茜は「よろしくお願いします」とその顔に精せい一いつ杯ぱいの笑えみを浮うかべた。

　　[image: ]

「失礼します」と頭をさげて、送り届けた茜の姿が妻戸のむこうへと消える。

　雅雪はこらえていた嘆息を重く吐はきだした。それだけではおさまらない胸のうちに、感情のまま手近な格こう子しや柱に拳こぶしを打ちつけそうになり、ぐっと手に力をこめる。

　なぜ一人でこんな真似をしたのかと、問いつめたかった。

　兵部卿宮の噂を知らないのか、自分がまにあわなければどうなっていたと思っているのかと、行動の軽けい率そつさを咎とがめたかった。

　だが、なにより腹がたったのは、頼たよられなかった己おのれに対してだった。

「……くそ」

　わかっているのだ。

　ただでさえその育ちから人を頼るということを知らない彼女が、あんな別れ方をしたあとで相談をしてくるはずがない。

　けれど、朱貞には相談とまではいかずとも、兵部卿宮について聞きにきたと、当の上司から聞かされては穏おだやかではいられなかった。

『──まったく。おまえが彼女に事情を説明すれば、もっと簡単にすむ話だと思うんだけどねえ』

　同じ時、朱貞に呆れたように言われた言葉が甦よみがえる。

「どこまで知っているんだ、あの人は……」

　自分からはなにも話した覚えはない。ただ、あの上司ならなにか摑つかんでいても不思議はなかった。

　呆れながらも、彼の口からはなにも言うつもりがないのもありがたい。なにせ──

「言えるものなら、とっくに言っている」

　眉み間けんに皺しわを刻みながら女によう御ごがいるだろう場所を一いち瞥べつしたあと、雅雪は麗景殿に背をむけた。

『厄やつ介かい事って……もしかして、うちの女御さまのことで、なにかありましたか？』

　そう聞いてきた茜は、なにか感づいているのかもしれない。

　桐壺女御の事件の後処理という名目がなくなり、ここを訪ねる機会が減ったことも事実だったが、その後持ちあがった厄介事がさらに足を遠のかせていた。

　それでもわざわざ足を運んでみればよそよそしい態度をとられ、いらだち混じりの妬と心しんからいらぬ口論をするはめになり──今日も、あんな顔をさせることになってしまった。

　なにもない、と突き放した時の寂さみしげな声を、無む理り矢や理り浮かべられた笑みを思いだし、雅雪は奥歯を嚙かみ締しめた。

「あんな笑顔が、見たいわけじゃない」

　だが、『それ』を自分の口から言うことはできなかった。

　相手が『女御』であり、自分が『蔵人くろうどの少将』であるかぎり──。

　兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやの件も、どこか嫌いやな予感がする。

「──次から次へと…っ」

　思うに任せない状じよう況きように、雅雪は一層いらだちを募つのらせるしかなかった。
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　五月五日、端午の節句。

　しっとりと雨で緑が濡ぬれそぼつ、あいにくといえばあいにく、この時季らしいといえばらしいこの日、空模様とは裏腹の華はなやいだ空気が宮中には満ちていた。

　邪気払いに、今日のために刈かりとってこられた菖蒲あやめが、役人たちの手によって各殿舎の軒のきに葺ふかれる。さらに、菖蒲や蓬よもぎなどの薬草を束ね五色の糸を長く結び垂らした薬くす玉だまを室内に飾かざったり、身につけたりと、内だい裏り中がすがすがしい芳ほう香こうに包まれているかのようだ。

　女によう房ぼうや童わらわたちも菖蒲の飾りを身につけて着き飾かざり、華やぎに色を添そえている。

　この日は帝みかどや参さん内だいする貴族達も皆みな、菖蒲あやめ鬘かづらと呼ばれる飾りを冠かんむりにつけ、節せち会えをおこなうことになっていた。

　だれもかれもが浮かれた様子を見せる中、茜は内心の緊きん張ちようを押し隠かくして、照子の傍そばに控ひかえていた。

「今日の菖蒲根合は、左方の頭かしらが頭とうの中ちゆう将じようどので、右方の頭が同じく蔵くろ人うどの頭とうの頭とうの弁べんどのなのよね」

「さようにございます。どんな勝負になるのか、楽しみですわね」

「もちろん、我らが左方の勝ちに決まっておりますわ」

　おっとりした照子の問いに、女房たちがころころと楽しげに笑いながら答える。

「まずは、菖蒲の根を競きそう勝負が三番。そのあと、歌の五番勝負。菖蒲ももちろんですけど、どんな歌が披ひ露ろうされるのかしら？」

「それぞれの題目の歌人はだれだった？」

「そういえばお聞きになって？　歌を披露するお役目の講師、左方は蔵人の少将さまですけど、なんでも右方は兵部卿宮さまだとか」

「ええ。なんでも本来参加の予定がなかったところ、兵部卿宮さまたっての願い出でそうなったのだとか」

「兵部卿宮さまは風流人でいらっしゃるから、きっと菖蒲根合と聞いて居ても立ってもいられなかったのでしょうね」

　──兵部卿宮たっての願い出……やっぱり、今日、なにかしてくるつもりなんだ。

　自ら講師に名乗りをあげてまで、なにをしてくるつもりなんだろう、と袖そで口ぐちを握にぎり締める。

　そんな茜の焦しよう燥そうなど気づくことなく、女房たちは話を続けた。

「それにしても、急なことだったし、略式ということで、歌を置く洲す浜はまの飾り台もないのは残念ね。あれは細工が見事で見み応ごたえがあるのに」

「ですけど、格式張ったものでないからこそ、兵部卿宮さまが参加できるのですもの。あのお方と蔵人の少将さまのあのお声で歌が詠よみあげられるなんて、素す敵てきじゃない？」

「参加されるのも兵部卿宮さまが一番上というくらいお若い方々ばかりだし、きっと場も華やかでしょうね」

「あら、兵部卿宮さまはお世辞にもお若いとは言えないじゃない。素敵なお方なのは間ま違ちがいないけれど」

　皆、今日の菖蒲根合が楽しみらしく、口々に言いたいことを言いあってかしましい。照子は彼女たちを咎めることもなく、微笑ほほえみながら耳を傾かたむけている。

　茜は姉の様子に、違い和わ感かんを覚えた。

　──姉さま、今日は全然嫌がってない。

　桜の宴うたげの際はあれほど参加を渋しぶった挙句、倒たおれてしまったというのに、今回はまったくそうした気配がない。

　女房たちが言うように、今日の菖蒲根合は後宮の女性たちの気晴らしという側面が強く、帝以外のお偉えら方がたは一いつ切さい参加しない気軽な催もよおしではある。だが、もともと照子は派手な場を厭いとう傾けい向こうがあるため、多少なりとも渋ると思っていたのだ。

　にもかかわらず、照子の表情からは嫌がるどころか、むしろ楽しみにしている様子が見てとれた。

　──やっぱり、姉さまは蔵人の少将さまのことが……？

　女房達が噂うわさしあっているように、雅雪は歌を詠みあげる役としてこの催しに参加することになっている。

　照子のあの嬉うれしそうな雰ふん囲い気きは、だれに遠えん慮りよすることもなく、雅雪の姿を見ることができるからなのだろうか。

　──だめだめっ、二人のことはひとまずおいておくって決めたじゃない。

「……でしょう？　周防」

　自らの考えに胸をざわめかせていた茜は、ふいにこちらをむいた照子に意表を衝つかれる。

　しまった、聞いていなかった、と内心焦あせっていると、困った子だとでもいうように照子が眉まゆ尻じりをさげた。

「今日は近くにいてくれるのよね？」

「あっ、はい。万が一、ということもありますので」

　言い直された問いに、慌あわてて頷うなずく。

　歌合をやる席で歌を求められるとは思わないが、その後には管かん弦げんの遊びがおこなわれることになっている。そこで一首、という話にならないともかぎらない。

　また、直接菖蒲根合に参加するわけではないが、臨席する後宮の女たちも左右にわけられていた。簡単に言ってしまえば、それぞれの陣じん営えいを応おう援えんしたり、勝った負けたを楽しむためだ。

　照子たち麗景殿の者たちは左方だが、実は右方には高倉御息所が配されていた。おとなしくしていてくれるならそれが一番だが、最近のことを思うと油断はできない。用心に越こしたことはなかった。

　なにより、兵部卿宮のことがある。

　照子になにも言われなくても、まわりの女房たちに嫌な顔をされようとも、もとよりついていく気でいた。

　菖蒲根合のはじまりは、節会などの行事もすんだ申さるの時。

　長いような短いようなその時を、茜は楽しむ余よ裕ゆうもなく、じりじりと待ち受けていた。
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　清涼殿に整えられた舞ぶ台たいでは、今や遅おそしと人々がはじまりの時を待っていた。

　中央に帝の御ぎよ座ざが据すえられ、その左側には麗景殿女御をはじめとする女房たちが、右側には登華殿の面々が、美しく着飾って居並ぶ。

　縁えんには菖蒲蔓をつけた公達きんだちたちが、やはり左右それぞれの陣じんにわかれて座している。

　そうした中、一ひと際きわ目をひくのは、なんといっても頭とうの中ちゆう将じようと蔵人の少将、そして兵部卿宮の三人だろう。彼らの存在だけで、あたりが匂においたつようだ。

　やがて、衣きぬ擦ずれの音とともに帝がお出ましとなり、菖蒲根合ははじまった。




　──いよいよだ。

　運びこまれてくる左右の菖蒲や歌ののせられた文ぶん台だいを目の端はしに留めながら、茜は前に座っている照子を見つめた。

　──兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやのいいようにはさせない。

　決意も新たに、視線を右方へと移す。

　どこで仕し掛かけてくるかはわからないが、脈みやく絡らくもなく突とつ然ぜん言いだす──という可能性は、彼の美意識からしてないように思える。だとしたら、仕掛ける隙すきができるのは、勝負がおわったあとの管弦の席だろうか。

　緊張した様子もなく、むしろ悠ゆう然ぜんと座す兵部卿宮の態度に、そら恐おそろしさを覚えつつ、茜ははじまった勝負を見守った。

　菖蒲根合は、その名のとおり、菖蒲の根を比べあうことからはじまる。根の長さや姿のよさを競うのだ。

「……根の姿のよさって、なんだろう」

　頭中将、頭弁が前へでて、根の比ひ較かくをする姿に、思わずそんな呟つぶやきが零こぼれる。

　ほかの女房たちはああだこうだと品評しあっているが、茜にはいまいちよさがわからない。そもそもなぜ、根なのだろうか。

　宮きゆう廷てい人の考えることはわからない、と釈しやく然ぜんとしない茜をよそに、滞とどこおりなく勝敗が決まっていく。

　結果、三番勝負のうち二番をとった左方の勝ちとなった。

「やったわ」と麗景殿の面々から歓かん喜きの声があがる。右方が高倉御息所であることから、日ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らすという意味でも、喜びはひとしおのようだ。

「負けましたか。……いかがでしょう、主上おかみ。ここはひとつ、この負けに免めんじて私の願いを聞き届けてはいただけませんか」

　そんな喜々とした空気を割って届いた声に、茜はぴくりと身体からだを揺ゆらした。

　──まさか、ここで!?

　なにごとかという周囲のざわめきをよそに、頭とうの弁べんをさしおいて声をあげた兵部卿宮は艶えん然ぜんと笑えみを浮うかべていた。

「まだ、勝負ははじまったばかりだろう」

「はい。ですが、このままでは少々心こころ許もとないものですから」

　帝みかどのやや呆あきれたような指し摘てきにも態度を崩くずさない彼を、無意識に身をのりだすようにして見つめる。

「……まあ、よい。言ってみよ」

「ありがたきお言葉」と頭こうべを垂れた兵部卿宮に、鼓こ動どうがうるさいほどに騒さわぐ。なにを言うつもりなのか、気が気ではなかった。

「次の歌勝負、本来であれば左方から歌を朗ろう吟ぎんいたしますところ、右方からにしてはいただけませんか」

「そちらから？」

「はい。蔵人くろうどの少将は大層よい声の持ち主。その声にすばらしき作品を吟じられたあとでは、気き後おくれしてしまいますゆえ」

「そなたがそのような性しよう分ぶんとは思えぬが……」

　笑いを含ふくんだ帝の声がいったん途と切ぎれる。うかがうような間を察したのか、左方の頭かしらである朱貞がすっと面おもてを伏ふせた。

「ご随ずい意いに」

　実質の了りよう承しように、様子を見守っていた周囲がさわりとさざめく。ここで拒きよ否ひしようものなら、頭中将や蔵人の少将の方が度量が狭せまいと囁ささやかれるはめになったのはあきらかで、兵部卿宮はそれを狙ねらった上で、この申し出をしてきたのだろう。

　──なにを企たくらんでるの……？

　これに意味がないとは思えない。だとしたら、次の歌勝負でなにかを仕掛けてくるはずだ。

「ふむ、いいだろう」

　帝が鷹おう揚ように許可をだす。直後、兵部卿宮の口元の笑みが、たしかに深まった。

「ありがとう存じます。──頭中将と蔵人の少将も」

「──では、歌勝負は右方からということで」

　話がまとまったのを見てとって、勝敗を決める判者である参さん議ぎが場を仕切り直す。

　格式張った場ではないからこその異例のことに、女によう房ぼうも公達たちも興きよう味み津しん々しんだ。「なにか秘策がおありなのかしら」「あの方のことだもの、ただの演出ではなくて」などなど好き勝手なことを囁きあいながら、なりゆきから目が離はなせない様子だ。

　しかしながら、当然茜は楽しむどころではない。

　なにが起こるのかと固かた唾ずを吞のみ、はじまった歌の勝負に神経を尖とがらせた。

　歌は五つの題目からなる、五番勝負だ。決められた題目の歌を、選ばれた左右の歌人たちがあらかじめ詠よんだものが文台に並べられている。

　講師である蔵人の少将と兵部卿宮がそれらを詠みあげ、判者である参議が歌を評して勝敗を決める。決めきれない場合は引き分けもありだ。

　最初の題目は、『菖蒲あやめ』だった。

　さきほど決まったように、まずは右方の兵部卿宮が菖蒲の歌を詠みあげる。

　だれもが注視する中、吟じられた某ぼう少しよう納な言ごんの歌は、茜の耳から聞いてもまずまずの出来だった。とはいえ、これといって奇きをてらったようなこともなく、周囲の女房たちはどこか肩かた透すかしを喰くらったような顔つきになった。

　続いた蔵人の少将による歌の朗吟は、そんな彼女たちが「兵部卿宮さまがあんなことを言いだすのもわかりますわね」と頷うなずきあうくらいのものだった。歌の出来は平へい凡ぼんでも、彼の声、抑よく揚ようにかかれば、すばらしい作品に聞こえるほどだ。

「──今の勝負、右方の勝ちといたします」

　参議の声に、右方の女房たちが嬉うれしげに笑いさざめく。

「やはり、先にしてもらって正解だったようだね」

「いえ、そちらの歌がすばらしかっただけのことですので」

　兵部卿宮と雅雪が笑み交かわすが、茜には腹を探さぐりあっているようにしか見えなかった。

　早はや鐘がねを打つような鼓動が静まらない。それでも冷静さを保っていられるのは、雅雪のおかげだった。

　一人じゃない。

　そんな思いに励はげまされるように、茜は次の歌を手にとった兵部卿宮に目を戻もどした。

　次の題目は『時ほと鳥とぎす』だ。

　さて、次はどんな歌が披ひ露ろうされるだろうかと、兵部卿宮に一同の視線が集まる。そして──




　春はる霞がすみ　よそに惑まどひし　鶯うぐいすも　我れにまさりて　物思はめや




　朗々と詠みあげられた瞬しゆん間かん、ざわり、と場が波打った。

　──！　どうして、あの歌を兵部卿宮がッ!?

　鋭するどく息を吞んだ茜が反射的に腰こしを浮かせかけた時、ぱさり、となにかをとりおとすような音がした。

「……その、歌は」

　だれもが困こん惑わくしたような一いつ瞬しゆんの静けさの中に、か細い呟きが漏もれる。──照子だ。

　照子が顔を青ざめさせ、手にしていた扇おうぎを床ゆかへとおとしていた。小鶴もまた、袖そでで口元を押さえ、真っ青になって震ふるえている。

　驚おどろいたのは事情を知らない女房たちだ。

「女によう御ご、さま……？」

「ああっ、これは申しわけありません」

　様子をうかがうようにかけられた声に、どこかそらぞらしい叫さけびが重なった。

「うっかり、違ちがう歌が交じってしまっておりました」

　気がつかなかったとはとんだ失態、とうそぶく兵部卿宮に、茜は手が白くなるほど固く衣ころもを摑つかんだ。

　──……兵部卿宮が握にぎってた秘密は、これだったんだ…っ

　ふたつなき──の呟きに惑まどわされ、照子と自分のことだと思ってしまったが、違った。彼の言っていた『ふたつはないと思っていたもの』とは、心のことだったのだ。

　つまり、『主上のほかに想おもいをむける相手がいようとは』という意味だったのだろう。彼もあの歌から自分と同じことを考えたということだ。

「でも、どこで……」

　あの文ふみは自分が持っている。彼は一体どこでこの歌を知ったのだろうか……と考えこんだ茜は、はっと目を見開いた。

「もしかして、あの人ひと影かげ──あれは」

　蔵人の少将ではなく、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやだった……？

　小鶴か雅雪がおとしたものを拾った兵部卿宮が、照子の手だと気づき、様子をうかがいにきていたのだとしたら？

　彼は例の桜の宴うたげのあと、麗景殿女御と歌をやりとりしたうちの一人だったはずだ。手しゆ跡せきを見知っていても不思議はない。

　ひょっとしたら、自分と同じように小鶴と雅雪のやりとりをどこかから見ていた可能性もある。

　──そうだ、蔵人の少将さまは？

　彼はどうしているのかと急いで雅雪へと視線を移せば、硬かたい顔つきで兵部卿宮を見み据すえていた。そこに目に見える動どう揺ようの色がないのは、あの歌を知らないからなのか、押し隠かくしているからなのかは判別がつかない。

　が、小鶴の今にも倒たおれんばかりの様相からして、おとしたのはおそらく彼女の方だ。

「──では、改めまして」

　茜が一人思案に暮れる間にも、仕切り直された場に再び兵部卿宮の声が響ひびいた。




　誰たが袖に　思ひよそへて　時鳥　うつぎの花の　垣かき根ねにぞ鳴く




　改めて詠みあげられた『時鳥』の歌に、即そく座ざに茜の表情がこわばる。

　──だれの袖と思いなぞらえて、時鳥は空うつ木ぎの花の垣根で鳴いているのだろうか……なんて、まるで──。

「あら、不思議なこと」

「！」

　そこへさし挟はさまれた声に、茜はばっと右手側へ顔を巡めぐらせた。

　今の声……と御み簾すと几き帳ちように阻はばまれて見えない先を凝ぎよう視しする。

「それらの歌を続けて聞くと、まるでどなたかが道ならぬ恋こいでもしていらっしゃるかのようね。たとえば……銀しろがねの少将に」

　──高倉御息所……！

　絶ぜつ妙みような間合いで呈ていされた言葉に、兵部卿宮が詠み間ま違ちがった時以上に人々がざわめいた。高倉御息所がいる右方の座を見たあと、皆みなが一様に雅雪へと視線をむける。

　当の雅雪はといえば、軽く眉まゆをあげた以上の反応は見せず、ただそこにあった。

　だが、それですまないのが、噂うわさ好きで足のひっぱりあいが常の宮きゆう廷てい人たちだった。

「──たしかに、高倉御息所さまのおっしゃるとおりですね。空木の花──卯うの花はこの時季に咲さく、白い花。雪にも梅の花にも見えます」

　右方の公達きんだちの一人が評するように告げるのに、ええ、とあいづちを返したのは高倉御息所・徳子だった。

「以前、花の宴があった際、麗景殿さまが『銀の少将』を『花の少将』だとおっしゃったでしょう？　あの晩の桜があまりに見事で、わたくし、つい『花』を桜だと勘かん違ちがいしてしまったのですけれど、あとで『梅の花』のことだったと知って……卯の花は梅の花のようにも見えるとふと思いましたの」

「然しかり。それに『誰が袖』といえば、古こ今きん集しゆうの『色よりも　香かこそあはれと　思ほゆれ　誰たが袖そで触ふれし　宿の梅ぞも』という歌を思い起こすのが常ですからな。『梅の香かおりがする袖』とは、また一層蔵人くろうどの少将を連想させるではありませんか」

　声こわ高だかに交わされるやりとりに、兵部卿宮はなにも言わず微笑ほほえんでいるだけだ。

　しかしだからこそ、これが予定された流れだとわかった。

　──高倉御息所と手を組んでたなんて…っ

　たしかに照子を快く思っていない彼女に話を持ちかければ、容易たやすくのってきたことだろう。

　彼らが巧こう妙みようなのは、『どなたか』とぼかしながら、雅雪を花に喩たとえたのは『麗景殿女御』だと名をあげてきた点だ。

　だれとははっきり言わない。けれど、遠回しに照子を示し唆さする。

　さらに、徳子は最初に「それらの歌を続けて聞くと」と前置きしている。

　勘かんのいい人間ならこれら一連の流れから、兵部卿宮が詠よみあげた時鳥の歌の裏の意味にも気づいたはずだ。

『時鳥』が『麗景殿女御』を、『鳴く』が『歌を詠むこと』を、そして『誰が袖』と『うつぎの花』で『蔵人の少将』を暗あん喩ゆしていると気づけば、あの歌に隠された意味が浮うかびあがってくる。

　つまり──麗景殿女御はだれのことを思って先の歌を詠んだのだろうか。きっと、蔵人の少将に違いない。

　そう周囲に密告しているのだ。

　しかし、彼らが直接そうと言っているわけではない。まわりが勝手に解かい釈しやくしたのだという体ていを装うことができる、いやらしいやり口だった。

　──さっきの歌に姉さまが反応しなかったら、麗景殿付きの女によう房ぼうの恋こい歌うただって誤ご魔ま化かすとこなのに…っ

　しかし、鶯の歌にあきらかに動揺した照子の呟つぶやきは、外へ漏れてしまっている。今さら別人の作だといったところで、だれも信じないだろう。

　どこまでわかっているのかいないのか、照子は顔面蒼そう白はくで声もない様子だ。

　──どうしよう……なんとか、なんとかしなきゃ！

　そんな姉の姿に、やっぱり間違いないのか、と胸の奥がきりきりと痛む。ただ今は、その痛みに囚とらわれてはいられなかった。

　だれにだって隠しておきたい、秘ひめておきたい気持ちや心がある。

　この痛みだってそうだ。妬ねたみや羨うらやみにも似たこんな気持ちを抱かかえているなんて、照子や雅雪には知られたくない。

　にもかかわらず、兵部卿宮は自分の欲よく望ぼうのために、それを暴あばいたのだ。

　たとえ事実だったとしても、こんなところで、こんな風に心を晒さらされていいはずがない。もしかしたら、人知れず折りあいをつけて胸の奥に沈しずめておこうとしていたかもしれないのに、その機会まで彼は奪うばってしまった。

　帝みかどの御ご前ぜんで照子と雅雪を貶おとしめようとする、兵部卿宮と徳子の二人に憤いきどおりと焦あせりが募つのる。だが、妙みよう案あんなどそうそう浮かぶはずもなく、どうしたらいいのか思考だけが空回りする。

「──あら、そういえば」

　焦しよう燥そうを浮かべる茜を嘲あざ笑わらうように、なにかを思いだしたような声があがった。

「一時、麗景殿で頻ひん繁ぱんに蔵人の少将を見かけたという話があったような……」

　独り言にしては大きすぎる徳子のそれが、意味深におちる。

　だめ押しのように、麗景殿女によう御ごと蔵人の少将の道ならぬ恋を印象づけてきた彼女に、茜は歯は嚙がみした。

「ほう……」

　その時、御み簾す越ごしに右みぎ隣どなりから聞こえた色のない呟きに、はっと身を固くする。

　──主上おかみ……!?

「なかなか興味深い歌だとは思わないか──蔵人の少将」

　面おも白しろいと思っているとはとても思えない声こわ音ねが響く。

　これには今までさんざん囀さえずりをあげていた右陣じん営えいも、皆固かた唾ずを吞のんで黙だまりこむ。名指しされた雅雪へと視線が集中する。

　一方、当の雅雪は、あいもかわらず顔色ひとつ変えぬまま、はっ、と面おもてを伏ふせた。

「どう思う？」

「講師の自分が歌を評するのははばかられますが……おそれながら、むしろ興きよう醒ざめかと」

「何なに故ゆえに？」

「時ほと鳥とぎすと卯の花の組みあわせは常道なれど、本日は端たん午ごの節せつ句く……卯月（四月）の花はこの場にはそぐわないかと、愚ぐ考こういたします」

　真っ向から反論する姿は、やましいことなどなにもない、と言外に告げていた。とはいえ、苦しまぎれ、という観は否いなめない。

　しかし茜には、そのやりとりよりも別に気にかかることができていた。

　照子だ。

　血の気がひいて今にも気を失わんばかりだった彼女だが、雅雪にかけられた冷れい淡たんな声を聞いた途と端たん、

「ちが……」

　弾はじかれたように帝の方を見た。そして、弱々しくも必死に頭かぶりを振ふり続けている。

　──姉さま……？

　一いつ瞬しゆん、帝の勘かん気きを恐おそれているのかと思った茜だったが、振り乱す髪かみから垣かい間ま見みえたまなざしにこもった熱に、違い和わ感かんを覚えた。

　すがるような、願うような、あの切ない光は……

「──ぁっ」

　反射的にあげかけた声を、口元を両手で押さえてこらえる。

　──違ちがう！……そうじゃ、なかったんだ。

　あの、自分を見てほしい、と乞こう瞳ひとみを見たら、誤解しようがない。照子が『物思い』していたのは、蔵人の少将ではない──帝だ。

　──わたし、『よそに』の意味を、とり違えてた。あれは、『ほかの人』じゃなくて……。

「──まあ、よい」

　嘆たん息そく混じりに雅雪とのやりとりを打ちきった帝に、はっとする。

　このままでは、この場にいる人々はおろか、肝かん心じんの帝まで照子の心を誤解したままになってしまう。

「これは歌勝負。いつまでも右の歌にかまけているわけにはいくまい。──蔵人の少将」

　次の歌を、と雅雪を促うながす帝に、茜は必死に考えを巡めぐらせた。

　さっきの今で、さすがにいつも以上に硬かたい顔つきをした雅雪が一礼して、文台から歌の書きつけられた色紙をとりあげる。

　瞬しゆん間かん、ぱっと脳のう裏りに閃ひらめきが走った。

　──これなら……！

　その思いに背を押されるまま、茜は口を開きかけた雅雪へ割ってはいるようにして、声を放った。




　小さ夜よ更ふけて　憂うしと鳴きぬる　時鳥　過ぎし春はる日ひは　短かりけり




　緊きん張ちように震ふるえる声音が、歌を紡つむぎだす。

　予想外のそれに、虚きよを衝つかれた雅雪はもちろん、呆あつ気けにとられた視線の数々が御み簾す越しにこちらへと投げかけられる。照子もまた、赤くした目を見開いて振り返った。

　茜はきゅっと口を閉とざすと、ぴんと背を伸のばし、それらを受け止めた。ただ、まなざしだけはまっすぐに自分の片割れへと注ぐ。

　こういうことでしょう？

　そう、目顔で語りかければ、茫ぼう然ぜんとしていた照子の顔がくしゃりと歪ゆがんだ。泣き笑いのような姉の顔つきに、茜もまたほっと表情を緩ゆるめる。

　一方で二人とは裏腹に、御簾の外では静かに混乱を極きわめていた。

　当然だろう。同じ題目を使っているとはいえ、本来用意されていた歌をさしおいて、話題の渦か中ちゆうにいる『麗景殿女御』が歌を詠みあげたのだ。突とつ然ぜんの出来事に、右方左方関係なく、戸と惑まどいを隠かくせない様子で目を見み交かわしあっている。

　そこへ、くすり、とあがった笑いが静せい寂じやくを破った。

「──とのことですよ、主上」

　いち早く気を持ち直した朱貞の笑えみを含ふくんだ一言に、一気に場をざわめきが包んだ。
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「こ、これは、どういうことです、頭とうの中ちゆう将じようどの」

　右からあがった動どう揺ようも露あらわな問いに、朱貞は、おや、と首を傾かしげた。

「おわかりになりませんか？　そちらの歌への麗景殿さまからの返歌ではありませんか」

「へ、返歌？」

「だれを思って時鳥は鳴くのか、という問いかけに、過ぎ去ってしまった短かった春の日を思い、つらいと泣くのだ、と答えられているではありませんか──なあ、蔵人くろうどの少将」

　非公式とはいえ公おおやけの場だからか、役職で呼びかけた朱貞に、雅雪が「はい」と受けた。

「『憂し』は『う』という音から、『卯うの花』にかかっていると思われます……であるならば、今の麗景殿さまの歌は、右方の歌を受けて詠よまれたものに違いないかと」

「っ……けれど！　だれを思って、というのに、過ぎ去った春の日を思って、とは……」

　変わってしまった流れに逆らうようにいきりたった徳子の声が、尻しりすぼみに小さくなる。

　得たり、と頷うなずいたのは、朱貞だった。

「麗景殿さまがそこの蔵人の少将を『花』に喩たとえたのをご存じならば、こちらの歌も当然ご存じのはず──『春の日に　あらそひかねて　しろがねの　桜の花は　咲さき初そめにけり』」

　彼が口ずさんだ直後、周囲の戸惑いが得心へと変わったのがわかった。

「ああ、そういうことですか！　麗景殿さまが言われる『春日』とは『春の日』と同じく『主上』のこと。では──」

　勢いこんで続けようとした左方の公達きんだちが、はたと口を噤つぐむ。理解したはいいものの、言えば藪やぶ蛇へびになるのではないかと狼ろう狽ばいしているのが、端はたからも見てとれる。

　これを面とむかって言える人物がいるとしたら、ここでは頭中将か兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやぐらいだろう。

　茜がそう思っていると、ふっと右隣からかすかに笑った気配がした。

「──夜が更け、過ぎ去った春を思い、時鳥が鳴いている。長いはずの春の日は短かったことだ、か」

　くつくつと笑いながら零こぼされたそれに、場に再び緊張が走る。

「つまり……遠ざかってしまった寵ちよう愛あいを思い、一人過ごす夜をつらいことだと泣き濡ぬれているというわけだな」

　耳が痛いことだ、と『春日』本人が告げる。

　皆みなが気まずそうに視線をそらす中、一人茜は胸をなでおろした。

　──よかった……伝わった。

　仮にも『麗景殿女御』として詠むのだ。朱貞や雅雪が読み解いたほかにも、『鳴きぬる』に『泣き濡れる』をかけたり、『春日』に『春の日（日中）は長いとしたものなのに過ぎ去った春の日（日々）は短かった』という含みも持たせたりはした。

　だが、伝えたかったことは、ただひとつ。

　続くかと思われた寵愛はあっけないものだった、などと帝みかどに面とむかって言うのは不敬にあたるだろうが、あの方ならむしろ面おも白しろがってくれるはず、と思えたからできたことだ。そうでなくても、照子と雅雪の不実を疑われるよりはずっといい。

　しかし、これでおわれないのは嚙かみついた方だった。

「で、でしたら、あの鶯うぐいすの歌はどうなるのです!?　よそに惑まどひし、などと」

　徳子の叫さけびに、照子の身体からだがびくりと揺ゆれた。

　茜もまた、まだそれを持ちだしてくるのかと苦々しく思いながらも、弁明に口を開くわけにはいかなかった。自分がなにかを言えば、麗景殿女によう御ごが言っているのだと御簾の外の人々には思われてしまう。

　自分の歌を自分で説明することほど、無様なことはない。『今小町』と囁ささやかれる麗景殿女御がそんな真ま似ねはできなかった。

「……そこがすでに思い違いだと、お気づきにはならないようだ」

　そこへ手をさし伸べたのは、同じく当事者である雅雪本人だった。

「なんですってッ？」

　今にも御簾の奥から飛びだしそうな感情的な叫びに、雅雪は冷ややかなまなざしを投げた。

「あの歌の『よそに』は『ほかの』という意味ではありません。『疎そ遠えん、冷淡』という意味があるのをお忘れか」

「ああ、それに『春はる霞がすみ』は『春日かすが』を導く枕まくら詞ことばでもあるね。ならばあの歌は、疎遠になってしまった帝を想おもって思い悩なやんでいる、というところかな」

　ひき継ついだ朱貞の言葉に、照子の肩かたから力が抜ぬけるのが見ていてわかった。

　そう……あの歌は、『女御でありながら密ひそかにほかの人への想いを抱いだいて苦しんでいる』歌ではなかったのだ。『疎遠になってしまった帝を想って思い悩んでいる』歌だったのである。

　そんな文ふみを、なぜ雅雪とやりとりしていたのかはわからない。

　ただ、照子の技ぎ巧こうの拙つたなさと、梅に鶯といった常道に囚とらわれすぎた結果、早はや合が点てんしてしまったことだけはたしかだった。

「……とはいえ、あの歌を『麗景殿女御』が詠んだってこと自体が、ちょっとまずい気がする」

　茜は小さく独りごちながら、冷たい汗あせが滲にじむのを感じていた。

　誤解が解けたのは、いい。けれど、この拙い作品を『今小町』と言われる照子が詠んだことが問題だった。

　普ふ段だんとは違ちがいすぎる歌から、茜の──代作者の存在を疑う者がでてきはしないだろうか。

　今は状じよう況きようが状況だけに気にする者もいないかもしれないが、あとから冷静になった時、疑いを持つ者が現れてもおかしくない。

　──ここにきて、まだ、兵部卿宮にたたられるなんて……。

　これもすべてあの人のせいだと、茜は御み簾す越ごしに憤ふん悶もんも露わな兵部卿宮を見やった。すると、雅雪もまた、つと隣となりの彼へ目をむけた。

「麗景殿さまも、さぞや驚おどろかれたことでしょう」

「……なに？」

　視線を感じた兵部卿宮が、日ごろのなよやかな佇たたずまいもどこかへ、きっと雅雪を睨にらみつける。だが、雅雪の方は交わった目線をなにげない素そ振ぶりではずした。

「おそらくは、手て慰なぐさみになにげなく書きつけられたのであろう歌が、こんな形で晒さらされることになるとは思ってもおられなかったでしょうから」

　兵部卿宮を糾きゆう弾だんするでも、麗景殿女御をことさらかばうでもなく、淡たん々たんと口にするさまは、いかにもそれを『事実』と思わせた。

「……どう、して」

　そんな彼に、茜は大きく目を見開いていた。

　なぜ、わかったのだろうか。

　まるでこちらの心を読んだかのように、あの歌が麗景殿女御の作でありつつも常より劣おとる理由を、雅雪は作りあげてしまった。

　それも、照子が過か敏びんに反応したことを補完する形で、だ。

　けれど一方で、彼の言動を素す直なおに喜べない自分もいた。

　彼が照子をかばうのは、どうしてだろう。

　照子が雅雪を特別な目で見ていないのだとしたら、あの晩の小鶴とのやりとりは一体なんだったのだろうか。二人して自分には言えない、なにを抱かかえているのだろう。

　照子と雅雪を交こう互ごに見やったあと、茜は意を固めるように拳こぶしを握にぎった。

　──……こんなことになったんだもの。今度こそ、誤ご魔ま化かしなんてさせないんだから…っ

　こうなったら、照子でも雅雪でも徹てつ底てい的に追つい及きゆうしてやる、と心に決める。

　知るのは、怖こわい。

　関係ない、と言われたらと思うと、それだけで痛い。

　でもこれ以上、わけのわからないことで悩むのも、不測の事態に陥おちいるのもまっぴらだ。ここまで巻きこまれたのだ。自分にだって聞く権利はあるはずだ。

　茜が密かに決意する一方で、睨みあうような雅雪と兵部卿宮の間に──実際睨んでいるのは後者だけだが──静かな声がさし挟はさまれた。

「──兵部卿宮の負けだな」

「！　主上おかみッ」

　名指しされた兵部卿宮が、弾はじかれたように中央の御み簾すへと顔を移す。彼がなにか続けるより先に、

「違うか？」

　三さん条じようの、と呼びかけられた参議が、ぎょっとした顔つきになる。勝負そっちのけでやりあいだした兵部卿宮たちに、下手な口出しもできず縮こまっているしかなかったのだから、無理もない。

「は!?……え、ああっ、さようでございますね」

　急なことに参議はあたふたととり乱したあと、ようよう帝が言わんとしたことを察したらしい。はたと得心したように了りよう承しようを返すと、居住まいを正した。

「この勝負、左方の勝ちとする」

　表情を改めた参議が蔵人の少将と兵部卿宮、それぞれに目をやったあと、厳おごそかに告げる。

　居並ぶ人々が呆あつ気けにとられたように参議を凝ぎよう視しし、そういえば、と思いだしたように瞬またたく。

　一連の出来事に、これが歌勝負であったことを忘れていたのだ。

　兵部卿宮が違う歌を詠よみあげたり、左方で用意されていた歌が麗景殿女御の歌にとって代わられたりと、異例続きの一勝負ではあったが、結果に横やりははいらなかった。否いな、いれられなかった。

　左方の勝ちは帝の意向だ。

　おまけに、下手にここで今の勝負に異議を唱えると、麗景殿女御の心がどこにあるのか疑っていると捉とらえられかねない。

「……っ」

　兵部卿宮の顔が、憎にく々にくしげに歪ゆがむ。勝負云うん々ぬんより、自分の思うようにことが運ばなかったのが、よほど悔くやしかったのだろう。

　また、高倉御息所がいるはずの御簾の奥は、不気味なほどに静まりかえっていた。憤ふん怒ぬの表情で扇おうぎをへし折らんばかりに握る徳子と、戦せん々せん恐きよう々きよう主あるじをうかがう女によう房ぼうたちの姿が目に見えるようだ。

　一方、勝ちをとった左方も、手放しに喜ぶには状況が状況で「さすがは麗景殿さま」「さもあらん」と口にしながらも、微び妙みような表情だ。

　本来判者であり、進行役ではない参議だったが、このままでは埒らちがあかないと思ったのだろう。

「では、次の勝負にまいります。題目は『五月雨さみだれ』──」

　ひとつ咳せき払ばらいをすると、自ら進行を買ってでて、さっさと次の題目へと移った。

　ただ、涼すずしい顔で受けた蔵人くろうどの少将とは反対に、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやはもはや歌勝負どころではない。

「兵部卿宮さま？」

「あぁ、そうでしたね。──五月雨や……」

　右方より、と促うながされ自制心でなんとか歌を詠みあげたものの、さきほどまでの声の張りはもはや失われていた。

　──ああ、これじゃあ……。

　詠まれる歌がかわいそうだ、と茜は眉まゆを顰ひそめた。

　案の定、と言うべきか、詠み手の心情が歌の印象に影えい響きようを与あたえたかのように、残る勝負は引き分けが一、左の勝ちが二、と圧あつ倒とう的な左方の勝利でおわった。

「──やれ、なんとも波乱にとんだ勝負だったことだ」

　これはこれで一興か、と帝みかどが思わず苦く笑しようしたほど異例続きの菖蒲あやめ根ね合あわせは、こうして左方の勝ちで幕をおろしたのである。
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「──茜」

　管かん弦げんの音色が風にのって運ばれてくるのに混じって名を呼ばれたような気がして、列の最さい後こう尾びを歩いていた茜は立ち止まった。

　空耳だっただろうか、と振ふり返った先に小走りに近づいてくる保秋の姿を認める。

「右う兵ひよう衛えの佐すけさま」

「女によう御ごさまはもうさがられるのか」

　どうやら麗景殿の一行が途と中ちゆうで辞するのに気づいて、追ってきたらしい。

「うん。色々あったから、疲つかれてしまわれたみたいで」

「あー……まあ、そりゃそうか」

　保秋自身も右方の陣じん営えいでことのなりゆきを見ていたからだろう。すぐに納なつ得とくの表情になった。

「保秋は？　よかったの？」

　抜ぬけだしてきたりしていいのかと聞けば、あっさりと頷うなずかれる。

「オレは末席で酒を舐なめてるくらいしか、やることないからな。第一、そういう雰ふん囲い気きでもねえから、もうすぐお開きだろ」

　それより、と表情を改めた保秋が、こちらの瞳ひとみをのぞきこんできた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　おまえ」

　ひどく真しん剣けんな色に驚いたあと、茜は顔をほころばせた。

　歌勝負の時のやりとりを、わけがわからないながらじりじりと見守っていたのだろう。事情を知らない保秋は、茜が関かかわっているなど知るよしもないのに、我先にと駆かけつけてくれたのだ。

　なにかとばっちりを受けていやしないかと、こうして気き遣づかってくれる。

　その愚ぐ直ちよくなまでのまっすぐさが、うらやましくも嬉うれしかった。こんなにも心強い味方がいてくれるのだと勇気づけられる。

「──保秋は、いつも駆けつけてくれるね」

「そっ、そういう約束だからな！」

　横をむいた拍ひよう子しに見えた耳が火明かりを受けた以上に赤いのに、ふふっと笑いがこみあげてくる。

「うん……ありがと。わたしは大丈夫」

「なら、いいんだけどよ……あんま、無理はすんなよな」

　わかってる、と頷きながら、茜はちらりと背後を見やった。離はなれた列はいつのまにか見えなくなっていた。

「あっ、もういかなきゃ。保秋も席に戻もどって」

「ああ。ひき留めて悪かったな」

「ううん、きてくれて嬉しかった」

　じゃあね、と茜は保秋に笑え顔がおを閃ひらめかせ、急いで見えなくなった一行のあとを追いかける。

「──わたしも、逃にげずにむきあわなきゃ」

　その顔には、改めての決意が刻まれていた。







「──女御、」

「茜ッ！」

　決意を胸に麗景殿に戻ってきた茜は、その足で照子へと声をかけようとした。が、逆に彼女の方からすがりつくように抱だきつかれ、目を白黒させた。

「女御、さま？」

「やっぱり、わたくしには茜が必要なの…っ」

　放さない、というようにこもった力に、しばし戸と惑まどったあと──茜は小刻みに震ふるえる照子の背中へそっと手を回した。

　幼いころ祖母にしてもらったように、ゆっくりとその背を叩たたく。

「おちついて、姉さま。どうしたの？」

『周防』としてではなく、『茜』として声をかければ、掌越しに感じる震えが徐じよ々じよにおさまっていく。やがて、おもむろに顔をあげた照子はつとこちらの袖そでをひいた。

「──二人で、話したいことがあるの」

「え？　でも……」

　茜としても願ったり叶かなったりの提案だったが、いいのだろうかと周囲をうかがう。途と端たん、乳母めのとの憎々しげなまなざしと目があい、びくっと肩かたが揺ゆらぐ。

　それを察したのか、照子はすっと室内へ顔を巡めぐらせた。

「今日はもう、さがってもらっていいわ。二人にしてちょうだい」

「姫ひめさまッ、そのような者と二人きりなど……！」

　思ったとおり食ってかかってきた乳母を、照子はひたと見み据すえた。

「二人にして」

　怒ど鳴なるでも、懇こん願がんするでもなく、静かに繰くり返す。そこには普ふ段だんの彼女からは想像できない、言いしれぬ強制力があった。

「……かしこまりました。おやすみなさいませ」

　くっと口くち惜おしげに、けれど抗あらがいきれず頭をさげた乳母が、裾すそを返してするすると立ち去っていく。彼女に続くようにして、ほかの女房たちもひきあげていった。

　最後まで物言いたげに残っていた乳ち姉きよう妹だいも、「小鶴もいいから」と言われ、渋しぶ々しぶ母も屋やをあとにする。

　ぱたん、と妻戸が閉められたのを合図に、照子は茜を奥へと導くと、手をひいてともに座らせた。

　ただ、座ったあとも手を握にぎったまま放そうとしない。まるで、放せば茜がどこかへ消えてしまうとでもいうかのようだ。

　それでいて、うつむいたままこちらを見ようとしない。

「どうかした？　姉さま」

　話したいことがあるのは自分も一いつ緒しよだったが、照子の様子がどうにも気にかかった。

「……茜」

　ようよう口を開いた照子に、ん？　と促しながら、はらりとおちかかった髪かみが隠かくす表情をのぞきこむ。

　灯明の灯あかりが影かげをおとす顔は、そればかりでない濃こい憂うれいを帯びていた。

「今日は、ありがとう。あのままだったら、どうなっていたかと思うと……」

「ううん……兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやさまのことについては、わたしも謝らなくちゃいけないことがあるし」

　ふるりと身み震ぶるいして一層力がこもった手を、茜はやんわりと握り返した。

　え？　と不思議そうに顔をあげた照子に、微び苦く笑しようを浮うかべる。

「あの方があんなことをしでかしたのは、わたしが怒おこらせたせいだから」

「怒らせた？　兵部卿宮さまを？」

　知りあいだったの？　とどこかずれた問いに、聞くのはそこじゃないだろうと苦笑を深めながら頭かぶりを振る。

「すこし前、あの方とすれ違ちがった時に言われたの。『麗景殿女御の秘密を知っている』って」

「ひ、みつ？」

　瞳が揺れる。心当たりがある、とわかりやすく語るそれに、よく今まで隠しとおしていたと感心するやら、気づかなかった自分に呆あきれるやら、複雑な心持ちになりながら茜は頷きを返した。

「あの方はそれがなんなのか言われなかったけど、わたしはわたしたち二人のことだと思いこんで……姉さまに黙だまって、姉さまのふりをしてそれを聞きだそうとしたの。でも、途中で騙だましてたことがばれちゃって」

　怒いかりを買って襲おそわれたことは黙っていたが、なにかを察したのか照子はさっと顔を青ざめさせた。

「どうしてそんな危ない真ま似ね……！」

「最近、ちょっと塞ふさいでるみたいだったから、余計なことでわずらわせたくなくて」

　結局失敗してこんなことになっちゃったんだけど、ときまり悪く答える。

　そんな茜に、照子は軽く目を瞠みはった。

「──気づいて、いたの？」

「気づかれてないと思ってたの？」

　今度は照子がばつの悪さを浮かべる番だった。

「……ねえ、姉さま」

　言おうか言うまいか悩なやみながら、茜は袿うちぎのあわせへ空いた方の手をやった。

　今さら自分が切りださなくても、照子の方から話してくれそうな気はする。しかし、知っていることを黙ったままでいるのは公平でない気がした。

　──この歌のことも……。

　かさりと指先に触ふれた紙を、茜はすこし躊躇ためらったあと、ゆっくりとあわせからひき抜ぬいた。床ゆかへ置いたそれを照子の前へと滑すべらせる。

「隠していること、あるよね？」

「！」

　驚おどろきと怯おびえを映し、おおげさなほど動どう揺ようを走らせた照子へ、目顔で「開いてみて」と告げる。

　紙と茜の顔を見比べたあと、怖こわ々ごわと紙へ手を伸のばした照子は、はらりと開いた。直後、さきほどとは比にならないほど大きく双そう眸ぼうを見開いた。

「これ、は──」

「前に、麗景殿をうかがってるような人ひと影かげがあって。あんな騒そう動どうがあったあとだから気になって様子を見にいったら、それがおちてたの」

　それは、例の鶯うぐいすの歌だった。

　自分の局つぼねを持っているとはいえ、だれでも出入りできるような場所だ。口外できない秘密を隠しておくには心こころ許もとない。

　おとす可能性もあったが、目の届かない場所にある方が不安で、こうして常に持ち歩いていたのだ。

「今日、わかった。あの人影は、兵部卿宮さまだったんだ」

　それと……と茜は気まずげに広げられた文ふみへと目をおとした。

「ごめんなさい。わたしも、疑ってた……姉さまが、蔵人くろうどの少将さまに密ひそかに想おもいをよせてるんじゃないか、って」

「違うわ！　これは…っ」

　焦あせったように両手で手を握り締しめてきた照子に、わかってる、と淡あわい笑みを零こぼす。

「疑ってたって言ったでしょ？　誤解したままだったら、あんな歌、詠よまないし」

「茜……」

　話してくれるよね？──言葉にはせず、ただじっと照子を見つめる。

　そのまなざしに、照子は茜が時ほと鳥とぎすの歌を詠んだあの時のようにくしゃりと表情を崩くずした。違うのは、ほろほろと零れおちる涙なみだだった。

「ごめん、なさい…っ、わたくし、怖こわくて……」

「怖い？」

「このことを知ったら、茜が、離はなれていってしまいそうで」

　話が見えないながらも、だからこんなに必死になって摑つかんでいるのかと得心しつつ、茜はもう片方の袖そでで姉の涙を拭ぬぐった。

「わたしは、いらないって言われるまでここからいなくなったりしない」

「いらないなんてッ」

　握った手をかき抱いだくようにしてひとしきり涙を流したあと、ようようおちつきをとり戻もどした照子は、ぽつりぽつりとことの経けい緯いを語りだした。

「──もともと、わたくしの入じゆ内だいは宣せん旨じを受けてのもの。お父さまは大層お喜びになったけれど、わたくしはそんな名めい誉よ、望んでなどいなかった」

　それは改めて言われるまでもないことだった。茜が今ここにいるのも、そもそもの発ほつ端たんはそこにあるのだから。

　しかし、口は挟はさまずあいづちを返すに止とどめる。

「けれど……内だい裏りにあがって、主上おかみとの時を重ねるごとに、あの方に惹ひかれていく自分がいたの」

「姉さま……」

　どこか気き恥はずかしそうに紡つむがれた照子の言葉に、いつのまにそんなことに、と驚く。

　照子は慌あわてて言い足した。

「もちろん、最初からではないのよ？　帝みかどとして尊敬はできるけれど、だからこそおそれ多くて……」

　御ご前ぜんにでると緊きん張ちようしてしまう照子に、呆れるでも不ふ機き嫌げんになるでもなく、笑え顔がおで接してくれたのだという。

　──笑顔っていうか……それって、姉さまの初うぶな反応を楽しんでただけなんじゃ……。

　いつかの春の夜、からかわれたことを思いだす。

　こんなことを思うのは不敬かもしれないが、いかにも物慣れた風ふ情ぜいだったため、照子の反応が新しん鮮せんだったのではないだろうか。

　けれど、賢けん明めいにも口にはださず、茜は続きに耳を傾かたむけた。

「桜の宴うたげのあと、歌を所しよ望もうされた時は困ったし、次はいつ求められるのかと気が気でなかったのだけれど……ある時、琴ことが聞きたいとご要望があって一曲献けん上じようしたところね、今まで拝見したこともないようなお顔で笑われたの。天上の調べとはこのことか、って。その時──」

　いったん言い止さした照子は、当時のことを思いだすかのようにそっと胸に手をあてた。その顔が、灯明の灯あかりにばかりではなく、ほんのりと色づいているさまに、どきりとする。

「とてもここがどきどきしたのよ。歌を求められた時とは同じようで違う、あたたかいような、嬉うれしいような、恥はずかしいような不思議な気持ち」

「……」

　その気持ちには、覚えがあった。

　緊張や恐おそれとは違う、嫌いやじゃないのに居ても立ってもいられないような気分になるのだ。それでいて彼が離れていけば寂さびしくて……

「……え、彼……？」

　無意識のうちに思い浮うかべていた雅雪の顔に、つい呟つぶやきが零れる。

「なんで、あの人の顔が──」

「茜？」

　どうかしたのかと名を呼ばれ、茜ははっと頭かぶりを振ふった。

「ううんっ、なんでもないの。それで？」

　雅雪の姿を無む理り矢や理り頭の隅すみに追いやって、続きを促うながす。

　じんわりと頰ほおが熱い。今が夜でよかった、と静かに深呼吸して騒さわぎそうになる鼓こ動どうをおちつける。

　照子は不思議そうにしながら口を開きかけ、ふと表情を曇くもらせた。

「けれど……春のおわりから、主上よりお召めしがなくなって」

「うん……」

「お会いできなくなって、そのことを寂しいと思って、どうしてかしらとおちこんで、気がついたの。いつのまにか、わたくし、おそれ多くも主上のことをお慕したい申しあげていたことに」

「お慕い、する……」

　茜は半ば茫ぼう然ぜんと耳にはいってきた言葉を繰くり返していた。

　照子の話は、とても他人ひと事ごととは思えなかった。会えないことが寂しくて、どうしてだろうとおちこんで……身に覚えがありすぎるほどある。

　──待って……だとしたら、わたしも蔵人の少将さまのこと……。

「それでね、思いだしたの。主上に琴を披ひ露ろうした折のことを」

「──え!?　あ、うん」

　そうだ、肝かん心じんの部分の話はまだだった、と意識をひき戻す。しかし、いったんは静まったはずの鼓動が、再び速まっていくのは抑おさえられなかった。

「あんな風に、ほかのだれでもないわたくし自身の才幹で認めていただきたくて……自分の言葉で、自分の気持ちをお伝えしたくて、歌を詠みたいとはじめて思ったの」

　けれど、このとおりの力量でしょう？　とたおやかな指先が書きつけられた歌をなぞる。

　どうやら、この歌がけして上手うまくないのは自覚しているらしい。

「とても主上にお送りできる状態ではないから……蔵人の少将どのにお願いして、密かに練習相手を務めていただいていたの」

　照子の口からでた『蔵人の少将』の名に、心の臓が跳はねた。大きく騒ぎだした胸に、茜はぎゅっと拳こぶしを押しあてた。

　この歌が詠まれた理由も、小鶴と雅雪のやりとりの意味もわかった。

　ただ……なぜ、相手が蔵人の少将だったのだろうか。それを黙だまっていたのは、どうしてだったのか。

　いや、まずなにより──

「どうして、そんなこと……歌の練習がしたかったなら、言ってくれたらよかったのに」

　茜はさまざまな感情に揺ゆらぐまなざしで、照子を見つめた。

「そんなに、わたしの力は借りたくなかった……？　わたしじゃ、役にたてな、」

「違ちがうの！」

　役にたてなかったのか、と皆みなまで言う前に、声高く照子が遮さえぎった。

「そうじゃないわ、逆なのよ」

「逆？」

「わたくしが代作ではなく、自分で歌を詠みたいと思っていることをここの者たちが知ったら、茜のことは必要ないと思われて、ひき離されてしまうのではないかと不安で……」

「そんなこと……」

　一いち概がいにない、とは言いきれない。しかし、肝心の照子の歌があれでは、むしろ周囲が茜に歌を詠ませるだろう。

　さすがに『その歌の腕うで前まえで、それはない』とは口にできず言い淀よどんだ茜に、だってっ、と照子が続けた。

「急にそんなことを言いだしたら、あなたの歌に不満を持っているように思われるかもしれないもの」

「……だったら、わたしにだけ相談してくれればよかったのに」

　これでは頼たよられなかったことを拗すねているようだと感じつつ、思わず零こぼせば、

「それ、は──」

　今度は照子が口ごもった。

　言葉を迷うようにうろうろと視線を泳がせるさまからは、よほど言いづらいなにかがあるのだと伝わってくる。

　言わなきゃよかった、と押さえた胸が痛む。

　茜は無理矢理話の矛ほこ先さきを変えた。

「それに、どうして練習相手が蔵人くろうどの少将さまだったの？」

　だが、言ってしまってからまたも悔くやむ。気にかかっていたから口を突ついたものの、照子の態度次し第だいでは自分で自分の首を絞しめることになるだけだ。

「ごめんなさい、やっぱり──」

「蔵人の少将どのを選んだ理由？　そんなの、茜があの方のことを信しん頼らいしているからだわ」

　やっぱりいい、と断ろうとするが、さきほどとはうって変わってあっけらかんと答えられる。

　戸と惑まどったのは茜の方だった。

「わたしが？」

「茜が信頼している方なら、わたくしも信頼できるもの」

「え、ちょっと待って……姉さまは、わたしが蔵人の少将さまを頼りにしているから、あの人なら大だい丈じよう夫ぶだと思ったってこと？」

「ええ。間ま違ちがいなかったでしょう？」

　たしかに。実際、今日もあんな状じよう況きようになっても、雅雪はなにひとつ言おうとはしなかった。

　迷めい惑わくをかけたのは申しわけなかったけれど、やはり彼にお願いしたのは正しかった。

　そう悪気なくにっこり笑った照子に、茜は身体からだから力が抜ぬけるのを感じた。

「……姉さまが、蔵人の少将さまを気にいったとか、そういうことじゃなかったんだ」

「気にいるもなにも、あの方の人となりを知るほど接する機会などなかったのは、茜も知っているでしょう？」

　冷静に考えてみると照子の言うとおりだ。

　騒そう動どうに関かかわることでやりとりする際は、すべて御み簾す越ごし、さらに間に人を介かいしていたし、頭とうの中ちゆう将じようと連れだってやってくる時など、下手をすると控ひかえているだけで一言も話さなかったくらいだ。たしかに以前より接する頻ひん度どは増えていたとはいえ、ただ増えただけのことだ。

　胸にあてていた手が、ぱたりと膝ひざの上におちた。

　──なんだか、悩なやんでたのが莫迦ばかみたい……。

　照子は雅雪に特別な思いいれがあって、彼を練習相手に選んだわけではなかった。彼に茜の信頼があったからというだけの理由だった。

　違う言い方をすれば、躊躇ためらわずにそうしてしまえるぐらい、照子は茜を信頼しているということだ。

　──だったら、それで十分じゃない。

　歌のことで頼ってもらえなかったからといって、照子が自分を信頼していないわけでも、必要なくなったわけでもない。彼女にも言いたくない理由があるのだ。これ以上、ぐじぐじするのはやめだ。

　よし、と頷うなずくと、茜は笑えみを浮かべた。照子の手を、ぎゅっと両手で握にぎり直す。

「そっか、わかった。……だったら、主上おかみに読んでいただけるように歌をがんばらないとね。わたしにできることがあったら言って？　いつでも協力するから」

「茜……」

　吹ふっ切れたような茜の様子に、照子が驚おどろいたような、慌あわてたような色を走らせた。

　さきほどの『相談してくれればよかったのに』というのを気にかけているのだろう。もう気にしてないよ、と言う代わりに、ぽんぽんと握った手を叩たたく。

「今日は色々あって姉さまも疲つかれたでしょう？　ゆっくり休んで」

　だれか呼んでくるね、と立ちあがりかけた時、

「待って！」

　離はなそうとした手を力ちから一いつ杯ぱいひき戻もどされる。

　がくん、と再び座りこむはめになった茜は、なにごとかと照子を見つめた。

「……姉さま？」

「だから、言えなかったの…っ」

　涙なみだの気配が滲にじむ声に、瞬またたく。一体なにを恐おそれているのだろう、と内心首を傾かしげる間にも、照子はいつものゆったりした口調もどこかへ、口早にまくしたてた。

「頼っているのはいつもわたくしばかり……わたくしには茜が必要でも、茜にとってはそうではないのだと思うと、うちあけられなかった。わたくしのわがままで茜は内だい裏りにくることになったのだもの。自分で歌を詠よむのならもうここにいる必要はないだろうと、離れていってしまいそうで……！」

　その告白に、啞あ然ぜんとする。

　──今のって……え？　姉さまも、わたしと同じようなことを考えてたってこと？

　頼ってもらえない、必要とされていないことに傷つき、そんな自分自身を恐れていた──それは茜自身が感じていたことだ。

　形は違えど、照子も同じ不安を抱いだいていた？

　じわじわと、照子の言葉が胸に染しみこんでいく。

　やがてこみあげてきたのは、どうしようもないおかしさだった。

　くすり、と思わず零れた笑いに、照子の瞳ひとみが揺れた。

「──わたしたち、姿形も性格も全然似てないけど、やっぱり双ふた子ごだね」

「茜……？」

「だって、同じこと考えてた。姉さまがわたしを頼りにしてくれないって。いつ、もういらないって言われるんだろうって」

　お互たがいがお互いに切り捨てられることに怯おびえていたのだ。

「茜、も？」

「そう。似た者同士、ありもしないことで悩んでたんだって思ったら、おかしくて」

　こつん、と額をつきあわせた茜に、照子が目を瞠みはり──やがて、笑み崩くずれた。

「そうね、おかしいわね」

　そのまま二人でくすくすと笑いあう。

「わたくしたち、遠えん慮りよしあって誤解していたのね。こんなことなら、主上のことももっと早く相談していればよかったわ」

「うん。協力するから、がんばって主上に想おもいの伝わる歌を作らないとね」

　からかうように言えば、照子の頰ほおがさっと赤く染まった。顔をそらしつつも、面おも映はゆそうな、冷やかされて恨うらみがましいような目つきを送ってくる。

「そういう茜はどうなの」

「わたし？」

「好きなのでしょう？　蔵人の少将どののことが」

　なんのことだと首を傾げた茜は、照子から告げられたそれに、固まった。

　そんな茜に、「違ちがっていた？」と今度は照子の方が首を傾げた。

「蔵人の少将どのが麗景殿にこられた時は、あの方のことばかり目で追っているし、いらっしゃる予定のある時はいつもそわそわしていたから。あの方のことを尋たずねた時も、とっても嬉うれしそうに話していたもの」

「……」
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　覚えのない、というより、無意識の行動を指し摘てきされ、黙だまりこむしかない。

　同時に、徐じよ々じよに顔が熱くなっていくのが自分でもわかった。

　──……わたしが、蔵人の少将さまを……？

　さきほどはうやむやになった──してしまった気持ちが、甦よみがえってくる。

　帝みかどをお慕したいしていると告げた照子の語った感情には、どれも覚えがあった。だとしたら……

「わたし、あの人のことが……」

　とくとくと高鳴っていく胸の奥を茜がのぞきこもうとした時、

「茜…っ」

　ふいにあがったか細い悲鳴にも似た声に、びくっと身体が跳はねた。

　なにごとかと照子に意識を戻すと、なにかをうかがうような横顔が目に映った。その視線を追うように顔を巡めぐらせる。

　と、灯明の灯あかりが大きく揺ゆらいだ。

　──どうして？　妻戸も閉めて、風なんかはいってこない……あ、妻戸！

　そういえば妻戸には錠じようがさされていない、と気づくのと時を同じくして、きぃ、と軋きしんだ音が耳に届いた。

「だれ!?」

　とっさに照子をかばうように腕うでをあげ、片かた膝ひざを立てて前にでる。

　──もしかして、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやが…ッ？

　恥はじをかかされた憤いきどおりのままにのりこんできたのだろうか。

　じわりと背中に汗あせが滲む。人ひと払ばらいなどするのではなかった、いや、妻戸に錠をさしておけば……と唇くちびるを嚙かんで、薄うすく開いた妻戸を睨にらみ据すえる。

「──勇ましいな」

　笑いを含ふくんだ低い声とともに、妻戸のむこうから現れた姿に、茜はぎょっと表情をこわばらせた。

「主上!?」

　茜と照子の叫さけびが被かぶる。

「──と、蔵人くろうどの少将さま……」

　さらにうしろから続いてはいってきた人ひと影かげに、今度は茜だけが呟つぶやく。

　闇やみにまぎれて麗景殿を訪おとずれたのは、帝と雅雪の二人だった。

「どう、して……」

　口を突ついた自分の声に、はっと我に返る。

　茜は急いで照子のもとを離れると、脇わきに控ひかえて頭こうべを垂れた。照子はといえば、茜をひき留めることも、扇おうぎで顔を隠かくすことも忘れて茫ぼう然ぜんと帝を見つめていた。

「このように押しかけるのもどうかとは思ったのだが」

　帝は妻戸近くに控えた雅雪をおいて、ゆったりとした足取りで近づいてきた。

「そこの蔵人の少将より話を聞いて、どうにもおちつかず、な」

「……は、なし」

　緊きん張ちようばかりでなく震ふるえる照子の声が、怯えを伝えてくる。雅雪が帝になにを言ったのか、代作のことまでばれてしまったのか、と思っているのがありありとわかった。

　帝にはばれてしまっていることを秘密にしている茜も、なにを言うつもりなのかと息を吞のむ。

　照子の前ですっと屈かがみこむ気配がした。

「ずいぶんと心細い思いをさせてしまったようだ」

「主上……」

「聖子のこともあって、身を慎つつしんでいたが、一言申せばよかったな」

「そのような！　わたくしこそ、おそれ多い……それだけ聖子さまのことを思っておいでですのに、わずらわせるようなことを」

「いや。そなたの思いが知れて、よかった」

　聞こえてくる会話に、例のことを言うつもりはないらしいと胸をなでおろす。一方で、こうなってみると、ここにいることがひどく場ば違ちがいに思えてくる。

　──どうしよう？　わたし、さがっていいかな……。

　心中でうろたえながら妻戸の方をちらりと見やると、気づいた雅雪と目があった。

　無言のまま、くいっと顎あごをしゃくられる。

　でよう、と促うながすそれに無言で頷うなずきを返すと、茜はそろりと身を起こした。上座の二人の方は極力見ないよう、気配を殺して妻戸へとむかう。

　先に外へでていた雅雪に続くと、彼は帝と照子を残して、静かにその戸を閉とざした。
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　閉まった妻戸に、ふう、と茜はつめていた息を吐はきだした。

　これでもう照子は大だい丈じよう夫ぶだろう。

　──想いが通じるかどうかは、姉さま次し第だいだしね。

　茜は傍かたわらに立つ雅雪へとむき直った。

「ありがとうございました、主上おかみを連れてきてくださって」

　さきほどまでのことを思いだして速くなっていく鼓こ動どうをなだめながら、なんとか笑え顔がおを作る。

　雅雪はつと軽く眉まゆをよせたあと、ふいと顔をそらした。

「──別に、俺がお連れしたわけじゃない。麗景殿へいくとおっしゃったから、供をしたまでだ」

「それでも。姉にとってよかったのは、事実なので」

　彼の態度に、騒さわいでいた胸がきゅっと締しめつけられる。崩くずれてしまいそうな笑顔を隠すように頭をさげると、「それでは、失礼します」と彼の横をすり抜ぬけようとした。

　刹せつ那な、はしっと腕をとられる。

「すこし、いいか」

　びくりと茜の身体からだがこわばる。けれど、離はなすどころか強くなった手の力に、茜は躊躇ためらいながらも頷いた。

　返った了りよう承しように、雅雪は無言のまま腕から手を離す──と、裾すそからのぞいた左手が、大きな温ぬくもりに包まれた。

「く、蔵人の少将さま…っ」

　指と指をからませあうように握にぎられた手に、心の臓が高く跳ねた。ただ手をとられるより、しなやかな指の形や、力強さ、彼の体温が伝わってきて、かっと全身が熱くなる。

　しかし、雅雪は意に介かいした様子もなく、歩きはじめた。

「あのっ、どこへ」

　ひっぱられるというにはゆっくりで、先導するというには力のこもった手に、狼ろう狽ばいしながら問いかけるが、やはり返事はない。

　うるさいほどに騒ぐ鼓動が、重ねあった掌てのひらから伝わってしまうのではないかと気が気ではない中、茜はふと既き視し感かんを覚えた。

　──そういえば、前にもこんなこと……。

　あれは昼間で、手の握り方もむかう先も違ちがうが、あの時も有う無むを言わせぬ背中を追っていた。

『おまえは──美しいな』

「……っ」

　そんな風に記き憶おくを追っていたからだろうか、ふいに耳の奥へ甦よみがえった声に、ぐっと喉のどがつまった。

　このままではさらにあれやこれやまで思いだしてしまいそうで、茜は小さく頭かぶりを振ふった。掌の熱からも気をそらすようにして雅雪に声を投げる。

「そ、そういえば、よかったんですか？」

「……なにがだ」

　今度はしばしの沈ちん黙もくのあとに応いらえがある。

　それに勢いを借りて、言葉を続けた。

「あんなことに……ご自分の立場が不利になっても、黙もくして語らずだった姉さまとのことを話してしまって──主上に伝えてくださったんですよね？」

　帝みかどはうまく誤ご魔ま化かしていたが、おそらく照子の歌の練習につきあわされていたことを、彼は話したのだろう。ゆえに、今この時、帝が麗景殿まで足を運んでくれたのではないだろうか。

　無言で耳を傾かたむけていた雅雪は、軽く息をついた。

「いいのかもなにも、ああなった以上、主上からご下問があれば答えないわけにはいかない。それに──正直、気が晴れた」

「気が、晴れる……」

「こう言ってはなんだが、これでもう厄やつ介かい事につきあわずにすむからな」

　本心から言っているらしいのが、口ぶりからわかる。しかしだからこそ、気がつくとそれは零こぼれおちていた。

「だったら、どうして、あの歌のことで、姉さまをかばったんですか？　それに、あの時だって……」

　なにか役にたてたら、と思いきって尋たずねてみた時、拒きよ絶ぜつされた痛みを思いだして、唇くちびるを嚙かむ。

「厄介だと思う以上の理由が、あったんじゃないんですか」

　なんの権利もないのに責めるような口調になっていることに気づきながら、口は最後まで止まらなかった。

　雅雪はおもむろに足を止めると、握っていた手を離した。

「ぁ……」

　解ほどける指に、手が震えた。

　途と端たんに後こう悔かいが襲おそってくる。

　ただ、気をまぎらわせたかっただけなのに、いつのまにこんなことになってしまったのだろう。

　すっと冷たくなった左の指先を右手で強く握りこみ、振り返った雅雪を見上げた。その顔へ、くすり、と笑いが降ってきた。

「なんて顔をしている」

　こちらへとむき直りながら、こわばった頰ほおをなでられる。

　てっきり呆あきれられたか、不ふ愉ゆ快かいになったと思っていた茜は啞あ然ぜんとするしかなかった。

「おまえの姉はだれだ」

「は？　え、だれって……麗景殿女によう御ご、ですけど」

　唐とう突とつな問いかけについていけない頭をなんとか動かして、意味もわからないまま答える。求める答えだったのか、雅雪はひとつ頷いた。

「そして自分は、蔵人の少将だ」

『蔵人の少将』をやけに強調した物言いに、ひっかかりを覚える。どうして、名ではなく立場を告げたのかと考え、ひょっとして、とぴんとくる。

「それは……蔵人の少将としては、麗景殿女御の頼たのみをむげにはできないってこと、ですか？」

「どれほど俺が迷めい惑わくに思おうとな」

　雅雪から遠回しの肯こう定ていが返る。

　つまり、私情よりも公おおやけの立場を重んじたがために、だれへあかすことなく秘密を守り続け、自分に不利な状じよう況きようになっても口を噤つぐんでいたということだ。

「万が一を考えれば、余計な邪じや推すいを招かないよう、麗景殿へうかうかと足を踏ふみいれることもできなくなった」

　嘆たん息そく混じりのそれに、茜は、あ、と悟さとる。

　兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやといわず、二人のやりとりがほかへ漏もれた場合、彼が麗景殿を訪おとずれていたという事実があったら、それこそ不実を裏づけるものとして捉とらえられかねない。現に、高倉御息所は過去のことまでひきあいにだしてきた。

　だから、雅雪の足は麗景殿から遠のいていたのだ。

　──堅かたいっていうか……この人らしいと言えば、この人らしいけど。

「そもそもだ、歌のことで麗景殿さまをかばった覚えはない」

「え、でも……」

　軽く顰しかめ面つらになった雅雪に、茜は戸と惑まどいを隠かくせない。

　たしかに歌の解かい釈しやくのことは、照子を援えん護ごしたというより、自らに火の粉が降りかかるのを避さけるためだったのかもしれない。しかし──

「──女御さまもさぞや驚おどろかれたことでしょう、って」

　茜の指し摘てきに、雅雪が渋じゆう面めんを深くした。

「……あれは、普ふ段だんの歌と出来に違いがありすぎて代作を疑われれば、おまえが困った立場になりかねないと思っただけだ」

「おまえって……わたしの、ため？」

　予想外の答えに、思わず眼前の顔を凝ぎよう視しする。

　いや、心のどこかで、もしかして、と期待していた部分があったことは否いなめない。けれど、簡単には信じきれなくて、つい穿うがった目で見てしまう。

「──じゃあ、姉さまのことはなんとも思ってない？」

　おまけに余計な一言を口走ってしまったと気づいた時には、ぬばたまの双そう眸ぼうがかすかに見開かれていた。

「っ、ごめんなさい！　今のはなんでも、」

「……道理で」

　焦あせってとり消そうとするが、それより前に呆れたような嘆息をつかれる。

　──もうっ、どうして、この人の前だとこんな……！

　心が漏れだしてしまうのかと、自分を罵ののしりたくなる。

　嫌きらわれたくないのに、その心のうちを知りたくて、ついつい彼が他者にひいている線を踏みこんでしまう。

　こうなったらなにもなかったことにして逃にげてしまおうか、と茜が斜ななめ下へ逃とう避ひしだした時、顔へと再び伸のばされた手があった。

　びくりと反射的に身体からだがうしろへさがろうとする。

　が、大きな手はなんなく茜の顔を捉えると、包みこむように頰をなで、輪りん郭かくをなぞるようにして頤おとがいへと指をかけた。

「……!?」

　驚きで固まった茜をよそに、くいっと顎あごを持ちあげられる。自然、雅雪を仰あおぎ見る形になる。

　ゆっくりと覆おおい被かぶさってくる影かげを瞬まばたきも忘れて見つめ──唇に柔やわらかな熱が押しあてられるのを感じた。

　──なに、これ……わたし……

　蔵人の少将さまに口づけられてる!?

「……んっ」

　とっさに叫さけびだしそうになるが、塞ふさがれた唇に鼻にかかったようなくぐもった声にしかならない。

　また、それがやけに甘く耳に届いて、かあっと顔に血が集まってくるのがわかった。なにがどうしてこうなったのかと、頭が真っ白になる。

　そんな長い長い時にも思える一いつ瞬しゆんのあと、触ふれた熱が名残なごりを惜おしむように離はなれていく。

「……ほかに想おもう相手がいるのなら、こんな真ま似ねをするか。頭とうの中ちゆう将じようさまでもあるまいに」

　ふいっと顔をそらされたあと、すぐに戻もどってきたまなざしが細められる。間近にしたその瞳ひとみには、暗さの中でもわかる熱がこもっていた。

「まあ、おまえの中ではなかったことになっているようだがな」

　落らく胆たんするような響ひびきを耳にしながら、茜はのろのろと唇に指先をあてた。

　茫ぼう然ぜんとしたまま、感かん触しよくをたどるように指の腹で唇をなぞる。

　──……なかったことに、なってる？

　どういう意味だろう。それではまるで、前にも彼と口づけたことがあるかのような……

「～～～ッ」

　さわり、と記き憶おくの中に細さざ波なみがたった気がした。しかし、それよりなにより、雅雪に口づけられた現実が実感としてようやく身に迫せまってきて、茜は声にならない悲鳴をあげた。

　思わず口元を強く押さえて、しゃがみこむ。

　顔が沸ふつ騰とうしそうに、熱い。

　──なに、どういうこと!?　なんで、わたしに？　ほかに想う相手がいるのならって……それじゃまるで、蔵人の少将さまがわたしのこと……え……!?

　言葉にならない考えがぐるぐる頭の中を回る。

　その中でたどりついた答えに、ただでさえ早はや鐘がねを打つような鼓こ動どうが、どきっと一ひと際きわ高鳴った。

　信じがたい気持ちで、たしかめるようにそろりと顔をあげ──ついでにあがりそうになった叫きよう声せいが喉のどを塞いだ。

　知らない間に床ゆかに片かた膝ひざをついた雅雪の整った容よう貌ぼうが、すぐそこにあった。こちらが顔をあげたことに気づき、のぞきこんでくる。

「──おまえの方こそ、どうなんだ」

　恥はずかしさに再び顔を伏ふせそうになったのを遮さえぎるように、低い声が問う。

「……わ、たし？」

「橘の右う兵ひよう衛えの佐すけのことだ」

　そろそろと掌てのひらをはずし、なんのことかと雅雪をうかがえば、意外な人物の名が彼の口からでてくる。

　しかし、あいかわらず質問の意図が読めない。

「右兵衛佐さま……？」

　茜がきょとんと瞬くと、雅雪はどこか気まずげに視線をはずし、小さく周囲へ首を巡めぐらせた。

「以前、ここで言いあった際、橘のがおまえを連れていっただろう」

　なにか言われたんじゃないのか、と告げられてはじめて、ここがあの夜自分がひっぱってきた殿舎だったことに気づく。雅雪が立ち止まったのは茜の言が足を止めさせたということではなく、目的地についたからだったらしい。

　だとしたら、どうしてここにきたのだろう。不思議に思うが、今はまず保秋のことだ。

「……なにがあろうとおまえの味方だ、とは言ってくれました、けど」

「──それで？」

　帰ってきたまなざしにあった探さぐるような色に、茜は小首を傾かしげた。

「『それで』？……それだけです」

「……」

　沈ちん黙もくがおちる。続いて、溜ため息いきがおとされる。

　──え、え？

　なにかほかにあっただろうか、と急いで記憶を漁あさっていると、

「あれほどわかりやすいものを……あれも報むくわれない」

　雅雪がぼそりと呟つぶやいた。

「？　今、なにか……？」

　よく聞きとれなかったと聞き返すが、もともと聞かせるつもりもなかったのか、いや、と緩ゆるく首を振ふられた。

　そして、ひたりとまっすぐに視線を注がれる。

「ならば、嫌いやだったか？」

「嫌？」

「今のがだ」

「……あ」

　今のさすものがなにか気づいた瞬しゆん間かん、ひきかけていた熱が再び顔に集まってくる。

「い、いやか、って……」

　驚きよう愕がくが先にたち、嫌かどうかなど考えている暇ひまもなかった。

　そんなこと聞かれても……と狼ろう狽ばいしながら目を泳がせた茜は、はたと動きを止めた。

　──考えてる暇もなかったって、わたし……。

　そもそもそうした感情は、考えるものではない。湧わくものだ。

　現に、兵ひよう部ぶの卿きようの宮みやに触れられた時は、恐きよう怖ふとも嫌けん悪おともつかない感覚に全身の肌はだが粟あわ立だった。思いだしただけでも、ぞくりと背中が寒くなる。

「茜？」

　小さく身を震ふるわせれば、案じるように名を呼ばれる。たったそれだけのことを、嬉うれしいと感じる心がある。

　つまりは、そういうことだ。

「──やじゃない」

「なに」

「嫌じゃ、なかった」

　驚おどろきばかりで嫌悪感が湧かなかった意味に、今の今まで気づいていなかった。

　わたし……と改めてむきあった心に震えながら、茜は雅雪を見上げた。

「わたし、あなたのことが……」

　好き。

　その一言を声にのせる前に、突とつ然ぜん目の前が陰かげった。上体をひきよせる力に、均きん衡こうを崩くずして膝ひざをつく。身を包みこむ力強さと温ぬくもりに、自分が雅雪に抱だき締しめられているのだと悟さとった。

「く、蔵人くろうどの少将さま…っ」

　彼のことが好きだと自覚しても、いや、自覚したからこそ、おおいに慌あわてる。彼のまとう香かおりや熱、回された腕うでの強さを、感覚という感覚が敏びん感かんに感じとってしまい、鼓動がこれ以上ないくらいの速さで駆かけ巡っている。

「は、離し……」

「なぜだ？　嫌じゃないんだろう」

　耳元で低い声が囁ささやく。

　聴ちよう覚かくまで侵おかされて、茜の心の臓はもはや破は裂れつ寸前だ。

「い、いやとかじゃなくて……恥ずかしい、というか、居たたまれない、というか……ともかく、離れて！」

　もはや自分がなにを言っているのか支し離り滅めつ裂れつになりながら、雅雪を押し返そうとする。

「断る」

　しかし、離れるどころか、なおさらひきよせられ、茜は息を吞のんだ。

　さきほどまでは背中にあったはずの手が、うなじに回され、素す肌はだに触れる指の感触にひくりと喉が鳴る。

「おまえは、目が離せないからな」

「なに、それ」

　この状じよう況きようとなにが関係あるのかと声を震わせると、拘こう束そくが緩んだ。だが、ほっとする間もなく、額をつきあわせるようにして視線をからめとられた。

「違ちがわないだろう。すこし会わないでいる間に、頭とうの中ちゆう将じようさまとやけに親密になっているかと思えば、知らない間にあんないざこざに巻きこまれて」

「なっ、それは…っ」

　両方とも、そもそもの原因は照子と雅雪にある。自分を責めるのはお門かど違ちがいだ。

　そう言い募つのろうとして、声につまる。

　うなじに触れる手とは反対の手が顎あごに添そえられ、それ以上口にするのを遮るように親指が唇くちびるをなぞったのだ。

「……肩かた書がきや見かけといったものに囚とらわれず、人を見ようとするのはおまえのいいところだが──今回はその目も曇くもっていたようだな」

「っから、わたしは、そんな立派な人間じゃ」

「いや……おまえの目は、綺き麗れいすぎるのか」

　指を気にしながらも反論しようとするが、夜だというのに眩まぶしいものでも見るように細められた雅雪の双そう眸ぼうに、言葉が行き先を見失う。

「まさか、そこまでは、と無意識に人の善意を信じているから、傷つく」

　その瞳ひとみに愛いとおしむような、哀かなしむような光がよぎったかと思うと近づいてきた顔に、茜は反射的に目を瞑つぶった。

　震える両の瞼まぶたそれぞれに、いつかの時のように柔やわらかな感かん触しよくがかすめるようにおりてくる。

「笑っていろ、とは言ったが、無む茶ちやをしろとは言ってないぞ」

　とはいえ、今回は俺がこんなことを言えた義理ではないがな。

　自じ嘲ちようするように笑って、唇が遠のいていく。

「少将、さま……」

　彼もまた、今回のことでは後こう悔かいすることがあるのかもしれない。

　──もしかして、だからここに……？

　あの晩、お互たがい言えないことを胸に抱かかえ、会えないいらだちが募って、気持ちがすれ違ってしまった。あの時間ま違ちがえなければ、ここまでこじれることはなかったかもしれない。

　そんな風に雅雪も考えているのだろうか。

「……いえ、わたしも一人でなんとかしようとしたのが、いけなかったんです」

　そう思うと、自然と言葉が滑すべりおちていた。

「だから、お互いさまってことで」

「お互いさま？」

　雅雪の眉まゆがかすかにあがる。無茶を反省したのではなかったのかと、不満を表しているのがわかったが、あえて気づかぬふりをとおす。

「はい。お互いさまです」

　にっこり笑って押しきった茜に、束つかの間沈黙が返る。

　無言の威い圧あつ感かんにもめげず笑えみを浮うかべていると、雅雪の口から根負けしたように笑しよう声せいが漏もれた。

「そうか、お互いさまか」

『お互いさま』と互いに繰くり返しているのが妙みようにおかしくて、自分から言いだしたにもかかわらず、彼につられるようにくすくすと笑ってしまう。

　やがて、ひとしきり笑ったころ、雅雪がじわりと目を細めた。

「そうやって、笑っていろ」

「え──？」

　ふいのことに笑った表情のまま見つめ返すと、掌てのひらに頰ほおを包みこまれる。

「痛いのをこらえて無む理り矢や理り笑っているような顔は……いや、俺にむかって作られた笑顔は、見たくない」

「しょうしょ……ぅんっ」

　彼からの意外な言葉に、そんなことを思っていたのかと開きかけた口を、再びおちてきた唇に塞ふさがれる。

　一いつ瞬しゆん、目を見開き──茜はそっと震える瞼を閉じた。

　茜の肩かたから力が抜ぬけたのを見計らったように、添えるだけだったうなじへ回された手に、ぐっと力がこもる。

　直じかに触ふれる掌が、唇が、熱い。

　その熱に溶とけあってしまいそうだ……とぼんやり感じていると、おもむろに温もりが離はなれていく。

　同時に雅雪が立ちあがる気配がして、茜は、え……と目を開けた。その眼前に、すっと手がさしだされる。

「……そろそろ、戻もどるか」

　二三度瞬またたいて、さしだされた掌と遠くなった顔を見比べる。微び妙みようにそらされた顔や声はどこか感情を押し殺しているかのように見えて──。

　──もしかして……今さら、照れてる、とか？

　顔や声だけなら後悔していると勘かん違ちがいしそうだが、伸のばされた腕はそのままで。

「おい」

「あ……はい」

　ひっこめられるどころか、焦じれたようにさらに迫せまってきたそれに、茜はそろりと右手をのせた。途と端たん、強く握にぎられたかと思うと、ぐいっと上へひきあげられる。

[image: ]

「きゃ…っ」

　だが、長く不自然な格好で座りこんでいたこともあって勢いに耐たえきれず、立ちあがりざまによろけて身体からだが傾かしぐ。それを両りよう肩かたを摑つかんで支えた手があった。

「大だい丈じよう夫ぶか」

「……ごめんなさい」

　彼の胸へ飛びこむような形になり、かっと頰に朱しゆが散る。口づけまで受けいれておいて、という感じだが、直後だからこそ気き恥はずかしいというか、なんとも居たたまれない。

　彼もこんな気持ちなのかとおろおろしていると、「なら、いい」と支えていた手がはずされる。

「いくぞ」

　そうして歩きだした雅雪を、茜は慌あわてて振ふり返った。

「あ、蔵人くろうどの、」

「──雅雪だ」

　蔵人の少将さま、と皆みなまで呼びかける前に、むけられた背が立ち止まる。

「え？」

「雅雪だ。そう、呼べばいい」

　一言言い残して、再び歩きだした背中を、茜は呆あつ気けにとられて見つめた。

「……雅雪、って」

　零こぼれるように口にした名の響ひびきに、一呼吸遅おくれて雅雪の言葉の意味が染しみこんできた。

　じわじわと胸に熱さがこみあげてくる。

　名を呼ばれた時は、嬉うれしかった。彼に茜という存在を認めてもらえた気がした。

　でも、名を呼ぶことを許された今、もっと心が弾はずむのがわかった。自分が、彼の『特別』になれた気がして……。

　自然と顔が笑み崩くずれる。

　ゆっくりと遠ざかっていく背中を、寂さびしいなどとはもう思わない。呼べば振り返ってくれる、立ち止まってくれると、信じられるから──。

「待ってください、雅雪さま！」

　今度は自分からあの手を握るため、茜は雅雪にむかって躊躇ためらうことなく駆かけだしていた。







　あとがき







　こんにちは、岐き川がわ新あらたです。この本がでるころには季節は冬を迎むかえていますが、作中ではまだ初夏から真夏にむかうあたり。季節感があわないことはなはだしいですね（苦笑）

　季節も変わり、桐きり壺つぼの女によう御ごの騒そう動どうも一段落……したかと思えば、茜あかねに新たな波乱が舞まいこみます。今回、予想外にいい働きをしてくれたのが保やす秋あきでした。自分にも出番を作れ、とばかりに出張ってきた彼は、はたして幼おさな馴な染じみの座を脱だつ出しゆつできるのでしょうか？（笑）




　この作品はどちらかというとキャラが勝手に動くので（クーデレのクールはどこいった!?　になるヒーローとか）、キャラに苦労するということはあまりないのですが……最大の難物はずばり『和歌』です。物語を先に作って、あとからそれに沿った歌を考えるので、毎度辞書や和歌集の前で頭を抱かかえる始末。ちょっと強ごう引いんかなぁ、こじつけかなぁ、とかなり思おもい悩なやみながらやっています。

　和歌にかぎらず俳句などでも、結局は作った本人にしかそれが本当に意味するところはわからないもの。百人一首にとりあげられているような歌でも、収録されている歌集によって表現が変わっていたり、解かい釈しやくする方によって全然意味や情景が違ちがったりすることもあります。「平安うた恋こい語がたり」の中には既き存ぞんの歌もでてきますが、解釈はわたしの感性によるところが大きいので、調べてみると違った見方があって面おも白しろいのではないでしょうか。そういう点も和歌の魅み力りよくといえば魅力ですよね。

　つまり、なにが言いたいのかというと……強引でもこじつけでも、そういう意味で作ったのでそれでお願いします、ということです、はい。




　今回も多くの方々にお世話になりました。

　まずは、素す敵てきなイラストを描かいてくださる、このか様。前巻の表紙では茜と雅まさ雪ゆきはもちろん、背景なども含ふくめて見事に作品の世界を表現してくださって、ありがとうございました。今回もどんな風になるのか楽しみです。

　担当様。毎度お手数をおかけしております……。これからもよろしくお願いします。

　最後に、この本を手にとってくださった皆みな様さまにありったけの感謝を。この本をだすことができたのも、読んでくださる方々のおかげです、本当にありがとうございました。

　それでは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように。
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